



























































トリニティ・ブラッド




Rageレイジ・ Againstアゲインスト the・ザ・ Moonsムーンズ Ⅲ

ノウ・フェイス








吉田 直





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──ある町で害さるれば他の町に逃げよ。

また、その町を逐わるれば、他に逃げよ。

（マタイ福音書十章二十三節）






「おお、デウス天にま・エしますト・我らがドミ父よヌス……」

　アベル・ナイトロード巡じゆん回かい神父は車道に飛び込みながら祈いのった。すぐそこにまで迫せまった路シユト面ラー汽セン車バーンの運転手が驚きよう愕がくに開いた口の中まではっきりと見える。

「願わくば──以下省略！」

　長身を丸めて転がりこんだ刹せつ那な、僧衣カソツクをかすめさったのは、背後の歩道から景気よくばらまかれた機マシー関ネン拳ピス銃トーレの銃じゆう弾だんだ。その直後には、神父と歩道の間に、甲かん高だかいブレーキ音をあげながら路面汽車の車体が滑すべり込んできている。

「こっちだ、アベル君！　今のうちに！」

　向かいの歩道から、脱だつ色しよくした茶ちや髪ぱつを軽けい薄はくに流した若者がなにやら叫さけんでいる。連れが射的の的にされている間に、ちゃっかり自分だけは逃にげ出したものらしい。その要領良さに半ば感心、半ば呆あきれながら、アベルはあたふたと立ち上がった。ここケルンは、ゲルマニクス王国西部有数の都会で、伝統ある学術都市だが、夜間の交通量はそう多くない。青い月光の下を、路面汽車の車体は美しい火花を散らして通過してゆく。あれが、過ぎ去ってしまえば──

「早く！　急ぎたまえ！」

「ま、待ってください、公子……み、見捨てないでくださあいっ！」

　路面汽車が通り過ぎたとき、アベルは、ようよう向かいの歩道にたどりついたところだった。先行する若者は、地下道に続く階段をすでに半ば以上降りている。一方、つい三秒前までアベルがいた歩道、つまり、現在のアベルから見れば、車道を挟はさんで反対側の歩道には──

　アベルがひきつった笑え顔がおでそちらを振ふり返ったとき、お揃そろいの黒コートにお揃いのソフト帽ぼう、ついでに双ふた子ごのようにそっくりな顔で決めた二人の大男は、まだそこに佇たたずんでいた。これまたお揃いのベルグマン機マシー関ネン拳ピス銃トーレの銃口が、そろって神父の額に向けられている。

「ひ、ひええっ！」

　咄とつ嗟さに腰こしが抜ぬけていなければ、アベルの体はズタズタに引き裂さかれていたに違ちがいない。無数の銃弾が、瞬前まで彼の頭のあったあたりを薙なぎ払はらう。立ち上がることもできぬまま、銀髪の神父は追いつめられたゴキブリじみた素す早ばやさで、急きゆう勾こう配ばいの階段に滑り込んだ。そのまま、良識ある者なら眉まゆをしかめるに違いない凄せい惨さんな悲鳴の尾を引いて、一挙に下まで転げ落ちる。

「……死んだかい、アベル君？」

　顔面を使って着地した神父を、先に降りていた若者が興きよう味み津しん々しんに出で迎むかえた。痙けい攣れんする背中を見下ろし、つま先で突つっつく。

「死んでるなら、そう言ってくれたまえヨ。弾たま除よけがやられたら、ボクは降参するからサ」

「ううっ、主よ、最近、私の人生幸さち薄うす過すぎです……な、なんとか生きてます。そちらはご無事で、公子？」

「ああ、かろうじてね。でも……」

　どういう要領の良さか、無意味なほど爽さわやかな顔にはかすり傷一つない。にも拘かかわらず、若者は深刻な表情で首を振った。

「ヘアスタイリングがすっかり崩くずれてしまったじゃァないか。やっぱりサ、髪かみは男の命だろ？」

「今は、本物の命のほうを心配されてください！」

　階段の上からは、靴くつ音おとの群れが近づいてくる。アベルは慌あわただしく立ち上がった。

「髪の心配は〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟の皆みなさんを無事にまいたときの楽しみにとっとくことにして、とにかく今は──走って！」

　博物館ものの旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーをアベルが抜いたとき、階段の上に現れた黒コートたちが、機関拳銃のトリガーを引いた。




　　　　Ⅰ




「アルフォンソ・デステ元大司教の足取りは、依い然ぜん、摑つかめぬままです」

　完かん璧ぺきに調ちよう律りつされた楽器を思わせる甘やかな声に、今夜ばかりは苦い響ビブきラートが滲にじんでいる。

　聖カステ天ル・サ使ンタン城ジエロ、砂漠イブの天使リースの間──高い天てん井じよう一面に、砂さ漠ばくの街を悪あつ鬼きどもの魔ま手しゆから救って昇しよう天てんしてゆく美しい女王の姿が描かれている。その気高くも憂うれいを秘めた美び貌ぼうは、国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようの表情とどこか似ていた。

「先のテロ事件発生直後、国務聖省の現地スタッフがケルン大司教管区を徹てつ底てい的に調査しましたが、肝かん心じんのデステ元大司教が設立した異い端たん結社──〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟に関わる資料はほとんど破は棄きされていました。その手て際ぎわよさから見て……」

　片眼鏡モノクルの奥から、剃刀かみそり色いろの瞳ひとみが列席の高位聖職者たちを冷たく見回した。

「おそらくは教皇庁われらの内部に、彼らに情報を流した者がいるのではないかと」

「な、内通者がいるということですか、あ、姉上？」

　白い法衣の少年が、おどおどと美女を見上げた。そばかすの浮うかんだ貧ひん相そうな顔の中で、これだけは姉とよく似た灰色の瞳が落ち着きなく動いている。教皇ヴアチ庁カン第三百九十九代教皇アレッサンドロ十八世は、怯おびえたように列席者を見み渡わたした。

「で、でも、い、いい、いったい誰だれが？　お、叔父おじ上の行方ゆくえは、わ、わからないし、〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟の資料は、す、捨てられちゃったし……」

「御おお宸み襟こころを騒さわがせられるには及およびません、聖下」

　齢よわい十八にして至し尊そんの三重冠テイアラを戴いただく異母弟を安心させるように、カテリーナは優やさしい微び笑しようを作った。

「私は、〝資料はほとんど破棄された〟と申しましたのよ」

「つまり、一部には残っていたものもあるということだな、カテリーナ？」

　重々しいバリトンは、カテリーナと教皇を挟んで座すわっていた法衣の偉い丈じよう夫ふのものだ。

　フランチェスコ・ディ・メディチ枢機卿──教理聖省長官として教皇庁内部の治安を司つかさどる男は、逞たくましい腕うでを胸の前に組んだまま、軍刀サーベル色の瞳を気難しく光らせた。

「それはどの程度の価値がある資料だ？　我らの捜そう査さを進展させうるものか？」

「わかりません。なにしろ、現物がまだ手元に届いておりませぬゆえ」

　応じる麗れい人じんの声は慇いん懃ぎんだが、いささか冷れい淡たんに過ぎた。この異母兄妹の仲は、最近、とみに冷えこみつつある。公式記録にこそ残っていないが、先にローマで発生したテロ事件の際、カテリーナの特務エージェントである派は遣けん執しつ行こう官かんとフランチェスコ麾き下かの異端審しん問もん官かんが市街で衝しよう突とつ。重傷者まで出した一件は、記き憶おくに新しい。

「件くだんの資料は、いまだケルン市内のいずこかにございます。ですが、〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟を追つい及きゆうする内部情報としては、極めて価値が高いものであることは間違いございません」

「どうしてそれがわかる？」

　不審げな兄に、カテリーナはそっけなく返した。

「報告によれば、それは、〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟参加者の名簿リストだそうですから」

「なんだと!?」

　フランチェスコのみならず、列席者の全員から、息を吞のむ声がこぼれた。

〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟に与くみした者たちの名簿──それがあれば、事件の解明は一挙に進もう。

「カテリーナ、貴様、何を悠ゆう長ちようにかまえている！」

　太い腕で卓を殴なぐりつけんばかりに、フランチェスコは吼ほえた。

「そのようなものがあるなら、一刻も早く、この場に持ってくるがいい！　ケルンなどに置いていては、いつ奴やつらに奪だつ回かいされるかわからぬではないか！」

「すでに、回収チームを現地に向かわせております。今が二十三時ですので……そうですね、明朝五時にはケルンに到着。資料の保管者を保護して後、ローマに帰き還かんする予定です」

「資料の保管者ですと？」

　耳ざとく反応したのは、聖宝認定局のジュゼッペ・モレッティ局長だ。

「ケルン市内の誰かが、今もそのリストを持っていると、スフォルツァ枢機卿はおっしゃる？」

「そうです。彼は自分が〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟に狙ねらわれていることを知り、私に保護を求めてきたのです」

「どういう人間なのですかな、その者は？」

　ロストテクノロジー研究の大家として知られる老博士は、思し慮りよ深いフクロウのように顔を傾かしげた。

「そもそも、どのような経けい緯いでそのリストを手に入れたのでしょうか？」

「問題の人物は、ケルンの神学校に、ヒスパニアから留学中だった学生です。名はアントニオ・ボルジア」

　できるだけ列席者たちに衝しよう撃げきを与あたえないよう、さりげなくカテリーナは付け加えた。

「ヒスパニア王国宰さい相しよう、バレンシア公カルロス・ボルジア卿の御子息です。そして、アルフォンソ・デステはヒスパニア王国とのパイプを繫つなぐために、彼に接せつ触しよく。その際、件のリストが公子の手に渡ったものと思われます」

「な、なんと！」

　カテリーナの努力も空むなしく、列席の聖職者たちは眼球をこぼさんばかりの顔になった。無理もあるまい。ヒスパニアは、ゲルマニクスやアルビオンに匹ひつ敵てきする西方の大国。そしてバレンシア公といえば、かの国きっての大貴族だ。万一、そんな大物の子弟が、つい先日までは教皇庁内部の人間だった連中に殺害された日には……

「回収チームの到着は明朝とか申したな、カテリーナ!?　もし、今夜中に〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟の連中が動いたらどうするつもりだ!?」

　獅し子し吼くしたのは、椅い子すを蹴けったフランチェスコだ。まるで、すぐそこまで敵軍が迫せまっているような顔で吼える。

「ただちに、ゲルマニクスに外交チャンネルで支し援えんを要よう請せいしろ。ケルンに軍を派遣させ、公子を保護するのだ！」

「お待ちを、兄上。ここでゲルマニクスに借りを作るのは、得策ではございません。さらに、もしゲルマニクスが公子を保護したのをよいことに、例のリストを入手しでもしましたら、事態はますますこじれることとなります」

「む……」

　妹の発言の正しさにフランチェスコは声を詰つまらせた。もっとも、兄の恐おそれる事態は、そのままカテリーナの危き惧ぐするところでもある。先のローマの一件を見る限り、新教皇庁の手はなかなかに長いのだ。今夜一晩、公子が無事に過ごせるという保証はどこにもなかった。

　しかし、手をつかねて神頼だのみに走るのは彼女の趣しゆ味みではない。長い脚あしを法衣の下で組み替かえると、カテリーナは両指で作った尖せん塔とうに顎あごを載のせた。

「実は、その点については私の独断で保険を掛かけておきました。回収チームに先んじて、エージェントを一人、単独先行させてあるのです。夜明けまでは、彼が公子を守ります」

「一人？　たった一人でだいじょうぶか？」

「ご心配にはおよびませんわ」

　剃刀かみそり色いろの瞳ひとみを閃ひらめかせ、麗人は薄うすく笑った。

「私がケルンに送りこんだのは、教皇ヴアチ庁カン最高の人材です。いかなる状じよう況きようをも予測する判断力とあらゆる環かん境きように溶とけ込む適応力、そしてどのような危険にも動じぬ強きよう靭じんな精神力を併あわせ持った男です。彼ならば、必ずや期待に応こたえてくれるでしょう──それも、眉まゆ一つ動かさずに」




　　　　Ⅱ




「おお主よ、危険なピンチが山盛りで私の人生がなんだか風前の灯ともしびです」

　ケルン最大の建築物である大聖堂ドーム。

　全高百五十七メートル、完成まで六百年を要したと言われる二つの黒い尖せん塔とうが、暗いラインの川かわ面もに影かげを落としている。その間に輝かがやく二つの月を仰あおいで、アベルは泣きをいれた。ついでに、カウンターに涙なみだでのの字など描いている。

「もーなんでもけっこうですから、とりあえずさっさとお助けください」

「キミってほんとにイケてないねェ、アベル君」

　ライン汽船、ケルン発着場待合室。

　人気のない深夜営業の安ガスト食シユテ堂ツテのカウンターで、地ビケルシールユビアのグラスなぞ傾かたむけているのは、長髪ロンゲの若者だ。よほどに肝きもが太いのか、それとも単に頭が悪いのか、連れとは対照的な優ゆう雅がさで、髪かみの乱れをチェックしている。

「〝教皇庁最高の人材〟だって聞いていたから、わざわざ指名してあげたのにサ、もっとスマートかつダンディなのを想像してたんだけどなァ。こう、びしびしっと悪者をやっつけて、髪なんかふっと払はらって、『任務完了』とかカッコよくキメるようなの。だけど……」
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　若者──バレンシア公子アントニオ・ボルジアは三杯ばい目のグラスを空けると、隣となりでのの字を書いている神父を目の端はしで見やった。

「ほんとにイケてないよねェ」

「すいません……イケてなくて」

　かなり丈たけのきついシャツの裾すそを引っ張りながら、アベルはいじけたようにため息をついた。

　支給されたばかりの夏用僧衣カソツクは、穴だらけにされたうえ、逃にげる最中にドブにはまったため、泣く泣く廃はい棄きしてしまった。今着ているのは、アントニオからの借り物である。護衛対象から服を借りるボディガード──確かにイケてないかもしれない。

　しかし言い訳させてもらうなら、わざわざ人の多い街中で護衛対象と落ち合ったのは、アベルなりの安全策のつもりだった。まさか、あんな公道で襲おそってくるほど、新教皇庁の連中も馬鹿ではないと踏ふんだのだ。

　ところが、アントニオと接触してものの十歩も動かないうちに、彼らは襲ってきた──しかも、街中で機関銃を振ふり回して。それだけ例のリスト奪だつ回かいに死に物狂ぐるいなのだろう。もはやなりふりかまうつもりもないらしい。

「ときに、公子。例のリストですが……」

　ため息をつくと、アベルは地上に意識を戻もどした。ジャガイモと酢キャザウアーベツクラウトとソーセージの山盛りを気のない顔でつつきながら尋たずねる。

「今は、どこに保管されてるんです？　これからすぐに取って来られるところですか？」

「悪いケド、それはまだ言えないなァ」

　ちょうど、やたらと脚あしの長い美女がなまめかしく腰こしを振りながら待合室に入ってきたところだ。豊かに揺ゆれる胸を無意味に爽さわやかな視線で追いかけながら、アントニオは上品に肩かたをすくめた。

「教えちゃったら、キミがまじめにボクを守ってくれなくなるかもしれないだろ？」

「ご心配されなくても、あなたの身はしっかりお守りしますよ。それが仕事なんですから……とはいえ、さあて、これからどうしたものやら」

　台詞せりふの後半は口の中で呟つぶやくにとどめて、アベルはため息をついた。

　援軍到着まであと四時間。あの調子で襲しゆう撃げきを受けては、次はもちそうにない。どうやら、ケルンの新教皇庁シンパは予想以上に大きな勢力を温存しているようだ。教会すら信用できないこの状況では、このまま市内にとどまるのは無益であるばかりか危険だ。となれば……

「公子には、これから私と一いつ緒しよに街を出ていただきます」

　時刻表で最終船の時間を確認すると、アベルは決断した。

「リストの隠かくし場所には、明朝到着する回収チームに向かってもらうとして、今夜のところはあなただけでも、街の外へ出ていただきましょう」

　この船着場からは、デュッセルドルフ行きのライン川貨客船が出ている。デュッセルドルフまでたどりつければ、そこからはローマ行きの夜行列車に接続できるはずだ。

　しかし、アントニオは首を横に振った。

「残念だけど、それは無理だネ」

「どうして？」

「ボクさァ、乗り物酔よいするタチなんだよねェ。船も汽車もまるでダメってカンジ。三半規官が弱いんだヨ」

「…………」

　多分、今の自分は、次の犠ぎ牲せい者しやを物色中の連続殺人鬼きか、怒おこっているときの上カテ司リーナそっくりの笑え顔がおをしているに違ちがいない──ソーセージにぶっすりとフォークを突つき刺さしながら、アベルはにこやかに先を促うながしてやった。

「で？」

「移動するなら、飛行機か飛行船にしてくれないかなァ？　ああ、前に家族旅行したとき、寝しん台だい特急をまるまる借り切ったんだけど、そのときは不思議と酔わなかったなァ」

　楽しい思い出にひたっている若者の側で額を押さえ、神父は呻いた。

「おお、主よ、すっげえムカつきます……そんな予算、生き血を搾しぼったって作れません！　ここは絶対に船に乗っていただきます。たとえ内臓ごと吐はき戻すことになろうと！」

「でもさァ……」

「〝でも〟はこの際、うかがいません！　とにかく、私、切符を買って来ますんで、公子はここでお待ちください……いいですか？　何があっても動かないように！」

　まだ何か言い足りない顔の貴公子を視殺して、アベルは立ち上がった。痛む頭を押さえて、切符売り場に向かう。

「すいません。デュッセルドルフ行き、二等チケットを二枚お願いします」

　無愛想な売り場の親父おやじにチケットを頼たのみながら、アベルは壁かべの時計を見上げた──午前一時。夜明けまで、まだ四時間もある。

「あ、それと領収書お願いできますか？　宛あて名なは教皇ヴアチ庁カン国務聖省宛でお願いします」

「教皇庁？　あんたが？」

「ええ。私、これでも神父なんです、一応……ちょっと事情があって、今はこんな格好してますけどですね」

　つんつるてんのスーツに胡う散さん臭くさげに眉まゆをひそめた親父に対し、アベルは慌あわてて言い訳した。こういうとき、僧衣カソツクを着ていないのは不便だ。

「所属は教皇ヴアチ庁カンの国務聖省。ええっと、身分証はこちらに──」

「ちょっと失敬」

　横合いからかかった渋しぶい男の声がポケットに突っ込んだ神父の手を止めた。

「あなた、神父様でいらっしゃいますか？」

「ええ、そうですけど……」

　アベルは声のほうを振ふり返った。いかにも謹きん直ちよくそうな、壮そう年ねんの男が懐ふところに手を入れている。地味なスーツ姿ではあるが、どこか隙すきのない物腰は、民間人のものではない。

　そろそろと肩に吊つったホルスターに手を伸のばしながら、アベルはにこやかに首を傾かしげた。

「あの、どちらさまで？」

「失礼。私、ケルン市ポリ警ツアイのギュンター・レンツ警部と申します」

　男はスーツの内ポケットからバッジを取り出した。いかにもゲルマニクスらしい味もそっけもない、そのくせ威い圧あつ的な警察のエンブレムがガス灯の明かりに鈍にぶく光っている。

「実は、数時間前、ホーフ通シユトりラーセで起きた路シユト面ラー汽セン車バーンへの銃撃事件の捜そう査さをしておりまして……単刀直入に申しましょう。神父様、あなた、そのときその場に居合わせられませんでしたか？　事件直後に現場を逃にげる、銀ぎん髪ぱつで背の高い神父の姿を見たという証言があるのですが……」

　レンツと名乗る刑事は鷹たかを思わせる鋭するどい目でアベルの髪を睨にらんだ。犯人と疑われているのだろうか？　いや、容疑者にされずとも、証人として警察に引っ張られては、船に乗り損ねることは間ま違ちがいない。

「ええっと、なにかの間違いじゃないですか？」

　おお主よ、偽いつわりを口にのせることを赦ゆるしたまえ──心の中で十字を切ると、アベルはわざとらしく肩かたをすぼめてみせた。

「ほら、銀髪で背が高くて眼鏡めがねかけてる神父なんて、どこにでもいますし……」

「ほう、よくご存じですね、神父様。件くだんの神父が〝眼鏡をかけていた〟と」

「……あう」

　速攻で墓穴を掘ほって、ついでに自らそこに飛び降りた神父を、レンツは威い嚇かくの眼まな差ざしで睨んだ。服を着き替がえ、この夜中に街から出ようとしている──逃とう亡ぼうを図っていると疑われても仕方ない。

「これは、ぜひとも詳くわしいお話をうかがいたいものです。とりあえず署まで御同行願えますね？」

「い、いや、その、実は私、いま急いでおりましてですね……そ、そうだ！　公子！　アントニオ公子！　証言してくださいよ、私、その事件とは関係ないって！」

「それはできないヨ、アベル君」

　待合室から出てきたアントニオは悲しげに首を振った。

「これでも、ボクは神学生だヨ？　噓うそはつけないなァ。それに……」

　ますます冷たさを増した目でアベルを睨み据すえる刑事と、窮きゆう地ちに陥おちいった神父の顔を見比べながら、貴公子は平然と肩をすくめた。

「イイじゃない。この際、警察に保護してもらおうヨ。例のリストのことも全部話しちゃってサ」

「リスト？　リストとは何のことですかな？」

　不審げな単語に興味をそそられたレンツとアントニオの間に慌ててアベルは割って入った。

「こ、公子、いけません！」

　新教皇庁のリストについてゲルマニクス当局に知られるととんでもないことになる。ただでさえ、何かと問題の多い軍事国家だ。それをネタにローマを強請ゆすってくるかもしれないし、リストを横取りしようとするかもしれない──それになにより、カテリーナの怒いかりが恐おそろしい。

「リストの話はここではやめてください。ゲルマニクスに知られたら……」

「ボクには関係ないネ。だって、ゲルマニクスでも教皇ヴアチ庁カンでも、ボクの身み柄がらを大切に扱あつかってくれるんなら、どこでも一いつ緒しよだろ？」

「あ、あなた、それでも神学生ですか！」

　アベルが若者の口を塞ふさごうと囁ささやいたとき。

　いきなり、明かりが消えた。

「な、なんだ!?」

「ガス灯が消えた！　おかしいな……この建物だけだぞ？　よそはちゃんとついてる」

　突とつ如じよ落ちた闇やみの向こうで、狼ろう狽ばいしたような声が叫さけび交わされた。

「落ち着け！　騒さわぐと怪け我がをするぞ！」

　その中で、沈ちん着ちやくに指示を下しているのはレンツの渋い声だ。人に命令するのに慣れた口調で、刑事はうろたえる男たちにてきぱきと指示を下している。

「誰だれか、ガスの元もと栓せんを見てこい。ひょっとしたらガス漏もれかもしれん。ああ、火は使うな。引火の危険がある」

「……公子、今のうちです」

　闇の中で、アベルはアントニオに囁いた。

「この隙に逃げちゃいましょう」

「しかし、アベル君、捜査に協力しろって……」

「警察署に閉じ込められたら、襲おそわれたときに逃げ場がなくなっちゃいます。このトラブルは主の贈おくり物です──この闇にまぎれて逃げ出せと。これを無む駄だにするのは、御み心こころに背そむく行こう為いです！」

　しかし、それが気前のよい神の恩おん寵ちようではなく意地悪な悪あく魔まの罠わなであったことに気づくのに、そう時間はかからなかった。

　混乱の中、こそこそと出口のほうに向かっていたアベルの鼻先でいきなり扉とびらが開け放たれたのだ。その向こうからぬっと入ってきたのは巨きよ大だいな影かげだ。黒いコートを着込んだ死神めいた大きな影。そして、その手に握にぎられているのは──

「やば……こ、こいつ、さっきの!?」

　黒いソフト帽ぼうの下の小さな目が神父を捉とらえた瞬しゆん間かん、機マシー関ネン拳ピス銃トーレの銃じゆう口こうがかま首をもたげる毒どく蛇へびのように持ち上がった。そのときには、アベルは反射的に横よこ跳とびに飛んでいる。傍かたわらのアントニオを押し倒たおしたのに半瞬遅おくれて、腹に響ひびく連射音とともに、禍まが々まがしい炎ほのおの舌が闇に躍おどり始めた。

「きゃあああああああっ！」

　響き渡わたった銃声に、そう広くもない船着場の中で悲鳴があがった。闇と銃火によって、パニックが生じる。

「こ、これはまずい……こちらに、公子！」

　銃を抜ぬく暇いとまもない。アベルは肩から窓に突つっ込んだ。ガラスの破は片へんをばらまきながら、なだらかな斜しや面めんを描く川筋の土手に向けて身を躍らせる。

「さあ、公子！　あなたも早……ぐえっ!?」

「邪じや魔まだよ、アベル君！」

　アベルの背中に着地しながら、アントニオが叫んだ。

「キミはここで時間を稼かせぐんだ！　ボクはその間に逃げる！」

「時間を稼ぐ!?　あ、あんな物ぶつ騒そうなモノ相手にどうしろと!?」

「弱音を吐はくな！　キミはボクの弾たま除よけだろう！」

「そんなムチャクチャな……わ、わわっ!?」

　言い争っている間にも、頭上の窓から、ぬっと大きな影が身を乗り出した。その手にかまえられた機マシー関ネン拳ピス銃トーレの銃口が、硝しよう煙えんの尾を引いてアベルたちのいる下方へと向けられる。

「ああ、もう、くそっ！」

　ようやくホルスターから抜くことに成功した旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーをアベルは掲かかげた。土手を駆け降りてゆくアントニオの背中に向け、いましも引き金を絞しぼらんばかりの大男の方に狙ねらいをつける。

「…………！」

　二つの銃口はまったく同時に火を噴ふいたにも拘かかわらず、くぐもった怒ど声せいは一つしか発せられなかった。旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーの銃弾は、身を乗り出す大男の頭上、窓のブラインドを狙い撃うったのだ。留め金を壊こわされ、軽快な音をあげて落ちた日ひ除よけに視界を塞がれた機マシー関ネン拳ピス銃トーレは、見当はずれの方向へ炎の帯を描いた。

「よしっ！　ああ、でもこれからどうしたものやら……」

　アントニオの背中は、すでに土手を転がるように滑すべり降りている。それを追って、薄うす暗ぐらい路地に駆け込みながら、アベルは舌打ちした。

　これで水路を脱だつ出しゆつする計画は消え去った。駅も、今ごろ警察の手が回っているはずだ。あとは辻つじ馬車でも捕つかまえて、どこかの宿屋に潜せん伏ぷくするしかない──

「アベル君、見たまえ！　天の助けだ！」

　先行するアントニオが軽けい薄はくな口笛を鳴らした。

　ちょうど大通りのほうから、一台の辻馬車が路地に入ってきたところだ。御ぎよ者しや以外、客は乗せていない。

「おお、主よ、感謝します……その馬車、停とまってください！」

　アベルは慌あわてて拳けん銃じゆうを隠かくすと、大きく手を振ふった。さして大きくもない馬車だが、狭せまい路地だ。道を完全に塞ふさいでしまっている。

「停まって！　乗せてください！」

「乗せてくれ？　おお、いいとも」

　停まった馬車の御者席で、黒いコートを着た男は愛想よく笑った。その唇くちびるの端はしには、だらしなく葉巻が貼はり付いている。

「乗せてやるさ……ただし、貴様らの死体をな」

　急停止した二人の前で、黒コートの下から鈍にぶく輝かがやく機マシー関ネン拳ピス銃トーレが引き出された。




　　　　Ⅲ




「前門の機関銃、後門にも機関銃……おお主よ、あなた最近、私のこといぢめ過ぎです」

「アベル君、キミはボクの弾除けだろう！　早くコイツらをなんとかしてくれたまえよ！」

　神父と神学生──二人の若者が喚わめき交わしたときには、その背後にも黒コートの巨きよ影えいが立っている。さっき船着場を襲おそった男だ。馬車の男とは葉巻をくわえていないことを除けば、顔から何からそっくりである。

「なかなか手間をかけさせてくれたが、ようやっと追いつめたぜ、アントニオさんよ」

　葉巻無しのほうが、嬉うれしげに唇を捲まくり上げた。アベルの背中に隠れようとする貴公子の頭を追って、滑なめらかに銃口を滑らせる。

「あんたにかっぱらわれた例のモノ──あれは、うちのボスの大のお気に入りでな。絶対、楽に殺すなって、そりゃもう厳しいご命令だ。覚かく悟ごしてもらうぜ」

「ま、待ってください！」

　前後両方のトリガーに指がかかるのを観察しながら、アベルはかろうじて舌を動かすことに成功した。どうやら、この二人の新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン信徒はここでアントニオを始末してしまうつもりらしい。

「まだ例のリストは私たちの手元にありません！　私はともかく、公子を殺すのはマズいんじゃないですか？」

「リスト？　何の話をしてんだ、てめえは？」

　葉巻を口の端にだらしなく貼り付けたまま、黒コートは眉まゆをしかめた。

「俺たちは、パパ・ゼップの命令でそこのクソガキをぶち殺しにきただけだ」

「……パパ・ゼップって誰です？　私、そんな人は知りませんが？」

　急に何か思い出したように手を打ったアントニオのほうを、アベルはおそるおそる振り返った。何か嫌いやな予感がする。

「あの、何かお心当たりでも、公子？」

「ああ、パパ・ゼップゼップ親父っていうのは……」

　ぴんと指を立てると公子はにこやかに答えた。

「有名なギャングのボスだヨ。ケルン暗黒街の帝王っていわれてる」

「ギャ、ギャングのボスぅぅぅぅっ!?」

　いったい何の話だ？

　いや、それはつまり、目の前の二人は新教皇庁の人間ではないということか？

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください？　なんでそんな特とく殊しゆサービス業の人が我々──というか、公子を追い回すんです？」

「んー、理由まではちょっと見当つかないなァ」

　心底困ったように、アントニオは両腕うでを組んだ。

「彼のカジノには、エヴァのところに遊びに行ったついでに、一、二回立ち寄っただけだしィ。そのときも、そんなに勝たなかったしなァ……」

「エヴァ？　エヴァって誰!?」

　黒コートどもの顔はますます険悪になってゆく。それを見ないふりしながら、アベルは唾つばを飛ばした。寒気がする。それも、かなりひどい寒気だ。

「エヴァってのは、ボクのガールフレンドで……パパ・ゼップの愛人だヨ。この前、ケルンから引っ越こしたいっていうから、父上のところに紹しよう介かい状書いて、街を出してあげたんだケドね」

「…………[image: !!!]」

　石化したように固まってしまった神父の目の前で、黒コートたちの機マシー関ネン拳ピス銃トーレが一いつ斉せいに持ち上がった。

「しかもそれだけじゃねえ。あの雌メス犬イヌが娼しよう館かんの顧こ客きやくリストまで持ち出そうとしやがったのも、てめえの差し金だろう？　え、アントニオ？」

「まあね。あれを手元に置いておけば、パパ・ゼップも下手へたに手出しできないと思ったからサ……でも、結局、リストは持ち出せなかったんだから、そんなに怒おこんなくてもイイじゃん」

「「そういう問題じゃねえっ！」」

　二つの怒ど声せいは完全に重なった。

「とにかく、情婦イロを寝ね取とられて、ボスの面子メンツは丸潰つぶれよ。貴族のボンボンかなんだか知らねえが、どうしても、てめえだけは蜂の巣に変えてやらねえと気がおさまらないとさ──さ、覚悟しな」

　冥めい府ふの底から吹ふき上げてくるかのような暗い声に、気の弱い者なら、この時点で気死していたかもしれない。しかし、ヒスパニアきっての大貴族はそよ風が吹いたほどにも動じなかった。

「ふ、ボクらを馬鹿にしてもらっては困るなァ……さあ、神父アベル！」

　いかにも大貴族らしい豪ごう気きさで髪かみをかきあげると、アントニオはぴしっと指を鳴らした。

「キミの出番だ。遠えん慮りよすることはない。この身の程知らずの不届き者どもを、さくさくっと片づけてくれたまえ！　背中はボクにまかせろ。ここから力いっぱい声せい援えんしてるから」

「……で、できるかあっ!!」

　力いっぱい悲鳴をあげたアベルに対し、葉巻の黒コートが顎あごをしゃくった。

「ああ、神父さん、あんたはどいてな。神父殺すと、地じ獄ごくに墜おちるって言うしな。邪じや魔まだてしなけりゃ、あんただけは見み逃のがしてやる」

「え♥　ほ、本当ですか──ふぐっ!?」

「ふ、彼を馬鹿にしてもらっては困るなァ」

　慈じ悲ひ深い誘ゆう惑わくを断固として退けたのは、アベルではなかった。希望に顔を輝かがやかせる神父の鳩尾みぞおちに痛つう烈れつな肘ひじ撃うちを食らわせながら、アントニオは余よ裕ゆうたっぷりに嘯うそぶいた。

「この神父アベルはボクと魂たましいの絆きずなで結ばれた友──その彼がボクを見捨てると思うかね？」

「さっき〝弾たま除よけ〟とかなんとかおっしゃってませんでしたっけ？」

　胡う散さん臭くさげに尋たずねる魂ココロの同胞ともに対し、アントニオは毅き然ぜんとして首を振ふった。

「ささいなことは気にするな、友よ……さあ、それはともかく、ボクをやるなら、まずこの彼からやるがいい！　すでに覚悟はできている!!」
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「ちょ、ちょっと待てえぇぇぇっ！」

　いやいやをするように首を振った神父に向けて、ギャングどもは感心したように頷うなずいた。

「そうか、そこまで言うなら仕方ねえ」

「いや、だから私、何も言ってませんってば！　勝手に納なつ得とくしないでください！　うわ、こっちにそんなもの向けないで！」

　盾たてにされたまま泣き喚わめく神父は無視したまま、二人の黒コートたちはトリガーにかけた指に力を加えた。

「「死ねぃ！」」

　怒号に重なるように、銃じゆう声せいが轟とどろいた。だが、それは機マシー関ネン拳ピス銃トーレの軽快な射しや撃げき音ではない。ギャングたちは、今しも引き金を絞しぼろうとしていた機関拳銃を取り落とし、鮮せん血けつあふれる肩かたを押さえて呻うめいている。その背後、アーク灯の淡あわい輝きの中に浮うかんだ影かげの群れは──

「なんとか間に合ったようですね」

　十名ほどの警官たちの先頭に立つ人影の手元で、小さなポケットピストルの銃口が硝しよう煙えんをあげている。謹きん厳げんな表情を崩くずさぬまま、人影は、二人の若者に渋しぶく錆さびた声をかけた。

「二人とも、だいじょうぶですか？　お怪け我がは？」

「た、助かった？　ひょっとして、私まだ生きてるんですか？」

　肩で息をしながら、アベルはへたりこんだ。警官たちを従えた地味なスーツの男の顔には見覚えがある──ケルン市警のレンツ警部だ。

「こっちの男が、あなたたちを追って出ていくのが見えたんで、すぐに追いかけてきたんです。危ない所でしたね」

「お、お陰かげで助かりました、刑事さん」

　地面で呻く男たちを見下ろしながら、アベルは大きなため息をついた。新教皇庁相手にリストを守って立ち回るならまだともかく、ギャングと馬鹿若様の痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込まれたなどと報告した日には、カテリーナがどんな顔をするか。

　安あん堵どに気絶せんばかりの神父に、刑事は尋たずねた。

「それで、ナイトロード神父……こいつらはいったい何者なんです？」

「ええ、実はこちらの痴話喧嘩が……おぐっ!?」

「彼らはボクを狙ねらう殺し屋ですヨ」

　答えようとしたアベルの喉のど首くびに手刀を打ち込んだアントニオが話を引き取った。

「本国のほうで、ちょっとゴタゴタがありましてね。その関係でさしむけられた連中ですよ……ああ、申し遅おくれました。ボクはアントニオ・ボルジア。ヒスパニア王国バレンシア公子です」

「ボルジア家の若様？　そういえば、この街に留学されていると聞いておりましたが、そうですか、あなたが」

　さすがにバレンシア公こう爵しやく家のネームバリューは絶大だった。若者を見る目に素す直なおな驚おどろきを宿して、レンツは頷いた。

「わかりました。お家の事情とあれば、詮せん索さくはしますまい……とにかくここは危険です。お二人とも、とりあえず本官に御同行ください。悪いようにはいたしませんから」

「あ、あの、刑事さん、その前に少しいいですか？」

「なんです？」

　辻つじ馬車の轡くつわを取ろうとして、レンツは振り返った。涙なみだ目めで立ち上がった神父がなにやら話しかけてきたのだ。

「どうかしましたかな、神父様？」

「大変申し訳ありませんが……」

　刑事の額に硬かたい感かん触しよくを押しつけながら、アベルは命じた。

「両手をあげて、そこに跪ひざまずいてください」
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「これはいったい何のご冗じよう談だんです、神父様？」

　眉み間けんに銃口を突つきつけられたまま、レンツは不ふ審しんげに眉まゆをひそめた。

「やめたまえヨ、アベル君」

　したり顔でアントニオも首を振ふった。

「いくら機密保全のためとはいえ、警官を殺すのはさすがにマズいって。シャレになんないでしョ」

「確かに洒落しやれではすまないでしょう──もし、この人が本当の警官ならね……ああ、そっちの皆みなさんも動かないでください！」

　トリガーにかけた指は微び動どうだにしない。にこりともせずに、アベルは警官たちに命じた。

「そう、彼は刑事さんなんかじゃないし、そちらのお巡りさんたちも本物の警官じゃない──おそらくは、新教皇庁の方々です。違ちがいますか？」

「……いいや、違わない」

　まるで、仮面が剝はがれたようだった。

　銃口を突きつけられた警部の表情ががらりと変わったのだ。にやりと片かた頰ほおを歪ゆがめたときには、謹厳な刑事は陰いん惨さんな狂きよう信しん者しやに早変わりしている。

「いや、驚いたな。こんなに早くばれるとは思わなかった……おっしゃるとおり、私は新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンのギュンター・レンツ神父だ。どうしてわかったのかね、ナイトロード神父？」

「その〝ナイトロード神父〟ですよ。私の姓せいをどこでお知りになったんです？」

「なるほどな」

　ようやく敗北を認めたのか、レンツは指示に従って両腕うでを頭上にあげた。

「私としたことが、見た目にごまかされたよ。さすがＡｘの腕利きき、たいしたものだ」

「いやあ、それほどでも……」

　照れくさげに頭を搔かくアベルにむけて、偽警官はにこやかに微笑ほほえんだ。

「しかし、詰つめは甘いな」

「え!?」

　眼鏡めがねの奥でアベルの目が丸くなった。一いつ瞬しゆん、レンツの腕が消えたように見えたかと思うと、気づいたときには拳リボル銃バーのトリガーが全く動かなくなっていたからだ。

「Ｃクラフト・ＡアルビオンＷ・ワークス社製五十一式三十八口径回転拳銃〝ピースキーパー〟──ふむ、いい銃じゆうだ」

　まさに人間離ばなれしたパワーとスピードだった。旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーの回転シリ弾倉ンダーをがっちり握にぎったまま、レンツはにやりと唇くちびるを捲まくりあげた。

「しかし、回転リボル拳銃バーの宿命的欠点だな。弾シリン倉ダーを固定されると銃爪トリガーを引けなくなるのは」

「っ！」

　アベルの唇が悲鳴の形に開いた。

　握った拳けん銃じゆうごと右腕を捻ひねられたのだ。次の瞬間には、百九十センチを超こえる長身が、鮮あざやかに一回転して石いし畳だたみに叩たたきつけられている。一方、その拳銃は魔ま法ほうのようにレンツの手中に移っていた。

「な、なんです、これは……!?」

　すぐれた体術ではあるが、それだけではない。ここまで早い動きは、吸きゆう血けつ鬼きかあるいは──

「レンツさん、あなたは、チュ、強化チユ人間ーンド!?」

「御名答」

　奪うばい取った拳銃を神父の頭に向けて、レンツはにやりと笑った。手て袋ぶくろから覗のぞく手首がネズミ色に染まっている。

　強化チユ人間ーンド──教皇ヴアチ庁カンが発掘サル復元ベージした〝大アル災マゲ厄ドン〟前のロストテクノロジーの産物だ。薬物投与と生体強化手術により高められたパワーは、吸血鬼のそれにさえ匹ひつ敵てきすると言われる。

「以前は教皇ヴアチ庁カンの特とく殊しゆ歩兵大隊に所属していたんだが、仕事に熱中し過ぎて、裁判沙ざ汰たを起こしてしまってね……そのとき、大量殺人罪に問われた私を助けてくれたのが、アルフォンソ聖下というわけさ」

　地面に倒たおれた神父に銃口を向けたまま、レンツは手をつかねて立ち尽つくすアントニオを振り返った。すでに、両手をあげて降こう伏ふくの意思を示す貴公子の顔には、偽にせ警官たちが人数分の銃口を突きつけている。

「さて、たいへん長らくお待たせしましたね、公子……リストの隠かくし場所を喋しやべっていただきましょうか」
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　古い教会都市であるケルンは、何かと野や蛮ばんな軍事国家と見られるゲルマニクスにおいて、珍めずらしく上品な街だ。しかし、人の住む街である以上、その欲望を処理する場所は必ず存在する──読書と音楽鑑かん賞しようだけで休日を消化できる人間はそう多くないのだ。

　この〝黒シユヴいアルツ森バルト〟は、そんなケルンの下半身を代表する店といえた。一応、看板にはビアホールと出ているが、ホールにたむろする女の半数はその手のプロたちで、二階には彼女たちがビジネスに使うための寝しん室しつが用意されている。また、地下にあるカジノは市で最大のものだ。

「……ここは、まさに地じ獄ごくだな」

　店内に一歩踏ふみ込むや、レンツ神父は小鼻に深い皺しわを刻んだ。それに従う偽警官たち──すでに制服は脱ぬいで、普ふ通つうの格好をしていた──も、同様に不快感を隠せぬ表情をしている。

「よりによってケルンのような伝統ある教会都市に、こんな穢らわしい場所を作るとは、罰ばち当たりどもめ！　このようなソドムを焼き払はらい、清めるために、我ノイエ・ヴアらテイカーンは立ったのだ」

　強化歩兵の敬けい虔けんな発言に特に感かん銘めいを受けた様子もなく、先頭に立つアントニオは肩かたをすくめてみせた。

「この店の主人は、ボクの信しん頼らいできる友人でネ。リストはここの地下金庫に保管してもらってる。たぶん、ケルンで一番安全な場所だからネ」

　彼の背後にレンツ、さらにそのあとに新教皇庁派信徒たちとそれに銃を押しつけられた銀ぎん髪ぱつの神父が続く。最前、信徒たちはアベルを殺そうとしたのだが、レンツがそれを止めたのだ。

「Ａｘの人間なら、ローマの事情にも精通しているはずです。彼らがどの程度、我らの情報を摑つかんでいるか、あとでたっぷりと喋ってもらいますよ、ナイトロード神父」

　アベルは唇を嚙かんだまま答えなかった。武器は取り上げられ、周囲は強力な敵にがっちり固められてしまっている。これだけ最悪の状じよう況きようでは、いかに〝教皇庁最高の人材〟といえど、対応できるはずがない。

「オーナーが、すぐにお会いになるそうだ」

　店の奥から出てきたのは、支配人を名乗る太った中年男だった。豚ぶたを思わせる垂れた瞼まぶたの下から、刺さすような視線をアントニオに送る。

「オーナーはおまえが来たって聞いて、飛び上がって喜んでたぜ、アントニオ。たっぷりかわいがってもらえそうだな……奥の階段を使え」

　男は不気味に笑うと、レンツにウインクを投げてよこした。

「あんた、アントニオを連れてきてくれてありがとよ。そいつ、なかなかオーナーの招待に応じてくれなくってな……たぶん、しこたま礼をもらえるぜ」

「ああ、礼はたっぷりもらってゆくつもりだ」

　口をきいただけでも信しん仰こう心が冒おかされるような気がするのだろう。レンツはろくに相手の顔も見ずに答えた──もし彼がいま少し融ゆう通ずうのきく信仰の持ち主であれば、アントニオが男と目をあわせようとしなかったことや、ひきたてられてゆくアベルの瞳ひとみに何かを悟さとったような光が宿ったことに気づいたはずなのだが。

　オーナールームは、地下のカジノのさらにその一番奥にあった。音もなく開いたマジックミラーの向こうに、広大だが、比ひ較かく的簡素な内装の事務室が控ひかえている。室内にこれみよがしに拳けん銃じゆうを下げて立つ二十人あまりの男たちのことを考えなければ、どこぞの大だい企き業ぎようの社長室と言われても納なつ得とくしたかもしれない。

「ようこそ、アントニオ君……」

　ベッドに使えそうなくらい大きな机に座すわっていたのは、岩塊を力任せにタガネで彫ほり上げたようないかつい顔の大男だった。アントニオの細面を睨にらみつけながら、厚い唇くちびるを捲まくり上げる。

「久しぶりだ。ようやく会えて、たいへん嬉うれしいよ」

「ボクもだヨ、パパ・ゼップ」

　少しだけ面おもはゆげに若者は頭を搔かいた。

「おひさしぶり。エヴァの一件以来だから、一ケ月ぶりだっけ？」

「そうだな。あの女がここを出ていく前の晩に、貴様が──」

「申し訳ないが、お二人とも、旧交を温めるのはあとにしてもらいたい」

　錆さびた声が旧知の二人の間に挟はさまれた。愛想の欠片かけらもない顔で腕うでを組むと、レンツが顎あごをしゃくったのだ。

「もらうものが先だ。こんなところは落ち着かん……金庫の中のリストを戴いただいて、さっさと失礼させてもらう」

「リスト、だと？」

　太い眉まゆをくいっと上げた大男に対し、レンツは腰こしをかがめた。

「この公子のものだよ……例のリストだ。あんたが持っているんだろう？」

「おい、口のきき方に気をつけろよ、若造」

　ボスの怒ど気きに反応したのか、背後の舎弟たちの手がいっせいに懐ふところに伸のびた。

「リストってのは何のことだ？」

「とぼけるつもりか？　あれは貴様のようなならず者が持っていても役には立たん」

　ゼップとは対照的に、眉一筋動かさず、レンツは首を振ふった。

「あれは我々のものだ──さっさと渡わたせ」

「……いいか、若造」

　強化歩兵の襟えりに、ゼップの手が伸びた。太い指がネクタイを摑つかむと、暗黒街の帝王はヤニに汚よごれた歯を剝むいて唸うなった。

「このクソガキになにを吹ふき込まれたか知らんが、あのリストは俺の宝だ。どんなことがあろうと、譲ゆずるつもりはねえ。わかったら、とっとと消え……ひっ！」

　台詞せりふの後半はくぐもった悲鳴で途と切ぎれた。ネクタイを摑んだゼップの手を、レンツの指が握にぎりしめたのだ。ステロイドと人造蛋タン白パクに強化されたパワーに骨が嫌いやな音をあげる。

「どうしてもリストを渡さんつもりなら……」

　悲鳴をあげるゼップの手を粉々に折り砕くだきながら、レンツは嗜し虐ぎやく的な笑えみに頰ほおを痙けい攣れんさせた。

「むりやりにでももらっていくぞ！」

　そのときには、ギャングたちは一いつ斉せいに懐の拳銃を抜ぬいていた。その殺気に感応したように、レンツに従っていた信徒たちもそれぞれの得物を手にかまえる。

　一つの部屋としては広いが、三十人からの人数にはやや狭せますぎる空間に、銃声と血ち飛沫しぶきが閃ひらめいた。

　数では信徒たちのほうが圧あつ倒とう的てきに不利だが、それに怯ひるむ彼らではない。仲間が傷つき倒たおれても、臆おくすることなく引き金を引き続ける。

「ブタめ！　地じ獄ごくに落ちるがいい！」

　忌いま々いましげに唸ると、レンツはゼップの体を頭上に持ち上げた。そのまま、けたたましい悲鳴をあげる大男を、勢いよくギャングどもの方に放り投げる。一いつ瞬しゆん、敵が怯んだその隙すきに、強化歩兵の神父は机を飛び越こえて奥の金庫に取り付いた。

「……これか！」

　怪かい力りきでひきちぎった扉とびらの向こうに、薄うすいファイルを発見して、レンツは顔を輝かがやかせた。これで、聖アルフ下オンソもお喜びくださるに違ちがいない！

「よし、リストは回収した！　撤てつ収しゆうする！」

　すでにかなりの数を減らした部下たちにレンツは呼びかけた。痛い犠ぎ牲せいを払はらってしまったが、その代だい償しようは十分に支払われた。このリストさえあれば──

「な、なんだ、これは……!?」

　開いたファイルに目を走らせたレンツの顔が強こわ張ばった。

「〝ワルター・シューマッハ──アマーリエ、四月十二日、金二千〟……なんなのだ、これは!?」

　リストではない！

　いや、リストはリストだが、法王アルフ聖下オンソに回収を命じられた同志の名簿ではない。これは、この穢けがらわしい悪あく魔まの店に通う客の名簿だ!!

「何でこんなものが!?　リストは!?　リストはいったいどこに……し、しまった、そうか！」

　ようやく事態を悟り、慌あわてて顔を巡めぐらせたレンツの視界に、乱戦の向こうで部屋から逃にげ出そうとしている二つの人ひと影かげが映った。二つの人影の一方──銀ぎん髪ぱつの神父の手て錠じようはすでにはずされ、その手には混乱の最中に床ゆかに落ちていた彼自身の旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーが握られている。

「おのれ！　はかったな、ボルジア！」

　咆ほう哮こうをあげた狂きよう信しん者しやは、部屋の隅すみに立っていた装そう飾しよく品の甲かつ冑ちゆうから長剣をひったくった。一声吼ほえて床を蹴けるや、強化チユー歩兵ンドの脚きやく力りよくを活いかして、天てん井じようでワンステップ。今しも部屋を脱だつ出しゆつするところだった若者たちの前に獣けものじみた姿勢で舞まい降りる。

「許さん、ボルジア……貴様だけは、生きては逃がさん！」

　だが、立ちふさがる狂信者の前に立ちはだかったのは、当然のような顔をして後退したアントニオに押し出された銀髪の神父だった。

「彼を殺したいというお気持ちは、実によくわかるのですが……」

　アベルは心底同情しているような顔を横に振った。

「残念ながら、彼をあなたの手に委ゆだねるわけには参りません。そして、レンツ神父、父と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、あなたを聖務執しつ行こう妨ぼう害がいならびに凶きよう器き準備集合罪の現行犯で逮たい捕ほします。おとなしく投降されることを勧かん告こくいたします」

「ふざけるなっ！」

　耳みみ障ざわりな風音とともに、白はく刃じんが虚こ空くうに旋せん回かいした。強化人間のスピードなら、たかが神父の一人や二人、瞬殺することすら可能だ。常人であれば、持ち上げるのがやっとの大剣が、大気を裂さいてアベルの脳天へと叩たたきつけられる──

　青白い火花が、甲かん高だかい金属音とともに散った。斬ざん撃げきの瞬間、アベルの放った銃弾が音速を超こえる刃やいばの一いつ閃せんを捉とらえたのだ。大剣の軌き道どうは見事に狂くるわされ、床に深い亀き裂れつを穿うがつにとどまる。

「シャアッ！」

　直後、床に刃が跳はね返る反動を駆く使しして、レンツは大剣を斜ななめ上方へと斬きり上げた。おさまりの悪い神父の銀髪が数本、剣風に舞う。だが一方、アベル本人は、滑すべるように後退しながら銃口を掲かかげている。

「さすがは派は遣けん執行官──だが、甘いっ！」

　一撃目は最初から罠わなだった。斜め上方に振ふり切ることなく、レンツは剣の柄つかを己おのが脇わきに引き寄せている。そのまま、腰こしのひねりを極限まで利用した凶悪な刺突が、銀髪の神父の顔面に向けて繰くり出される。

「神のフギ名にテ・於いてパル滅びよテス、汝敵・アに味方ドヴするエル者よサエ……串くし刺ざしにしてやるぞ、派遣執行官！」

「主エストよ・ミ、ヒ・我ドミネを・ツ守ーリスり・フたオルテまイテえユニス……無む駄だです、レンツ神父！」

　祈いのりと祈りが激げき突とつした。

　突つき込まれた白刃をアベルは避よけなかった。そのかわり、弧こを描くように大きく旋回した蹴りが、刀の平を叩く。

「…………！」

　レンツのバランスが崩くずれた。そのまま、剣けんそのものの重量に引きずられた腰が前に泳ぐ。

　その肩かたに、冷たい銃じゆう口こうの感かん触しよくがあたった。

「主よ、ミゼレ哀れみレ・ドたまえミニ──エィメン」

　いかに神速を誇ほこれど、これを避ける術すべはない。ゼロ距きよ離りから放たれた五発の銃弾は、レンツの肩を食い破って背中へと抜ぬけた。血と悲鳴をあげながら、強化歩兵が床に叩きつけられる。

「レンツ神父……おのれ！」

　まだ無事に動ける数人の信徒たちが、銃口をアベルの方に掲げたが、

「全員、そこを動くな！」

　銃を構えた十人ほどの神父たちがドアを蹴破って乱入してきたのは、ちょうどそのときだった。
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「──で、結局、そのリストとやらはどこに保管されていたのかね？」

　長官執務室への廊ろう下かで一いつ緒しよになった〝教プロフ授エツサー〟は、アベルの愚ぐ痴ちに首を捻ひねった。

「その金庫の中になかったのなら、いったいどこに隠かくしてあったんだろう？」

「それがふざけた話でしてね」

　苦虫をまとめて二、三匹びき嚙かみ潰つぶしたような顔になって、アベルは肩をすくめた。その頰ほおには、小さな絆ばん創そう膏こうが貼はられている。あのとき、カジノに突入してきたカテリーナの回収チームに敵と間ま違ちがえられたのだ。僧衣カソツクを着ていなかったのがまずかったらしい。

　とはいえ、アントニオの身み柄がらは無事に保護できたわけだし、レンツ以下、新教皇庁信徒たちの身柄も確保できた。軽く殴なぐられたぐらいは勘かん弁べんしてやるべきだろう。

「アントニオさん、いえ、ボルジア公子はとっくの昔にリストを焼いてしまってたんです。その内容をすべて頭の中に暗記してから……まったく、最後まで人を馬鹿にした話でしたよ」

「でも巧うまい手だね、それは。それなら、枢すう機き卿きようたちも今後、彼をないがしろに扱あつかえなくなる」

〝教授〟は長い顎あごを撫なでた。しきりに感心したように首を振っている。

「名簿リストをそのままにしておけば、取り上げられてそれでおしまい。しかし、自分の頭の中に移しておけば、安全だし、いつまでもローマではＶＩＰ待たい遇ぐうを受けることができる……うん、いい手だよ。さすが、ケルン大学きっての天才と呼ばれただけのことはあるね」

「え？　あの人、そんなふうに呼ばれてるんですか？」

「なんだ、知らなかったのかね？」

　火の入っていないパイプを口からはなすと、〝教授〟は眉まゆを上げてみせた。

「バレンシア公子アントニオ・ボルジアと言えば、二十三歳で七つの博士号を持っている天才だよ。うちの大学でも政治学部の教授職を用意しているほどさ」

「……へえ、あの人がねえ」

　まったく、人は見かけによらないものだ。ただの──いやある意味ただ以下の──軽けい薄はくな若者と思っていたのだが。

　とはいえ、今後彼とかかわり合いになることはまずないだろう。無事にローマに到着したあとは、もう会ってもいない。会いたいとも思わない。

「ああ、そういえば〝教授〟、ヒスパニアのお仕事はどうだったんですか？　確か、人身売買シンジケートの摘てき発はつだったとか」

「実に退たい屈くつ極きわまる任務だったね。時間ばかりかかって、面おも白しろくもなんともない事件だった」

　よくぞ聞いてくれたと言わんばかりに、〝教授〟は顔をしかめた。

「ま、簡単なトリックが使われてはいたが、ごく初エレ歩メンタ的リイな推理で十分解決可能な事件だったよ。ただほら、もう七月だろう？　ちょうど年度末試験と時期が重なってしまってねえ。そっちのほうが大変だったよ。試験問題を作ったり、レポートを採さい点てんしたり……もう三日寝ねてないんだ」

　パイプを唇くちびるの端はしに挟はさんだまま、〝教授〟は生あくびを嚙かみ潰した。なお、派遣執行官〝教授〟はその名のとおり、ローマ大学の正教授でもあり、文学部と理学部で講義を持っている。

「まったくたまらんよ！　こんなことなら、まだ人買いども相手のほうが、気が休まったね。彼らは人間を売りはしても、試験前に模範解答集を売りに出したりはしないし、古典叙じよ事じ詩し論のレポートで〝おいしいパスタの茹ゆで方〟を提出したりもしないからねえ……ナイトロード君が羨うらやましいよ。あの天才アントニオ・ボルジアの護衛！　さぞや高こう尚しようで学術的な会話を楽しんだのだろうねえ？」

「…………」

　まあ、いい。もう二度と、あのボンボンと会うことはないのだ。どうせ今ごろは、国に帰って好き放題のらくらと過ごしていることだろう。どこか遠くで幸せになってくれるぶんには、いっこうにかまわない。

　複雑な表情で肩をすくめると、アベルは長官執しつ務む室しつの扉とびらをノックした。

「アベル・ナイトロードです。お召めしにより参上しました」

「どうぞ。お入りなさい」

　上司の声に応こたえて、アベルは扉を開けた。執務室の向こうでは、世界で最も美しい枢機卿が悪戯いたずらっぽく笑っている。

「あら、ずいぶんと男前があがっていますね、ナイトロード神父……ケルン出張は大変だったようですね？」

「はあ、いろいろな意味で」

　ぽりぽりと頭を搔かいてアベルは唇を尖とがらせた。

「一番厄やつ介かいだったのは、新教皇庁の連中なんかより、護衛してた当人でしたけどね……いや、まったく大変な目に遭あいました。カテリーナさん、お願いですから、今度から危険物の輸送のときは、あらかじめそう言っといてくださいよ」

「危険物って、ひょっとして、ボルジア公子のこと？　でも、公子の話だと、ずいぶんと息のあったコンビだったそうではありませんか？　ええっと、〝魂ココロの友〟とかなんとか」

「〝魂ココロの友〟？」

　神父は世界の終わりでも知らされたような顔になった。

「誰だれですか、そんな愉ゆ快かいな寝言言ったのは？　だいたい私と彼とは──」

「生死をともにした戦友、だろ、アベル君？」

　それまで、誰もいないと思っていたソファの向こうから、軽薄な声が聞こえた。

　思わず眼鏡めがねの奥でこぼれ落ちそうな目玉をアベルはそちらに向け──そして硬こう直ちよくした。

「ああ、ナイトロード神父とはすでに知り合いでしたね。〝教授〟には紹しよう介かいしておきましょう」

　凍こおりついてしまったアベルを楽しそうに見やりながら、執務卓の前のソファに座すわっていた先客にカテリーナは顎をしゃくった。

「こちらは今度、教皇庁に入庁した新人司祭の……」

「アントニオ・ボルジアです──どォぞヨロシク、先せん輩ぱい方♥」

　ソファから立ち上がった若者は、にこやかな顔で手を差し出した。
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ＭＩＤＮＩＧＨＴ ＲＵＮ（完）






















──ここではっきりと言っておく。

あなたがたのうちの一人が

私を裏切ろうとしている。

（マタイ福音書二十六章二十一節）






　弾たまは、確かにそいつの腹を撃うち抜ぬいた。

　だのに、黒コートの驀ばく進しんはいささかも衰おとろえぬ。ガスマスクを光らせ、不気味に肉にく薄はくしてくる。

「ウソでしょ!?　六発とも命中あたったのに！」

　古めかしい旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーを手に、アベルは声を詰つまらせた。プラークの旧市街、ヴルモルタヴァダウ川の河原。午後の陽光の下で、不吉な黒コートの巨きよ漢かんは、まるで何の痛つう痒ようも感じぬかのように戦鎚ハンマーを振ふり回している。鬼き神しんが如ごときその姿は、とうてい六発もの銃じゆう弾だんが腹に入っているとは思えない。

　いや、こいつばかりではない。トレスのＭ13に両りよう膝ひざを撃ち抜かれた奴やつも、〝教プロフ授エツサー〟の仕込み杖づえに肩かたを砕くだかれた奴も……

　確かに倒たおしたはずの黒コートどもが、六人が六人とも、平然と立ち上がっている。目ま深ぶかにおろしたヘルメットとガスマスクのせいで表情まではわからないが、まるで痛みを感じてないように見えた。

「こ、これって防弾チョッキか何かですかね、ワーズワース博士？」

「いや、彼らは、動死体ゾンビーだよ、ナイトロード君……ほら、これを見たまえ」

　銀ぎん髪ぱつの若者の傍かたわら、肩を並べていた紳しん士しが手首を捻ひねった。

　鋭するどい足あし捌さばきとともに勢いよく跳はね上がったステッキが、最も至近のガスマスクを弾はじき飛ばす。その下から現れたのは、死し人びとの顔だ。屍し蠟ろうのような顔の中で、目と口が太い糸で縫ほう合ごうされ、頭には不格好な機械が埋うめ込まれている。

「こ、これは……!?」

「死体に電気的な処置を施ほどこして、戦せん闘とう機械に仕立てたらしいね。以前、設計理論だけは論文で読んだことがある。〝自動化オート歩ソル兵ジヤー〟とかいうやつだ。しかし、まさか本当に作る者がいるとはねえ」

　悠ゆう長ちように首を振る〝教授〟の頭上に影かげが踊おどった。

　死人が、その得物を振り上げたのだ。

「きょ、教授、危ないです！」

　悲鳴のようなアベルの警告にも、〝教授〟の顔色は変わらない。シルクハットにモーニングという、どこかのパーティーに出席するみたいな礼装の中年男は、ひょいとステッキを立てた。自動化歩兵の頭部に先せん端たんを向けるや、握りグリツプを捻る。

「ああ、まったく嘆なげかわしいねえ。科学をこんな形で悪用するなんて、もはや冒ぼう瀆とくだよ」

　ぼやきとともにステッキの先端から噴ふき出した火か炎えんは、榴りゆう弾だん砲ほうに匹ひつ敵てきする威い力りよくを備えていた。

　二千度にも達するエチレンと酸素の混合アセチ気レンを受けて、首から上を炭化させた死体は戦鎚を振り上げたまま、どうと倒れると、今度こそ動かなくなった。

「頭を吹ふき飛ばしたまえ。彼らはすでに死人だ。何度死のうと、文句は言わんと思うよ」

「だそうです……聞こえましたか、トレス君？」

　背中越ごしの呼びかけに、狂きよう暴ぼうな銃声が応こたえた。

　土手に半分乗り上げて停車しているリムジン。その傍かたわらに立つ若者の二に挺ちよう拳けん銃じゆうが咆ほう哮こうしたのだ。

「了ポジ解テイヴ。卿けいらも車を離はなれるな。敵を撃げき破はしても──」

　まだ初秋にも拘かかわらず、踵かかとまでもある厚い長ロン外グコ套ートとミラーシェードで固めた若者──トレス・イクス神父は無表情に指し摘てきした。

「護衛対象を倒されては意味がない」

　ボンネットごとエンジンを撃ち抜かれたリムジンの中に、二つの人影が見える。

　一人は、シルクのブラウスに男物のパンツというシックな装いの金髪の麗れい人じん。いま一人は、冴さえないニキビ面づらを恐きよう怖ふに歪ゆがませた瘦やせっぽっちの少年──しかし、もし教皇ヴアチ庁カンの関係者が、彼らの顔を目にすれば、驚きよう愕がくに気死したかもしれない。

　プラークの街はずれのこんな寂さびしい河原に、わずか三人の護衛とともにいたのは教皇ヴアチ庁カンで最も高貴な二人──国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようとその異母弟、第三百九十九代教皇アレッサンドロ十八世その人であったからだ。

「……それにしても、このおしのびって、そもそも極ごく秘ひじゃありませんでしたっけ!?」

　迫せまり来る敵など目に入らぬかのように毅き然ぜんと美び貌ぼうを掲かかげている麗人と、怯おびえた顔で姉にすがりつく教皇に目をやって、アベルは舌打ちした。

「それが、いきなり襲おそわれちゃうだなんて……内部情報がだだ漏もれじゃないですか！」

「アベル君！　上だ！」

〝教授〟の警告に、アベルは顔をあげた。

　午後の太陽を背に浮うかんだ影──それが、跳ちよう躍やくした自動化歩兵だと悟さとったときには、死者は硬こう直ちよくした神父の頭上に、凶きよう器きを振り下ろしている。

「！」

「伏ふせたまえ、アベル君！」

　警告とともに、青い光がほとばしった。

　魔ま剣けんのように閃ひらめいた炎ほのおが、死せる兵士の首を吹き飛ばす。振り下ろされた戦鎚は、腰こしを抜かしたアベルの顔をかすめ、地面を穿うがつにとどまった。

「……た、助かりました～、教授！」

　ほとんど泣きじゃくらんばかりに、アベルはステッキを掲げる中年男にすがりついた。

「すごいじゃありませんか！　見直しましたよ！　たまにはちゃんと役に立つ物も作るんですねえ。わけわかんないガラクタばっかじゃなくて」

「この程度の連中など、科学の偉い大だいな力の前では、そう、過酸化水素水をかけ過ぎた二酸化マンガンも同然だよ」

　パイプを気障きざったらしく捻りながら、〝教授〟は、ここではないどこかを澄すんだ目で見上げた。

「おお、なんかよくわかりませんが、カッコいいです！　こうなったらその調子で、残りの連中もやっつけちゃってください！」

「いいだろう──さあ、これが科学の力だ！」

　器用に片かた眉まゆだけ上げて見せると、〝教授〟は、再びステッキの先端を敵へと向け──

「む……？」

　その眉が、ふと下がった。

　スイッチを押したにも拘らず、ノズルはうんともすんとも言わずに沈ちん黙もくしている。

「ど、どしました？　何か、マズいことでも？」

「……いかんな。燃料切れのようだ。そういえば、出かける前に燃料の充じゆう塡てんを忘れていたよ」

「な、なにいっ!?」

　反撃手段をなくしてしまったことは、死者たちにも伝わったらしい。それまで、警けい戒かいするように距きよ離りを保っていた自動化歩兵たちが、じりっと間合いを詰つめた。

「うわ！　お、襲ってきますよ……教授！　なんか、他ほかに偉大な科学の力はないんですか!?」

「──ああ、大宇宙の驚異の前では、人類の科学は無力だよねえ」

「さっきと言ってること違ちがうぅぅぅ！」

　喚わめいたアベルの頭上を、巨きよ影えいの群れが次々と舞まった。巨体に似あわぬ跳躍力で神父たちを飛び越えた自動化歩兵どもが、車に突とつ撃げきをかけたのだ。

「や、やば……トレス君！　そっちに敵が──」

「了解している」

　トレスの両手が火を噴いた。たちまち、一体の生ける死者の頭が朱しゆ色いろの霧きりと化す。狼おおかみの群れから主人を護まもろうとする猟りよう犬けんのように、〝拳銃使い〟はもう一体に銃じゆう口こうを滑すべらせたが──

「トレス君、後ろにもです！」

　アベルの警告に応えて、トレスの右手が動いた。銃口だけを背後に回すや、いつの間にか後方に忍しのび寄っていた別の一体を吹き飛ばす。

　しかし、それが隙すきとなった。

　旋せん回かいした戦鎚が、彼の右みぎ肩かたを打った。鮮せん血けつのように噴き出した皮下循じゆん環かん剤ざいが、たちまちのうちにレザーコートを朱あけに染める。

　だが、死者の狙ねらいは、あくまで車内の二人だった。よろめくトレスには見向きもせずに、最後の一体が戦鎚を振ふり上げたのだ。そして、その下には動かないリムジンがある。直ちよく撃げきを受ければ、中の人間はただでは済むまい。

「まずい！」

　シルクハットを脱ぬぎ捨て、〝教授〟が叫さけんだ。

　そのときには、戦鎚は死神の雄お叫たけびのような声をあげて振り下ろされている。ぐしゃぐしゃに潰つぶれたリムジンとその中の二人を、三人の神父たちが幻げん視しした、まさにそのとき──

　戦鎚が弾はじけ飛んだ。

　あたかも、見えない盾たてにあたったかのように、異様な音をあげてへし折れたのだ。

「な、なんです!?　なにが起こったんです!?」

　神の加護が姉弟の上に降ったのだろうか？

　だが、仮にそうだとしても感謝を捧ささげるのはまだ早過ぎた。得物を失ったと知るや、自動化歩兵は、そのまま、頭上に振り上げた拳こぶしを固めたのだ。今度は素す手ででやるつもりらしい。

　だが、拳を振り下ろす直前、その巨きよ体たいは後方に向けて跳はね飛んでいた。もんどり打って背中から地面に叩たたきつけられたときには、コートの胸が、何かに殴なぐられたように大きく抉えぐれている。

　トレスの仕し業わざではない。傷ついたサイボーグは、依い然ぜん、体勢を立て直せないでいる。無論、固かた唾ずを吞のむばかりのアベルや訝いぶかしげに眉をひそめている〝教授〟でもない。

　立ち上がった自動化歩兵の巨体が、あたかも奇き怪かいなダンスを踊おどっているかのように激しく跳ね、舞まい、たたらを踏ふんだ。

　だが、いったい誰だれが──あるいは何が死者を襲おそっているのか？

　丸太のような腕うでがありえない方向にねじ曲がり、へし折れる。ガスマスクが砲撃でも受けたようにひび割れ、砕くだけ散る。しかも、加害者の姿はいっさい見えないのだ。

「これは……まさか、〝ノーフェイス〟!?」

　うわずったアベルの声に応こたえたかのように、虚こ空くうから、かすかに息を吐はく音が聞こえた。

　次の瞬しゆん間かん、トレスの銃撃以上の鮮あざやかさで、自動化歩兵の頭部が爆ばく裂れつしている。

〈……主よ、この者たちを哀あわれみたまえ。彼らが骨は恐おそれ、彼らが魂たましいは慄おののかん〉

　虚空から響ひびいた聖句に聞き入るかのように、鮮せん血けつを噴き出す胴どう体たいは、その場にゆっくりと跪ひざまずいた。それから、力尽つきたように倒たおれ伏ふす。

　だが、一同の視線を集めていたのは、倒れた死者ではなく、血の驟しゆう雨うの中に忽こつ然ぜんと出現した一人の男だ。いったい、どこから現れたのか？　髭ひげを短く刈かった瘦やせた顔の中で、緑色の瞳ひとみが穏おだやかな、しかし同時に、底知れぬ悲しみをたたえて死者への祈いのりを捧げている。

「やはり、あなたでしたか、〝ノーフェイス〟──ヴァーツラフ・ハヴェル神父！」

「されば、慈いつくしみもて、迷える魂を陰府よみに導きたまえ。エィメン……やあ、一年ぶりですね、アベル」

　二度死んだ死者への哀あい悼とうを捧げ終えると、瘦せた神父──Ａｘ最高の派は遣けん執しつ行こう官かん〝ノーフェイス〟は、穏やかな笑えみをたたえて振り返った。




　　　　Ⅰ




　午後六時ジャスト。

　長針が天国を指し、短針が地じ獄ごくを向くや、市庁舎の天文時計オルロイに巣くう死神が時じ鐘しようを打ち始めた。同時に、文字盤ばんで笑う大天使ミカエルの傍かたわらに開いた窓から、御子キリストの十二人の使徒たちが賑にぎやかな行進を開始する。

『百塔の街』として名高いボヘミア公国の公都プラークに、今日もまた、一日の終わりが訪れようとしていた。

「つまり、国務聖省内部に、新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンと内通している者がいる──」

　夕日に赤く染まった市庁舎前広場の石いし畳だだみでは、片足のない老人による人形劇パネンカが演じられている。二年前、この地方で行われた教会軍と異い端たん派軍による戦せん闘とうを描いたものらしい。両軍の兵士が惨むごたらしく傷つき、倒れてゆく様を、喫茶店カーヴアの窓ガラス越しに眺めながら、カテリーナは難しい顔で足を組んだ。

「あなたが言いたいのは、そういうことですか、ワーズワース博士？」

「はい。あらゆる状じよう況きよう証しよう拠こがそれを示し唆さしています」

　紅茶の湯気を顎あごにあてた〝教プロフ授エツサー〟ことドクター・ウィリアム・Ｗウオルター・ワーズワースは恭うやうやしく答えた。アルビオン貴族に特有の面おも長ながの顔は、意識して表情を消している。

「今回の聖下のボヘミア訪問そのものは、一年も前から予定が組まれておりました。しかし、本日のプラーク市内視察は、猊げい下かのたってのご希望で、昨日、急きゆう遽きよ決まったおしのびです。知っていたのは、我ら護衛の派遣執行官を除けば、ごく数人の関係者に限られます。そして、もし国務聖省中ちゆう枢すうに裏切者がいるとすれば──」

「ここ三ケ月間の、新教皇庁に対する捜そう査さ活動がことごとく空振りに終わっていることにも説明がつく──そういうことですね？」

「然イグザりクトリイ」

「……あなたの分ぶん析せきは正しいと私も思います。しかし、不快な事実ではありますね」

　描いたような眉まゆをひそめると、麗れい人じんは苦い口調で吐き捨てた。

　彼女の叔父おじにして元ケルン大司教アルフォンソ・デステ率いる異端結社、〝新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン〟の存在が発覚して、はや三み月つき──依然、アルフォンソら、新教皇庁派の主要メンバーはその行方ゆくえをくらませたままだ。二ケ月前には、新教皇庁参加者のリストの入手に成功し、虱しらみ潰つぶしに彼らのアジトを摘てき発はつしているのに、依然、はかばかしい結果はあがっていない。だがそれも、身内に捜査情報を漏もらしている者がいると考えれば、納なつ得とくがいく。

　しかし、より差し迫せまった問題は、明日、公宮で執とり行われる予定のボヘミア戦せん役えき戦せん没ぼつ者しやの慰い霊れい祭さいだ。そこにも新教皇庁派は、妨ぼう害がいをしかけてくるだろうか？　もはや、教皇の出席を中止するには時が迫りすぎている。リスクは承知で強行するしかないが──

「ひょ、ひょっとして、ぼ、僕らが今日、ここにいることも、い、異端者たちに、ば、ばれてるんじゃないでしょうか？」

　かすれたような吃きつ声せいが、沈ちん黙もくを守る一同の間に紛まぎれ込んだ。

　この喫茶店に入ってから、一言も口をきかずに沈黙していたアレッサンドロが、ニキビ面づらをあげたのだ。きょろきょろと落ち着きなく店内を見回す目は、怯おびえた草食獣じゆうのそれだ。

「す、すぐ宿舎に帰ったほうが、い、いいんじゃないですか？　ま、また、襲われたりしたら……」

「落ち着きなさい、アレク。この程度のことで、いちいちおたついては、教皇は務まりませんよ」

　思考を乱され、カテリーナは厳しい目を弟に向けた。滅めつ多たに感情を表さぬ麗れい貌ぼうに、珍めずらしく苛いら立だたしげな色が浮うかんでいる。

「一度や二度、命を狙ねらわれたぐらいがなんです。それよりも、せっかく、こうして街に出てきているのです。庶しよ民みんの暮らしがどういうものか、その目で、きちんと学びなさい。でなくば、このおしのびの意味がないでしょう？」

「で、でも、ぼ、僕は……」

「〝でも〟は聞きません」

「…………」

　いつになく厳しい口調で叱しかられ、少年教皇は今にも泣き出さんばかりに目を潤うるませた。姉の方も姉の方で、眉み間けんに皺しわを寄せてそんな弟を冷たく見み据すえている──普ふ段だんの彼女ならば、まず、ありえないことなのだが。

「……あのぅ、カテリーナさん？」

「なんです、ナイトロード神父？」

　棺かん桶おけに片足突つっ込んでいるような顔で話しかけてきた部下を、枢すう機き卿きようは無表情に一いち瞥べつした。氷のようなその瞳ひとみに、アベルはぎょっと身を引いたが、なけなしの勇気を振ふり絞しぼることにしたらしい。とりなすような口調で、うすら笑いを作る。

「え、えへ♥　ええっと、きょ、今日はいい天気ですよねえ」

「くだらない冗じよう談だんなら、どこかよそでやって、アベル」

「……すいません」

　いきなり出鼻を挫くじかれ、アベルは涙なみだ目めでティーカップの中身を啜すすった。その隣となりで、〝教授〟が額を押さえる。

　そのとき、澄すんではいるが、深沈と静まった声が一同を打った。

「かつて、初代教皇であった聖ペテロは、御子に初めて会われたとき、その奇き蹟せきに恐きよう怖ふし、ただ震ふるえるばかりであったとマタイ伝は記しています──」

　恐おそれ知らずにも、真っ向からカテリーナの顔を見据えた男がいる──それまで、テーブルの隅すみで沈黙を守っていたハヴェルが、重々しく口を開いたのだ。

「畏おそれながら、猊下のご意見は間ま違ちがっていると存じます。聖下が恐怖を感じておられるのは、正しいことです。問題は、その恐怖をどう克こく服ふくするかということではありませんか？」

「……ヴァーツラフ、あなたはそう言いますが、この子はいつもこうなのです」

　いきなり直言され、枢機卿は氷の精せい霊れいめいた美び貌ぼうを不快げにしかめた。

「ちょっとしたトラブルでも、すぐに言い訳を探して、そこから逃にげ出そうとするの。こんな調子では、この先、とても教皇など務まらないわ……忠告には感謝します。ですが、口出しは無用です。私は、彼にもっと強くなってもらいたいの」

「ならば、どうすれば恐怖から逃げずに向き合うことができるか、その方法を聖下にお教えするのが、猊下、いや我らの務めではありませんか」

　これがアベルであれば、とっくに降参してローマまで逃げ帰っているところだ。が、ハヴェル神父はまったく怯ひるむ色を見せなかった。ただ、静かな瞳を今にも泣き出しそうな教皇に移し、それからもう一度、不快げな上司の美貌に戻もどしただけだ。

「野の鳥とて、巣立ちする雛ひなには飛び方を教えるもの。いわんや、教皇たる弟君にそのあり方をお教えするのは、猊げい下かの務めではありませんか？　それを怠おこたって、ただ教皇であれと告げるのは、雛を、いきなり枝から投げ下ろすようなものです」

「そのようなこと、あなたに言われずともわかっています。しかし、弟はもはや教皇なのです。悠ゆう長ちようなことを言っている暇ひまはありません。彼にしたところで、即そく位いした以上、その程度のことは覚かく悟ごしていたはずです」

「……べ、べべ、別に、ぼ、僕、なりたくて教皇になったわけじゃないもの」

　激しく震える吃声は、すでに涙で潤んでいた。向き合う枢機卿と神父に挟はさまれ、折れそうなぐらいに深く頭を垂れた少年が、真っ赤な顔でぼそぼそと何か言っている。

「あ、姉上たちが、か、勝手に僕を教皇に、し、したんじゃないですか。ぼ、僕はきょ、教皇なんてなりたくなかったのに……あ、姉上と、あ、兄上がむりやり……」

「むりやり？　あなたが教皇に選ばれたのは、正統な教皇選出の手続きによるものです」

　相変わらず不興げに弟を見下ろすと、カテリーナは膝ひざを組み替かえた。

「つまり、枢機卿会議の総意が、あなたを教皇に相応ふさわしい人物であると判断したのです。誰だれも、むりにあなたを教皇になんてしませんよ。何を勘かん違ちがいしているのかしら？」

「み、みみ、みんな言ってるもの」

　モヤシじみた瘦そう身しんが、頼たよりなく揺ゆれている。青ざめた唇くちびるの間から、喘あえぐような声がこぼれた。

「みんな、い、言ってるもの……ぼ、僕は、あ、姉上や、あ、兄上の操あやつり人形だって。ほ、ほんとは、あ、姉上だって、思ってるんでしょ？　ぼ、僕のこと、〝出来の悪い操り人形〟だって。こ、ここ、こんなみっともない弟なんて、ほ、ほんとは、いらないって──」

「──アレク！」

　普段の典てん雅がな立ち居振る舞まいからは、予測もつかぬ早はや業わざだった。

　アベルが慌あわてて立ち上がったときには、弟の頰ほおめがけてカテリーナの繊せん手しゆは白い鞭むちのようにしなっている。

「い、いけません、カテリーナさん！」

　銀ぎん髪ぱつの神父が手を伸のばすも間に合わない。乾かわいた音が、店内に弾はじけ──

「……なりません、猊下」

　凝ぎよう結けつしたような静せい寂じやくの中、響いたのは柔やわらかな男の声だった。

　ぎゅっと目をつぶった少年を護まもってかざした掌てのひらに、枢機卿の手を受け止めたハヴェルは、ゆっくりと顔を振ってみせた。

「暴力では、真に人を屈くつ服ぷくさせることはできません。ましてや、心を変えることなど……いかに社会勉強のためとはいえ、これだけ怯おびえておられる聖下を、これ以上、ここにお引きとどめされるは、もはや無意味。今日のところは、もう宿舎に引き上げられるべきでしょう」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、麗れい人じんの双そう瞳とうに怒いかりとも安あん堵どともつかぬ光が沸ふつ騰とうする。部下の瘦やせた顔を見つめたまま、薄い唇くちびるを物言いたげに二、三度、開閉したが、それとても長い間ではなかった。

「……帰ります」

　小さな咳せきとともにそう宣言したときには、細い体は裾すそを払はらって立ち上がっている。

「ワーズワース博士、宿舎のほうに連れん絡らくを。途と中ちゆうまで迎むかえをよこさせなさい。神父トレスは車の手配をお願いします。神父アベル、あなたはここのお勘かん定じようをすませて」

「了ポジ解テイヴ」

「はいはい、すぐに……ねえ、教授、これって、当然、経費ですよね？」

「知らんよ」

　三人の神父が、救われた顔でそれぞれに命じられた仕事にとりかかる間にも、美貌の枢すう機き卿きようは外に出ている。それを見送ってから、アベルは唯ゆい一いつ、仕事を命じられなかった神父に囁ささやいた。

「ご苦労さまでした、ヴァーツラフさん」

「苦労などしていません」

　禁欲的だが、優やさしげな顔に微び笑しようを浮うかべて、ハヴェルは首を振ふった。

「私はただ、正しいと信ずるところを述べただけです。苦労など……おや、どうされました、聖下？」

　アベルに答えていたハヴェルだったが、急に下を向いた。ニキビ面づらの少年が、遠えん慮りよがちに彼の袖そでを引いたのだ。

「お、お礼を、い、言いたくて」

　いかにも気の弱そうな顔を赤らめながら、アレッサンドロは神父たちをおどおどと見上げた。

「あり、ありがとう、ヴァ、ヴァーツラフ。ぼ、僕のことを庇かばってく、くれて」

「……礼には及およびません」

　どこにでもいそうな冴さえない少年の顔を見下ろし、髭ひげの神父はゆっくりと首を振った。

「私は義務を果たしたまでですので」

「そ、それでも、う、嬉うれしかった。ぼ、ぼぼ、僕みたいなダメな奴やつを、か、庇ってくれる、ひ、人がいるなんて、お、おも、思わなかったから」

　神父の瞳ひとみに引き寄せられるように、アレッサンドロは続けた。

「ぼ、ぼ、僕は本当にダメなんだ。べ、勉強も、う、運動も何をやってもダメで……姉上は、あ、あんなに頭が良くて、お、お綺き麗れいでいらっしゃる。なのに、ぼ、ぼ、僕ときたら……」

　おそらく、これまでろくに他人に話を聞いてもらった経験がないのだろう。視線を逸そらされてしまうことを恐おそれるかのように、少年の口調は次第に早くなってゆく。だが、極きわめて聞き取りづらいそれに、ハヴェルは辛しん抱ぼう強く耳を傾かたむけていた。

「あ、あ、あの人のお、弟なのに、ぼ、僕はどうしてこんななんだろう？　い、今だって、とても怖こわい。命を、ねら、狙ねらわれてるって聞いただけで、こ、怖くて、心臓が……」

「──お護りしますよ」
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　さらりと言って、神父は十字を切ってみせた。

「私がきっとお護りいたします。このハヴェルがお側そばにある限り、聖下に毛ほどのお怪け我がもさせません」

　その穏おだやかだが、力強い言葉に、少年の顔は、この日初めて明るくなった。

「ほ、ほ、ほんと!?」

「主に誓ちかって……その代わり、実は、私も一つ聖下にお願いの儀ぎがあるのですが」

「お、おね、お願い？」

　おそらく、誰だれかに〝お願い〟されたことなど、生まれて初めての経験に違ちがいない。勢いこんで、アレッサンドロは身を乗り出した。

「な、なな、なんですか？」

「どうか今後は、ご自分のことを〝出来の悪い操り人形〟とか〝みっともない〟などとおっしゃられないでくださいますよう」

　背の高さだけなら、ハヴェルはアベルにほぼ匹ひつ敵てきする。その長身をかがめると、神父は、少年に目線をあわせた。

「己おのれを嘲ちよう笑しようする者は、その時点で、成長も発展も諦あきらめてしまった者です。そうなれば、もはや彼に未来はなく、ただ世界を嘲笑して生きるしかない──聖下、どうか、そんな卑ひ怯きよう者ものにおなりあそばしませんよう。それが、私の願いにございます」

　尖せん塔とうの群れの向こう、ヴルタヴァ川の川かわ面もを黄金色に輝かがやかせながら、夕陽が没しつつある。血のように赤いそれを半面に受けて、ハヴェルは少年の手を握にぎった。

「誓って私は聖下をお護まもりいたします。いかなる者にも、あなたを傷つけたりはさせません……ですから、聖下もお約束ください。二度と、さきほどのようなことをおっしゃられないと」

「う、う、うん……」

　本当に、言われている内容がわかっているのかどうかわからない。それでも、少年は熱意をこめて頷うなずいた。

「や、約束する……します」

「どうぞ、よき法王にお成りあそばされませ、聖下」

　そのとき、ちょうど外から弟を呼ぶ姉の声が聞こえた。

「──アレク、何をしているの？　車が来ました。乗りなさい」

「ぼ、僕、行かなきゃ」

　なお、話し足りなげに、アレッサンドロはハヴェルの手を握った。

「ま、ま、また話を聞いて、く、ください、ヴァーツラフ」

「ええ……喜んで」

　重ねて呼ぶ声に、慌あわてて店を出てゆく教皇を見送って、アベルは同どう僚りように語りかけた。

「相変わらずのご人徳ですね、ヴァーツラフさん。聖下が、あんなに嬉しそうに話するなんて……」

「人徳なんかじゃないですよ、アベル」

　瘦やせた顔に、控ひかえめな微び笑しようを浮うかべて、ハヴェルは同僚の言葉を否定した。

「私に人徳なんてありません。あれは、あくまで聖下のご意志です。もし、私が何か影えい響きようを与あたえたとすれば、それは……」

「それは？」

　アベルが吊つりこまれるように問うたとき、ちょうど寄ってきたウェイターが勘かん定じよう書を差し出した。

「えっと、おいくらに……うわあ、なんですか、これ！　ゼロが二つ多くありません？」

　勘定書を受け取ったアベルは、そこに記された数字に気を取られるあまり、それまでの同僚との会話の内容をすっかり失念してしまっていた──そしてそのことが、ずいぶんと後のちまで、彼を後こう悔かいさせることになる。




　　　　Ⅱ




「いや、よき式でございましたな」

　三人の向かいのシートに座すわったチャペック大司教が満足げに笑ったとおり、聖アラヴームィ・スーヴアトテー大ホ・聖ヴイ堂ータにおける慰い霊れい式典は、すべてが滞とどこおりなく終わった。

　姉である枢すう機き卿きようの介かい添ぞえを受けて、教皇は、二年前の異い端たんとの戦いで亡なくなった将兵の慰霊の儀式を無事に終えた。主しゆ催さい者しやであるボヘミア公夫妻やその娘むすめで〝プラゼレニークー・プの緑珠ラーハ〟と呼ばれて国民的な人気を集めるリブシェ公女らへの聖体拝領の儀式も問題なくすませた。大聖堂では、いまだボヘミア公の演説が続けられていたが、教皇と枢機卿、そしてその護衛官である銀ぎん髪ぱつの神父だけは、一足早く、宿舎として提供された大アルチ司ビシユ教クスキ宮・バラ殿ータに戻もどることにしたのだ。公式には、『教皇聖下の御気分が優すぐれず』と発表されているが、当然、昨日の襲しゆう撃げきが繰くり返されることを警けい戒かいしての処置である。

「これで、戦没した諸侯や騎き士したちの魂たましいも安らぎを得ましょう。いや、よかったよかった」

「それも、大司教あなたの周到な準備があったればこそです」

　主しゆ賓ひんである法王アレッサンドロは、儀式の間中、目ま深ぶかにおろしていた長寛衣アルパのフードを、馬車に乗り込んだ今も取ろうとはしない。対人恐きよう怖ふ症しようの少年教皇に代わって大司教をねぎらったのは、その隣となりに座る枢機卿である。

「根回しが大変だったと思いますが、よくぞ、遺い漏ろうなくこなしてくれました、チャペック大司教」

　はげ上がった頭が印象的な初老のプラーク大司教に、カテリーナは非の打ち所のない微笑を与えていたが、ふと、馬車の外に流れる景色に目を移した。

「……道が違ちがうのではありませんか、大司教？」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめて、枢機卿は大司教に尋たずねた。儀式の行われた大聖堂は、プラーク城の敷しき地ち内に位置する。一方、教皇一行の宿舎となっている大司教宮殿は、城の正門を出て右手にある。しかし、いつの間にやら、馬車のずっと左後方に大司教宮殿の尖せん塔とうが回り込んでいる。

「宿舎はあの建物でしょう？　本当にこの道でよろしいの？」

「もちろんですとも」

　温顔はそのまま、大司教はにこにこと頷うなずいた。

「実を申しますと、さるお方が、どうしても聖下と猊げい下かにお会いしたいとおっしゃられましてな。宿舎に行く前に、そちらに寄ることにしたのです」

「さるお方？」

　相談もなく勝手にそのようなことを決めた大司教の無礼に、枢機卿の眉まゆが曇くもった。

「誰だれです？　私の知っている者ですか？」

「さよう、猊下もよくご存じの方でございますよ」

　あたかも、仮面が剝はげ落ちたようだった。

　篤とく実じつそのものの大司教の顔の中で、厚い唇くちびるがまるで別の生き物のように邪じや悪あくな形に歪ゆがんだのだ。

「なにしろ、あなたにとっては血をわけた肉親にあたられる方ですから──真実にして唯一の教皇、アルフォンソ聖下その方にございますよ」

「アルフォンソ聖下!?」

　その呼び方をするのは──！

「大司教、まさか、あなたは新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンの……!?」

　カテリーナの声が途と中ちゆうで途切れた。急停車した馬車の左右の植え込みから、不吉な影かげが飛び出したのだ。黒いコートとガスマスクの四人組──

「自動化歩兵！」

「おお、動かないでいただきたい、猊下。手て荒あらな真ま似ねは私の本意ではありませぬ」

　そう言った大司教の手には、小型のピストルが握にぎられている。その狙ねらいを教皇にぴったりと定めたまま、大司教は唇を吊り上げた。

「あなたとアレッサンドロは、なんとしても生かしたまま連れてこいという、アルフォンソ聖下のおおせでしてね。どうか、お静かに。さもなくば、お命の保証はいたしかねますぞ」

「……まさか、大司教レベルにまで、新教皇庁の手が伸のびていようとはね」

　カテリーナはがっくりと肩かたを落とした。細い手が麗れい貌ぼうを覆おおうと、力無く呻うめく。

「残念でございましたな、猊下。派は遣けん執しつ行こう官かんを四人も揃そろえておきながら、肝かん心じんなときにたった一人しか、連れていないとは」

　薄うすく笑った大司教の銃じゆう口こうが、教皇から逸それた。視界の隅すみで、そろそろと懐ふところに手を伸ばしていた銀髪の神父に狙いを定めるとチャペックはわざとらしく肩をすくめてみせた。

「悪いね、ナイトロード神父、君はここまでだ」

　皮肉げな笑声とともに、無造作に引き金が引かれる。アベルの眉み間けんを捉とらえていた銃口が小さな音をあげて火を噴ふいた──

「……な、なんだとっ!?」

　だが、苦痛と驚きよう愕がくに目を剝むいたのは撃うたれたアベルではない──発砲したチャペックのほうだ。

「なんだ、貴様は……!?」

　大司教は震ふるえる声を押し出した。その手は、拳けん銃じゆうごと力強い指に摑つかみとられている。正面に座っていた、ひ弱な少年教皇が、人間離ばなれしたスピードとパワーで大司教の銃じゆう撃げきを妨さまたげたのだ。

「そのまま大司教を押さえといてください！　私はあっちの動死体ゾンビーのほうから先に片づけちゃいます！」

　そのときには、素す早ばやく伸びたアベルの手が、懐の旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーを抜ぬきはなっている。もっとも大司教の方は驚愕するのに忙いそがしく、たちまちのうちに頭部を血けつ漿しように変えて吹っ飛んだ自動化歩兵たちに注意を払はらうどころではない。

「だ、だ、大司教を、か、確保した、ミラノ公」

　チャペックの手から拳銃を取り上げながら、長寛衣アルパの教皇が枢すう機き卿きように向けて報告した。

「こ、今後のし、指示を請こう」

「とりあえず、声を元に戻もどしなさい。それと、もうフードもあげてかまいませんよ、神父トレス」

「りょ、了解……了解した」

　フードの下からこぼれていた声が、突とつ如じよ、別人のそれに機械的サンプに変調リングした。めくりあげられたフードの下から現れたのは、いささか表情に乏しいものの、あの少年教皇とは、比べ物にならないほど端たん正せいに整った顔だ。

「こッ、こいつは派遣執行官!?　馬鹿な、では、教皇は……！」

「替玉ダミーです。古典的な手ですが、今回に限っては有効でしたね。ちなみに、本物は市内のホテルに隠かくしておきました……そういうことですので、諦あきらめなさい、チャペック大司教」

　氷の刃やいばめいた声に誇ほこる色もなく、カテリーナは首を振ふった。

「昨日の襲しゆう撃げきから、あなたのことは疑っていたのです。あなたは、私たちのおしのびを知っていた、数少ない一人でしたからね」

　もっとも、まさか大司教という高位聖職者までが内通しているとは、カテリーナも半信半疑だったが。

　当面、チャペックの逮たい捕ほについては伏ふせておく必要がある。ローマに連行し次第、厳しく尋じん問もんして他の内通者を特定せねばなるまい。身内を疑うのは辛つらいがやむを得ない処置だ。

「……だいじょうぶですか、カテリーナさん？」

　アベルが覗のぞき込んだ。

「なんか顔色悪いですよ？　疲つかれたんじゃないですか？」

「ああ、いえ。だいじょうぶ……ちょっと気が抜けてしまいました」

　軽く咳せきこみながら、、麗人は苦笑してみせた。

「いつ襲おそわれるかと、ずっと緊きん張ちようしてたから……やはり、私に現場はつとまりませんね」

「だから、荒仕事は私たちに任せてって言ったのに」

　偉えらそうに頭を振りながら、アベルはため息をついた。

「ただでさえ、あんまり体丈じよう夫ぶじゃないんですから……現場は私たちに任せておいてくださいよ」

「ごめんなさい。でも、今回に限っては、自分でなんとかしたかったの……それにほら、私が側そばにいたから、敵も神父トレスのことを疑わなかったわけでしょう？　まったく無む駄だだったわけじゃありません」

　珍めずらしく言い訳がましい口調で、カテリーナは自分の行動を正当化した。

「結果としては、怪け我が人も出なかったのですから、よかったのではなくて？」

「しかし、ミラノ公自ら、危険を冒おかす必要はなかった」

　主を囮おとりにしたことが不満なのか、無表情に首を振ったトレスの意見は辛しん辣らつだった。

「結果的には成功したとはいえ、リスクの大きすぎる作戦だった──けっして高く評価できるものではない」

　ハンカチで口元を拭ぬぐいながら、ぽつりとカテリーナは呟つぶやいた。

「アレクね……昔は、あそこまで弱い子じゃなかったわ」

　意識してか無意識のうちか、その視線は本物のアレッサンドロが隠れている市内の一角に注がれている。〝鉄の女〟の異い名みようを持つ枢機卿の声が、このとき、かすかに震えていた。

「確かに、昔からちょっと気の弱いところはあったけど、ああも極きよく端たんになってしまったのは、教皇に即そく位いしてからなのよ。吃きつ音おん症しようや対人恐きよう怖ふ症が酷ひどくなったのも、ちょうどその頃からだったわ……知っていますか？　吃音症って、自意識の不安定さと関係があるのだそうよ」

　沈ちん黙もくする部下たちを前に、カテリーナは深い息をついた。

「〝僕は教皇なんてなりたくなかった〟──確かに、そのとおりだと思うわ。嫌いやがるあの子をむりやり教皇に担ぎ出したのは、この私なのだもの」

　五年前に死去した教皇グレゴリオ三十世の後こう継けい者しや争いは、熾し烈れつを極きわめた。

　有力貴族出身の枢機卿たちに加え、グレゴリオの実弟で〝峻イル・烈フリオ公ーゾ〟と呼ばれた切れ者の枢機卿団長アルフォンソ・デステが後継者候補として名乗りを上げていたからだ。

　前教皇と下級騎き士しの妻であった女との間に生まれた不義の子であるフランチェスコや、女であるカテリーナでは、強力な叔アルフ父オンソや貴族出身の枢機卿たちには到底、太刀たち打うちできるわけもない。ゆえに、苦く慮りよした彼らは、最後の切り札に賭かけるに至ったのだ──十歳の幼さとはいえ、ローマきっての名門貴族を母に持つアレッサンドロを神輿みこしに担ぎ出したのである。結果、賭けに勝った兄妹は、新教皇を擁よう立りつして、教皇ヴアチ庁カンの実権を握にぎるに至った。

　そう、カテリーナにとって、あのときの選せん択たくは絶対的に正しかった。

　あそこで叔父おじを倒たおしていなければ、彼女は生しよう涯がい、教皇ヴアチ庁カンの中ちゆう枢すうを占しめることなく終わったろう。そして、彼女には何としても権力を握らねばならない理由があった。だから、あの選択は絶対的に間ま違ちがってなかったと、今でも胸を張って言える。

　──ただ、それと同じくらい絶対的に、彼女は罪を負ってしまったのだ。己おのが理想のために、幼い弟を権力の祭さい壇だんに贄にえと捧ささげた罪を。

「あの子をあんなにしてしまったのは、この私。だから、どんなに憎にくまれようと、嫌きらわれようと、それは仕方がない。だけど、どんなときでも、私は彼を護まもらないといけない……私にはその義務がある。だから、今回に限っては、私は自分の手でなんとかしたかったの。結果、あなたたちには迷めい惑わくをかけてしまいましたが」

「……ま、結果オーライですよ。ね、トレス君？」

　肩かたをすくめると、銀ぎん髪ぱつの神父はことさら何も考えてないような笑顔を拵こしらえた。

「……………………………………………肯ポジ定テイヴ」

　表情がないためにどの程度本気なのかわからないが、トレスは頷うなずいた。それを見やって、アベルは、明るく言った。

「さ、では大司教さんを拘こう束そくしたら、聖下をお迎むかえに行きますか。お側そばにはヴァーツラフさんと〝教授〟もいますから、安心ですが……」

　台詞せりふの途と中ちゆうで萎しぼむように笑え顔がおを消した部下を、訝いぶかしげにカテリーナが見上げた。

「どうしました、神父アベル？」

「あの……さっきこの人、何て言いました？」

「は？」

　カテリーナの眉まゆがますます不ふ審しんげにひそめられた。だが、アベルは上司の疑念にも気づかぬげに、捕とらえたばかりの大司教の顔を覗きこんでいる。

「〝派は遣けん執しつ行こう官かんを四人も揃そろえておきながら〟──あなた、なんで派遣執行官が私を含ふくめて四人いることを知ってたんです？」

　問われたチャペックが、慌あわてて視線を逸そらしたのを見て、カテリーナも彼の発言の意味するところにようやく気づいた。

〝四人〟──つまり、アベルと〝ガンスリンガー〟〝プロフェッサー〟〝ノーフェイス〟のことだ。

　が、昨日、〝ノーフェイス〟がプラークに到着したのを知っているのは、ここにいる三人の他ほかはアレッサンドロと〝教授〟、そして当のハヴェルだけだ。それを、なぜ彼は知っていた？

「……この男は囮!?」

「お二人は大司教をお願いします──私は先行します！」

　蒼そう白はくになったカテリーナに言い捨て、アベルは猛もう然ぜんと走り出した。
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「お茶でもいかがですか、お二人とも」

「あ、あり、ありがとう、ヴァーツラフ」

　芳こうばしい香かおりをあげるカップを受け取り、アレッサンドロは嬉うれしそうに笑った。一方、さきほどから赤ペン片手に、黙もく々もくと書類の束を睨にらみつけている〝教授〟はと言えば、返事どころか、顔すら上げようとしない。

「ウィリアムもいかがです？」

「ん？　ああ、どうも」

　生返事をよこすと、〝教授〟はそのまま熱いカップに口をつけた。この場末の安ホテルに到着してからこちら、何を熱心にやっているかと思えば、どうやら大学のレポートを採さい点てんしているらしい。

「やれやれ、相変わらずですね、ウィリアム」

　別に気分を損そこねた様子もなく、ハヴェルは苦笑した。目を丸くしている少年に向けて首を振ふってみせる。

「昔から、彼はこうなんですよ。お気を悪くされないでください」

「お、おつ、お付き合いは長いんですか？　お、お二人は？」

　慎しん重ちようにカップの中身を冷ましながら、アレッサンドロは小首を傾かしげた。

「ず、ずいぶんと、な、仲がよろしいみたいですけど」

「ええ。私と彼、そしてアベルの三人が最初に会ったのは……そう、もう十年近く昔になりますか。まだＡｘもなかった頃ころからの付き合いです」

　カップをテーブルに置いたまま、ハヴェルはどこか遠くを見るような顔になった。

「今では、当時からの知り合いは、彼とアベル、それとケイトぐらいになってしまいましたがね」

「あ、あなたは、ど、どうして姉上と、お仕事を？」

「私は、元々、異い端たん審しん問もん局きよくにいたんですが、そのとき当時の上司と宗教上の見解からぶつかってしまいまして……そこで、いろいろまずいことになっていたときに拾っていただいたのが、当時、聖界に入られたばかりの姉君でした。以来、不ふ肖しようながら、あの方にお仕えしております」

「何が〝不肖ながら〟かね？　Ａｘ最高の人材のくせに」

　いきなり、皮肉げな声が割って入った。〝教授〟が、意地の悪い微び笑しようを浮うかべている。

「おや、ウィリアム。もう採点は終わったのですか？」

「いや、まだ半分だよ。いやはや、最近の学生どもときたら……ああ、そんなことより、騙だまされてはなりませんよ、聖下。このヴァーツラフこそＡｘ最強にして最高の派遣執行官──姉君の最も篤あつい信しん頼らいを受けている男です」

「ウィリアム、あなたこそ噓うそをつくのはやめてください。私などとても……」

「謙けん遜そんも過ぎると嫌いや味みだよ、〝ノーフェイス〟」

　眠ねむたそうにパイプを嚙かみながら、〝教授〟は指し摘てきした。

「このボヘミアやイシュトヴァーン──東部辺境域は、政治的にいろいろと厄やつ介かいな地域だ。伝統的にゴタゴタも多い。ここでのトラブルに、いつも猊げい下かが投入するのは決まって君じゃないかね」

「それは、単に私がこの近くの出身だからですよ」

「ああ、確か君の生まれはブルノだったね……おお、そういえば、例の任務はどうなったかね？　アッシジから盗ぬすまれた噴進爆弾ミサイルの件は？」

　一ケ月前、アッシジの教皇ヴアチ庁カン空軍基地から試作中の噴進爆弾が盗まれるという事件が起きた。調査部によって、盗まれた噴進爆弾がブルノに持ち込まれたというところまで調べはついたが、その後の行方ゆくえがわからないままになっている。その調査を引き継ついだのがハヴェルである。

「大型の噴進爆弾ミサイル……都市攻こう撃げき用兵器だと噂うわさで聞いたが……ああ、失敬」

　話の途と中ちゆうでこみあげた生欠伸あくびを嚙かみ殺して、〝教授〟は会え釈しやくした。眠け覚ましのつもりか、肩かたを鳴らしている。

「空気が悪いのかな？　ちょっと眠くなってしまった」

「疲つかれが溜たまっているのではありませんか？　ここのところ、お忙いそがしいようでしたし」

「確かに忙しかったが……いかんね、昼間から、こんなに眠くなるなんて。僕も、もう年かね」

　ハヴェルに指摘され、〝教授〟は頭を振った。だが、すでにその瞼まぶたは、抗あらがい難がたい重量を持っているようだ。傍はた目めにもはっきりと垂れつつある。

「妙みようだな……ヴァーツラフ、すまんが、一いつ杯ぱい、水をくれないかね……おや、聖下？」

　傍かたわらの神父に呼びかけたところで、〝教授〟は教皇が机の上に突つっ伏ぷしていることに気がついた。幸せそうな顔で眠りこけている。

「聖下、どうして……？　いかん、ヴァーツラフ……何か変だよ……この眠気は……」

　急に、〝教授〟の警告のトーンが落ちた。それでもなおも頭を振って立ち上がろうとするが、そこまでだった。糸の切れた人形のようにその場にくずおれるや、それきり動かなくなる。

「……すまない、ウィリアム」

　ただ一人、自分の足で立っていた男はそう呟つぶやくと、自分のカップの中身を流しに捨てた。それから、落ち着いた所作で、眠っている少年の口に猿さるぐつわをかまし、両手足を縛しばる。

「申し訳ございません、聖下」

　少年の寝ね顔がおに向けて、ハヴェルは小さな声で囁ささやいた。

「しばらくの間だけ、我が慢まんしていただきます。そう長い時間ではありませんので──」

　震ふるえる声が、男の背中を打ったのはそのときだった。

「ヴァ、ヴァーツラフさん……？　あ、あなた、何をやってらっしゃるんです？」

　振り返ったハヴェルの視線の先、銀ぎん髪ぱつの神父が震える手に銃じゆうをかまえていた。
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「ウ、ウソ……ですよね、ヴァーツラフさん？」

　ハヴェルが頷うなずいてくれるものと信じているような口調で、アベルは尋たずねた。

「ひょっとして、何か特殊任務中だとか……し、しまったなあ。私、お邪じや魔ましちゃいました？」

「……本気でそう思っているのなら、黙だまって消えてくれませんか、アベル？」

　ゆっくりと──しかし、一分の隙すきもない滑なめらかな動きで立ち上がりながら、ハヴェルは同どう僚りように笑いかけた。ただし、その微笑に、いつもの穏おだやかさはない。見つめられるだけで、斬きられかねない殺気が、眼光に充じゆう満まんしている。

「それとも、私と一いつ緒しよに来ますか？　我が新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンは、喜んであなたを歓かん迎げいしますよ」

　まるで相手の声が聞こえていないかのように、アベルは首を振ふった。

「わ、私たち、仲間じゃありませんか。それがなぜ!?」

　ふと、〝ノーフェイス〟の眼光が温ぬくんだ。

「……あなたは、変わらないな」

　その一いつ瞬しゆん、そこにあったのは、いつもと変わらぬ穏やかな瞳ひとみだ。慈じ父ふのような眼まな差ざしが、今にも泣き出しそうなアベルの顔を捉とらえ微笑ほほえむ。

「本当に、あなたは変わらない……でも、だからこそ、あなたには絶対にわからないのです。我々、人間の気持ちは」

　そう言って首を振ったときには、ハヴェルの眼光に殺気が戻もどってきている。

「さ、そこを通してください……それとも、私の邪魔をするつもりですか？　ならば、私はあなたを倒たおさねばなりませんが」

「ど、どちらもできません……仲間と戦うなんて、私には……」

「私にはできる」

　ほとんど、無造作ともいえる動きだった。

　だらりと両手を垂らしたまま、足さばきだけで、ハヴェルの体は、アベルの懐ふところに潜もぐり込んできている。まるで瞬間移動したかのようだ。

「！」

　音をあげて僧衣が裂さけた。一いつ拍ぱく遅おくれて激痛が襲おそってきたときには、僧衣の胸から血が噴ふき上がっている。ハヴェルの手刀は空中で翻ひるがえると、勢いよくアベルの脳天めがけて振り下ろされた。咄とつ嗟さに身を引いた神父の銀髪が数十本、きれいに切断される。

「はずしましたか……できれば、楽に主の御み元もとに送って差し上げたかったのですが。残念です」

「……ヴァーツラフさん、やめてください」

　胸にあてた手は溢あふれる血潮で、真っ赤に染まっている。それでもなお、アベルは泣くような声で訴うつたえた。

「あ、あなたに仲間を殺せるわけがないじゃないですか。お願いですから、こんな真ま似ね……」

「〝仲間を殺せるわけがない〟？」

　不思議そうに、ハヴェルは首を捻ひねった。

「私は、もう仲間を殺した。それも最も古い友人を……一人殺そうと二人殺そうと同じことじゃありませんか？」

「ど、どういうことです？」

　眼鏡めがねの奥で大きく瞠みはられた目が、床ゆかに倒れたままの神父に落ちた。

「ま、まさか、教授を……」
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「スコポラミンを使いました……筋きん弛し緩かん剤ざいです。まず、眠ねむくなって、それからゆっくりと心臓が停止する。苦しまずに逝いかれましたよ」

「…………！」

　絶ぜつ叫きようは血の色をしていた。

　次の瞬間、アベルの旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーが、狂きよう暴ぼうな咆ほう哮こうとともに火線を吐はき出している──だが、そこに裏切りの司祭の姿はない。

「どこに──!?」

「今のは、噓うそです。ウィリアムは眠っているだけです。しかし──」

　どこか悲しげな声が、敵手を探すアベルの背中を打った。

「あなたの感情は、面おも白しろいほど簡単に乱れますね。仲間のときはそれが心配の種でしたが……〝敵〟としては、少々、もの足りません」

「……し、しまっ！」

　風を裂くかすかな音を聞きながら、アベルは死を覚かく悟ごした。

　この位置・角度では、避よけられない！

「くっ！」

　だが、現実に小さな悲鳴をあげたのは、ハヴェルのほうだった。

　必殺の手刀を引き戻すと、大きく後方に跳ちよう躍やくする。直後、瞬前まで彼が立っていた床石が蜂はちの巣の如ごとく弾はじけた。

「そこまでです、〝ノーフェイス〟！」

　氷の槍やりのように鋭するどい声は、戸口に立った細やかな影かげのものだ。そして、その隣となりに控ひかえる忠実な番犬のような神父の手には、大砲めいた拳けん銃じゆうが、真っ白な硝しよう煙えんをあげている。

　なおも発砲を続けようとする〝ガンスリンガー〟を片手で制したまま、カテリーナは反逆者に勧かん告こくした。

「ヴァーツラフ、いかにあなたでも、派は遣けん執しつ行こう官かん二人を敵に回せるとは思わないでしょう……弟を返して、降こう伏ふくなさい。今なら、まだ私の力で救ってあげられます」

「おそれながら、猊げい下か──」

　男の声は、到底、追いつめられている者とは思えぬほどに静かだった。

「私の救いは、まことの信しん仰こうの中にのみあります。そして、それは猊下が唯ゆい一いつ、お持ちでないものです」

「…………！」

　痛つう烈れつな一言だった。

　神の代理人である教皇ヴアチ庁カン、そして、その最高権けん威い者しやである枢すう機き卿きように対し、『お前の中に信仰はない』と言ってのけたのだ。異い端たん審しん問もんにおいては、この一言だけで、間ま違ちがいなく火か刑けいが確定する。

　顔色を変えたカテリーナとは対照的に、自ら、罪人となったハヴェルのほうは、涼すずしい顔で、僧衣の襟えり元もとに指をかけている。

「それに、私の力のことをお忘れではありませんか、猊下？」

　僧衣が音をあげて裂けた。

「私は〝ノーフェイス〟──人数など、私との戦せん闘とうにおいては、意味をなしません」

「──ミラノ公、発砲許可を！」

　凝ぎよう然ぜんと沈ちん黙もくした主人を叱しつ咤たするように、トレスが叫さけんだ。

　そのとき、すでに異端の神父の体には激烈な変化が起こりつつある。

　僧衣を脱ぬぎ捨て、体に密着する形のボディスーツだけとなったハヴェルの姿──それが、次第に透すけ出したのだ。

「光学インヴイ性電ジブル磁干・フイ渉場ールド──不可視化迷めい彩さい！」

　ようやく我に返ったカテリーナが呻うめいたときには、ハヴェルの姿は、ほとんど目の前から消失してしまっている。




　光学インヴイ性電ジブル磁干・フイ渉場ールドとは、電磁波による量子力学的重ね合わせと干かん渉しよう効果を利用して、光の吸収・屈くつ折せつなど、物質の光学特性を劇的に変化させるロストテクノロジーだ。

　機械化マシナ歩兵リーなどに組み込むことで、完かん璧ぺきな〝透とう明めい化〟──不可視化迷彩を可能とするこの技術は、一時、教皇ヴアチ庁カンがかなり熱心に実用化を進めていた。が、その運用が極めて難しく、コスト的にも採さい算さんが合わないことが判明したため、研究は中止。すでに試作されていたシステムも、公式には全すべて廃はい棄きされたことになっている。

　派遣執行官ヴァーツラフ・ハヴェル神父──〝ノーフェイス〟が搭とう載さいしているのは、その究極のテクノロジーなのだ。




「神父トレス、発砲を許可します！　今のうちに倒たおしなさい！」

　無表情に頷うなずいたトレスの両手には、Ｍ13が鈍い輝かがやきを放っている。もはや、ほぼ透明化を完成させているかつての同どう僚りように狙そ点てんを定めるや、〝ガンスリンガー〟は躊ちゆう躇ちよなくトリガーを引いた──

「だ、駄だ目めです、トレス君！」

　そのとき、横合いからアベルの手が伸のびていなければ、二発の弾だん丸がんは間違いなくハヴェルの頭を消し飛ばしていたに違いない。だが、実際には虚こ空くうを通り過ぎた弾丸は、そのまま虚むなしく白壁を穿うがつにとどまる。

「どけ、ナイトロード神父！　今、倒さねば間に合わん！」

　すがりつくアベルを張り倒して、トレスはなおも銃口を掲かかげた。光学・非光学系のすべてのセンサーを最大感度にして、かつての同僚の位置を捕ほ捉そくしようとする。しかし──

〈もう遅おそいですよ、神父トレス……〉

　虚空に響ひびいた声は、どこか悲しげだった。

〈もう、私は赤外線にも超ちよう音おん波ぱにも捕捉できません……私は、そういうふうに作られたのだから〉

「…………！」

　咄とつ嗟さに振ふり返った機械化歩兵の体が、大砲の直ちよく撃げきでも受けたかのように吹ふき飛んだ。叩たたきつけられた白壁に、深々と人型の穴が穿たれる。

「ト、トレス君……！」

　叫んだアベルの顎あごを、衝しよう撃げきがかすめた。打撃そのものはたいしたものではなかったが、梃て子この原理で激しく揺ゆらされた脳へのダメージは大きかった。へたりこんだときには、冗じよう談だんのように体が動かなくなってしまっている。

「しまった……カ、カテリーナさん！」

　瞬まばたきする間に、全戦力を失った麗れい人じんは、虚きよ脱だつしたような顔で立ち尽つくしていたが、アベルの声に、ようやく我に返ったらしい。目を瞠みはると、部屋の中央、倒れたままの弟のもとに駆かけ寄ろうとする。

　……だが、伸ばした指が昏こん々こんと眠ねむる少年に触ふれようとした瞬しゆん間かん、少年の体は虚空へと浮うき上がっていた。

「……〝ノーフェイス〟！」

　そこに確かに存在してながら、けっして見えない男を、カテリーナは睨にらみ据すえた。

「弟を……アレクを返しなさい！」

〈それは、彼を傀かい儡らいに教皇ヴアチ庁カンを操あやつる枢機卿としておっしゃっておられるのですか？　それとも、権力を得るために弟を生いけ贄にえに捧ささげた姉として？〉

　空中から響いた声は、辛しん辣らつだった。カテリーナの眼光が、その一瞬、鈍にぶる。

「そ、それは……」

〈カテリーナ様、あなたはさきほど、こうおっしゃった。〝私の力で救ってあげられます〟と──だが、あなたには誰だれも救えない〉

　誇ほこるでもない。

　また、責めるでもない。

　声はただ淡たん々たんと、事実だけを指し摘てきするようだった。

〈あなたには、人の心の弱さはわからない……あなたにあるのは、ただ復ふく讐しゆう心だけだ。そんなあなたに、人の弱さがわかるはずがない。現に、弟君の苦しみにさえ、目を向けなかったあなたに〉

「…………」

　もはや、麗人は凍こおりついたように動かなかった。

　それを確認したように、教皇の体を抱だいた〝ノーフェイス〟は、身を翻ひるがえした。

「なぜ……なぜ、あなたが……」

　目の前でさらわれてゆく弟の姿に、ようやく凍とう結けつしていた心の一部が動き始めたようだ。誰もいない空間に向けて、枢すう機き卿きようは叫さけんだ。

「なぜ、あなたがこのようなことを……〝ノーフェイス〟！」

　叫びに答えたのは、小さな、それでいて限りなく澄すみきった声だった。

〈我は信仰をノウ・知る者フエイス。ゆえに、我は茨いばらの冠をいただかん〉
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「なんだか、とんでもないことになってしまいましたねェ」

　枝毛をチェックしている若者の感想は、『昨日の昼飯はまずかった』と言っている程度には深刻に聞こえた。部屋の主が、険悪な目つきになっているのも気づいてない。

「実際、教皇が拉ら致ちられるなんて、二千年ぶりぐらいの珍ちん事じじゃありませんかァ？　ま、スフォルツァ枢機卿が無事だったのはなによりですケド」

「逆であれば、なおよかったのだがな……聖下を異い端たんどもに誘ゆう拐かいされておきながら、よくぞ、おめおめと生きて戻もどれたものだ！」

　窓の外に隣りん接せつする法王宮を睨にらみつけ、教理聖省長官フランチェスコ・ディ・メディチ枢機卿は吐はき捨てた。つい十分前まで、プラークから戻った異母妹をあそこで面めん罵ばしていた。その余よ韻いんが、教理聖省宮殿に帰ってきた今も残っている。

「今度こそ、あの女も終わりだ。部下から裏切者を出したうえに、聖下までさらわれたとあっては申し開きもたつまい……で、そのあと、新教皇庁から、何か接せつ触しよくはあったかね、ボルジア神父？」

「いいえ、特に何も」

　来客用ソファをだらしなく占せん領りようした長髪ロンゲの青年──アントニオ・ボルジア神父は軽けい薄はくそのものに肩かたをすくめた。

「国務聖省の連中も必死に情報を集めているようですが、はかばかしくないみたいですヨ──動きがないというのは、ちょっとブキミですネ。あれから三日たってます。ひょっとして、聖下はもう殺されちゃってるんじゃありませんか？」

「それはありえん」

　発達した顎あごを撫なでながら、フランチェスコは断言した。

　新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンを率いるアルフォンソ・デステは強引な為ひとと人なりだが、けっして馬鹿ではない。それは甥おいである彼が、一番よく知っていた。必ずや、近日中に何らかの動きを見せるはずだ。それも、大きな動きを──

「何か、一波乱くるかもしれませんねェ」

　いきなり聞こえた声に、フランチェスコは顔をあげた。それまで、ヘアチェックに余念がなかったアントニオが、笑えみを含ふくんで彼のほうを見つめている。

「今回の一件、連中にとっては前座みたいなものでしょう。たぶん、教皇誘拐なんて、メじゃないような大おお騒さわぎが起こりますヨ。それもすぐにネ」

「……ふむ、君はそう見るかね」

　興味なさげにフランチェスコは肩をすくめてみせたが、若者を見る目は俄にわかに鋭するどくなっている。

（油断できん奴やつだ）

　当初、この若者のほうから近づいてきたときは、ただの名門貴族のボンボンに過ぎないと思っていた。が、意外なほどあちこちに情報源を持っており、カテリーナの近辺にも出入りしては、国務聖省の内部にもパイプを確保しつつあるようだ。ただの道化ではない。

（それに、いまアレッサンドロに万一のことがあれば……）

　フランチェスコの脳のう裏りを、有力貴族出身の枢機卿どもの顔が過よぎった。

　仮に弟が死ぬようなことになれば、次の教皇は、枢機卿による教皇コン選出クラ会議ーベで決められる。

　実力と実績において、フランチェスコの優位は崩くずれまい。が、彼の唯ゆい一いつの泣き所である出自の卑いやしさ──前教皇グレゴリオと下級騎き士しの妻との間にできた不義の子という出生を、政敵が突ついてくるのはまず確実だ。それを躱かわすために、いずれかの大貴族の支し援えんを、フランチェスコは喉のどから手が出るほどに欲していた。そしてボルジア家といえば、代々、バレンシア公として宰さい相しようや枢機卿を輩はい出しゆつするヒスパニアきっての名流である。

「ときに、ボルジア神父──」

　フランチェスコは視線を和やわらげると、組んだ指の上に顎を載のせた。

「先日、お父上から打だ診しんされていた、君のバレンシア司教昇しよう進しんの件だが──」

「失礼いたします、猊げい下か」

　控ひかえめだが、どこか硬かたい声が、会話に割り込んだのはそのときだった。

　ノックの音に続き、執しつ務む室しつに入ってきたのは特務警察の将校服を纏まとった女の影かげだ。

「シスター・パウラ、お召めしにより参上いたしました」

「ご苦労……ああ、紹しよう介かいしておこう、ボルジア神父」

　若い尼僧を無意味なまでに爽さわやかな微笑ほほえみで迎むかえた青年に、フランチェスコは紹介の労をとった。

「彼女はシスター・パウラ──異い端たん審しん問もん局きよくの副局長だ」

「異端審問局のシスター・パウラ？　では、彼女が〝死の淑女〟ですか」

　アントニオの声にかすかな驚おどろきの色が混じった。異端審問局のシスター・パウラといえば、局長のブラザー・ペテロに次ぐ異端審問局のナンバー・ツー、そして、実質的に組織を動かしている辣らつ腕わん家ではないか。ローマの名門貴族出身のペテロが〝猪いのしし〟と陰かげ口ぐちを叩たたかれているのに対し、〝死の淑女〟とあだ名された彼女の存在は、教皇ヴアチ庁カンに──いや、フランチェスコに敵対する者たちに暗い恐きよう怖ふの影かげを落としている。

　しかし、尼に僧そうの表情は、悪名とは縁えん遠どおい穏おだやかなものだ。図書館の司書を思わせる静けさで、パウラは上司に囁ささやいた。

「猊下、ボヘミア公国から緊きん急きゆう連れん絡らくが入っております。東部の都市、ブルノで反乱が発生。蜂ほう起きした市民が代官を処刑し、市全域を制せい圧あつしたと」

「ボヘミアで、また謀む反ほんが？」

　フランチェスコの眉まゆが曇くもった。

　東部辺境区にあるボヘミア公国は、〝帝国〟──あの吸きゆう血けつ鬼きどもの国家にもほど近く、また、伝統的に異い端たんや異教がはびこりやすい地域だ。ほんの二年前にも異端による反乱が発生。深刻な内戦状態になったのを、教皇庁が介かい入にゆうしてようやく鎮ちん圧あつしたばかりである。

「聖職者に被ひ害がいは？　処刑された者はないか？」

「被害は出ておりません──蜂起を主導したのは、彼ら自身です」

「何だと？」

　異端審問官の報告に、フランチェスコの眉が跳はね上がった。

「蜂起を主導したのは、ブルノ市内の教会司祭たちです。彼らは新教皇庁派を名乗り、教皇ヴアチ庁カンからの離り反はんを周辺教会に呼びかけております」

「……!?」

　だが、パウラの報告は、いまだ終わってはいなかった。枢すう機き卿きようを戦せん慄りつさせたのは、続く一言だ。

「なお、三時間前、現地の情報提供者が市内大聖堂において、アルフォンソ・デステの姿を確認いたしました──その際、アルフォンソは〝ニキビ顔の十五、六歳の少年〟を同行していたそうです」


ＪＵＤＡＳ ＰＲＩＥＳＴ（完）






















──幸いなるかな、貧しき者よ。

神の国は汝のものなり。

（ルカ福音書六章二十節）






「何と頼たのまれようと、了りよう承しようしかねるな」

　枢すう機き卿きようの声バリトンは剛ごう刀とうの硬こう度どと凄すごみを備えていた。

　暮れかけた秋の太陽が、ここ、教理聖省宮殿に隣りん接せつする法ピアツ王ツア宮・サ広ンピ場エトロを柔やわらかい茜あかね色いろに染めあげている。だが、窓辺からそれを見下ろす男──教理聖省長官フランチェスコ・ディ・メディチの表情には、温かみの欠片かけらだに存在しなかった。

「スフォルツァ枢機卿は、部下の不始末の責任をとって、ミラノに謹きん慎しんの身。その部下である卿けいらを、公式の作戦に参加させるわけにはいかん──それぐらいの道理、卿なら、わかっていると思ったがな、ワーズワース博士？」

「重々に心得たうえで、伏ふしてお願いいたしているのです、メディチ枢機卿猊げい下か」

　枢機卿の精せい悍かんな横顔に、ウィリアム・Ｗウオルター・ワーズワース博士──Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かん〝教プロフ授エツサー〟は、いかにもアルビオン貴族らしい慇いん懃ぎんさで繰くり返した。

「聖下救出作戦の主導権が、教理聖省にあることにつきましては、国務聖省われわれも異存ございません。ただ、作戦に当方からも人員を参加させることのみ、どうか猊下の御ご裁さい可かをいただきたく──」

「聖下救出は異い端たん審しん問もん局きよくに一任してある」

　この、学者としても高名な妹の部下については、フランチェスコなりに気を遣つかっているらしい。彼にしては珍めずらしい辛しん抱ぼう強さを見せて補足する。

「すでに作戦計画も提出され、軍事院が了承済みだ。そして、聖下救出の直後に、ブルノ市包囲中の全軍が市内に突とつ入にゆう。異端者どもを殲せん滅めつする手はずとなっている──現時点で、この段取りが変へん更こうされれば、全軍の行動に支障が出よう。もはや参加人員の変更は不可能と了解されたい」

　枢機卿の発言は冷れい淡たんを極きわめたが、同時に掛かけ値なしの事実でもあった。それを証明するのは、執務室のモニターが映したボヘミア公国の地図と、それをびっしりと埋うめ尽つくす小さな光の群れだ。

　その芥け子し粒つぶほどの光の一つ一つが、ボヘミア東方の地方都市、ブルノで蜂ほう起きした異端を殲滅すべく動員された教皇ヴアチ庁カン・ボヘミア連合軍の諸部隊を表している──その数、公称三万。それだけの数が、ブルノ市内に立てこもった五千からの異端派軍と、今このときも睨にらみ合いを続けているのだ。

　このまま教皇ヴアチ庁カン軍が市内に突入すれば、彼らは新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンを名乗る異端者たちをこの地上から根絶やしにしてのけるだろう。一方、もしこれ以上、時を移せば、かねてよりローマの専政に不満を持っていた周辺諸侯や聖職者たちの中から、新教皇庁に同調する者が現れるかもしれない。現に、教会軍の部隊の一部が原隊を離り脱だつして、新教皇庁ブルノに寝ね返がえったという情報もある。もはや一刻の猶ゆう予よもなかった──そう、この瞬しゆん間かんにも、精密で巨きよ大だいな戦争機械は轟ごう音おんをあげて旋せん回かいしつつあるのだ。そしてその歯車の中に、〝Ａｘ〟という夾きよう雑ざつ物ぶつをさしはさむ余地なぞ、もはやない。

「……そこまでおっしゃられるのであれば、いたしかたありませんな」

　面おも長ながの顔を伏せると、〝教授〟は嘆たん息そくした。

「いや、お忙いそがしいところを、ありがとうございました。僕はこれにて失礼いたします」

　慇いん懃ぎんに謝しや辞じを述べ、執務室を出ていきかけた〝教授〟だったが、扉とびらの前でふとその足を止めた。わざわざ戸口まで見送りに来た枢すう機き卿きようを、茶飲み話の続きのような顔で振ふり返る。

「おお、そうだ。いまひとつ、うかがいたいことがあったのを忘れていました。よろしいですか？」

「何かね？」

「例の、アッシジ空軍基地から盗ぬすみ出された噴進爆弾ミサイルの一件でございます」

　小声で囁ささやいた〝教授〟の瞳ひとみが、じっとフランチェスコの顔を捉とらえた。

「我々の調査によれば、現在、あれはブルノの市内にあるはずです。その処置について、猊下はいかなる方策を講じられたのでしょう？」
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　来客のためにドアを開けかけた姿勢のまま、枢機卿はいかつい顔に当とう惑わくの表情を浮うかべた。

「噴進爆弾ミサイル？　何の話かね？　少なくとも、私は、そのような報告は受けていないが……」

「…………」

　相変わらず穏おだやかな表情で、〝教授〟はじっと枢機卿の顔に視線を注いでいた。

　深しん沈ちんと静まった碧へき眼がんが、軍刀サーベル色の瞳と一瞬絡からみあい──それから何事もなかったように離はなれる。

「……失敬、僕の記き憶おく違ちがいだったようです」

　軽く杖つえを掲かかげると、その話題についてはまるで忘れてしまったような顔で〝教授〟は会え釈しやくした。

「長々と失礼いたしましたうえに、下らぬことを申し上げました。お忙しいところ、申し訳ない」

「いや、気にしないでくれたまえ。高名なドクター・ワーズワースとお会いできて、私も楽しかったよ……今度は、ぜひ仕事抜ぬきで遊びに来ていただきたい。歓かん迎げいさせていただく」

　──教理聖省宮殿の長い廊ろう下かを遠ざかってゆく学者神父の影かげを、フランチェスコは凝ぎよう然ぜんと見送っていた。その彫ほり深い横顔は、影を湛たたえて、わずかに俯うつむけられていたが──

〈猊下──〉

　背後からかかった女の声に、ふと、その視線があがった。振り返った枢機卿は、獲え物ものを捕ほ捉そくした猛もう禽きんを思わせる瞳を壁かべのモニターに置いた。

「パウラか。どうだ、そちらの準備は？」

〈万全です〉

　最前まで映っていた地図の代わりに画面を占しめていたのは、どこか図書館の司書を思わせる物静かな女の顔だった。シスター・パウラ──異い端たん審しん問もん局きよく副局長は、容よう貌ぼうに相応ふさわしい穏おだやかな声で、報告に補足した。

〈私とブラザー・フィリポはすでに配置についており、ご命令次第で、いつでも聖務を遂すい行こう可能です──ただ、一つ、確認しておきたいことが〉

　モニターの中のその表情は、相変わらず深く静まっている。しかし、どこか見る者を不安にさせる眼光を主に向けて、パウラは言葉を継ついだ。

〈聖下の救出より、例のものの処理を優先して、本当によろしいのですか？　我らの作戦が成功した場合、動どう揺ようしたアルフォンソが聖下殺害に及およぶ可能性は極めて高いと思われますが〉

「かまわん。今回、お前たちの目標は、あくまであれの処理と偽アル教フオ皇ンソの抹まつ殺さつだ。教皇救出ではない」

　即そく答とうしたフランチェスコの瞳には、一点の曇くもりもない。自らの正義を信ずる者独特の表情で、教皇の異母兄は恐おそるべき言葉を付け足した。

「最悪、アレッサンドロが殺される事態になろうと、教皇ヴアチ庁カンそのものに影えい響きようは薄うすい。だが、あの噴進爆弾──いや、あれの弾だん頭とうについて世俗が知れば、それこそローマの存在そのものが危うくなる。それだけは、なんとしても避さけねばならん」

　そう嘯うそぶくフランチェスコの懐ふところには、つい八時間前、異い端たんどもが枢機卿会議宛あてに送り付けてきた書簡が収められていた。枢機卿会議に届く寸前、ようやく握にぎり潰つぶした極ごく秘ひ文書だ。

　そこに書かれた内容も含ふくめて、偽にせ教皇アルフォンソ・デステと、奴やつの押さえるあれは、この世から消しよう滅めつさせねばならなかった。さもなくば、教皇庁そのものを揺ゆるがす一大スキャンダルになりかねない──それを穏おん便びんに収められるのであれば、たとえ教皇の命とて、高い代価とは言えない。

　そう、すべてに優先されるべきはこの教皇ヴアチ庁カン。一千年の長きにわたって、人類社会を支えてきた優すぐれた統治機構システムそのものなのだから。

「繰くり返す。シスター・パウラ、お前たちは、あくまであれの処理を優先せよ──教皇の身み柄がらは、一切、無視してかまわん」

〈かしこまりました〉

〝死の淑女〟は、恭うやうやしく十字を切った。

〈では、異端審問官シスター・パウラならびにブラザー・フィリポは、これより聖務に着手いたします──吉報をお待ちください〉
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「酷むごいことをしますね……」

　広場は、晒さらされたままの焼死体を見物する群衆でいっぱいだった。その後ろに佇たたずんだ銀ぎん髪ぱつの神父は、牛乳瓶びんの底のような丸眼鏡めがねを押し上げると、十字を切った。冬の湖色をした瞳ひとみは、悲しげに沈しずんでいる。

　ブルノ市、城門前広場。

　夕空に魔ま王おうめいた影を刻む巨きよ大だいな建築物は、つい先日まで、代官居城だったシュピルベルク城じよう塞さいだ。蜂ほう起きした反徒に代官が殺されてからは、新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン教皇アルフォンソ・デステの仮宮に供されているボヘミアきっての大城塞である。その正門前広場で、三日前、新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンは瀆とく神しん者しやと断じた数十名の聖職者たちを焼殺したのだ。

　処しよ刑けいされたのは、いずれも札つきの背教者たちだった。一番端はしで炭になっているブルノ司教など、聖体拝はい領りようの儀ぎ式しきの際に信者の鼻先に聖体パンをちらつかせて金銭を要求し、支し払はらいがなければ、聖体を祭さい壇だんに投げ返したという。

「確かに、彼らは聖職者失格だったかもしれません。でも、焼き殺したりしなくたって──」

「蜂起後、最初に新教皇庁が着手した事業が、この公開火刑だ」

　銀髪の神父の繰くり言を冷然と一いつ蹴しゆうしたのは、その隣となりに佇たたずむ小こ柄がらな若者だ。こちらも僧衣カソツクにケープという典型的な巡じゆん回かい神父のいでたちながら、相方とは対照的に冷たい表情を、広場とそこに集つどう人々に向けている。

「公開火刑は、ブルノ市民に新教皇庁の正統性をアピールするためのプロパガンダだと推測される。当然、予期された結果だ」

「……聖下はだいじょうぶですかね？」

　用心深げな視線を周囲に配りながら、アベルは高くなりかけた声量をそっと落とした──すぐ傍かたわらを、数人の兵士が通り過ぎたのだ。声高に談笑する兵士たちの襟えりを飾かざる徽き章しようは、数日前に教皇庁東方軍から離り脱だつし、新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンへの参加を表明した歩兵連隊のものである。新教皇庁の蜂起以来、彼らのようにローマに反はん旗きを翻ひるがえした近きん隣りんの教皇庁軍部隊や聖職者、それに世俗貴族らが続々とブルノに入城してきていた。見慣れない人間が市内に溢あふれたお陰かげで、こうしてアベルたちも潜せん入にゆうできたわけだが、それでもここが敵地のただ中であることには変わりない。長身の派は遣けん執しつ行こう官かんは、より一いつ層そう、声をひそめた。

「ブルノが教会軍に包囲されて、今日で丸一週間になります。新教皇庁の人たち、相当、焦あせってきてるはずですよ。ねえ、トレス君。まさか、もう聖下が殺されちゃってるなんてことは……」

「否ネガ定テイヴ。それはありえない」

　同どう僚りようの弱気な発言を、派遣執行官トレス・イクス神父は言下に退けた。

「聖下を殺害する意図があるなら、プラークで実行していたはずだ。人質としての価値がある限り、聖下が殺害される可能性は極きわめて低い──少なくとも、明夕に予定されているアルフォンソ・デステの戴たい冠かん式しきまでは無事であると推測される」

「なら、いいんですがね……」

　アベルは頷うなずいてみせたが、その表情は依い然ぜん、浮うかぬままだった。

　確かに、トレスの推測は正しいだろう。新教皇庁は、アレッサンドロの身柄を大切に扱あつかっているはずだ。が、ローマの〝教授〟によれば、メディチ枢すう機き卿きようと異端審問局が、何やら不ふ穏おんな動きを見せているらしい。実際、弟を人質に取られているからといって、偽教皇の戴冠式強行を指をくわえて見ているフランチェスコではない。たとえ力ずくでも、戴冠式を阻そ止ししようとするはずだ──そしてその場合、アレッサンドロに危難が及およばぬ保証はどこにもない。

「なんとか、今夜中に聖下を救出しましょう」

　ぶ厚い城門とそこを警備する兵士の群れを見やって、アベルは表情を引き締しめた。ここ一週間で集めた情報が確かなら、この城門の向こうに、先月プラークで誘ゆう拐かいされた少年が拘こう禁きんされているはずだ。そして、連中のいまひとつの〝切り札〟──アッシジから盗ぬすまれた噴進爆弾も。

「ついでに、例の噴進爆弾ミサイルも、無力化できればベストですね。切り札さえなくなってしまえば、新教皇庁の人たちも、おとなしく降こう伏ふくしてくださるでしょうし──」

「よう、待ったか、へっぽこ、拳けん銃じゆう屋？」

　陽気なダミ声が、二人の神父にかけられたのはそのときだった。振ふり返れば、いつ現れたものか、彼らの背後でグレーの作業着を着込んだ建設作業員風の巨きよ漢かんがにやにやと笑っている。

「いやあ、今日は参ったぜ。クソ坊主どもがむちゃくちゃな工期押しつけてくるもんだから、どこの現場もてんやわんやでよ。しかも、技術屋が全然足りねえもんだから、俺様、大おお忙いそがしよ」

　どこか猫ねこ科の肉食獣じゆうを思わせる浅黒い顔に男臭くさい笑えみを溜ためた巨漢──派遣執行官レオン・ガルシア・デ・アストゥリアス神父は、神父たちの傍らに騒そう々ぞうしく腰こしをおろした。ついでに、最前から彼らをちらちら見ていた街娘むすめたちに向けてウインクを送ってみせたが、少女たちは急に顔を蒼あおくすると、怯おびえたように歩み去ってしまった──喰くわれるとでも思ったのかもしれない。

「ふ、田舎いなかの娘さんたちはシャイだぜ。あの初うい々ういしさがたまんねえ。つーか、やっぱ俺の魅み力りよくのせいか？　俺様ってば罪な男？」

「肯ポジ定テイヴだ。卿けいには、まだ七百三十一年の刑けい期きが残っている」

「そういう意味じゃねえだろ！」

「まあまあ、落ち着いて」

　同僚に喰ってかかった巨漢を、アベルは慌あわてて押しとどめた。とりなすように笑いかける。

「で、仕し掛かけの具合はどうです、レオンさん？」

「おう、バッチリよ。そうさな、もう二時間もすりゃ、大おお騒さわぎが始まるぜ。こいつと同じものを取水口の所に放り込んでやったからな」

　自信ありげに嘯うそぶくと、レオンはぶ厚い掌てのひらを同僚たちに差し出した。その上には、いつ取り出したものか、女性用のコンパクトに似た平たい円えん盤ばんが出現している。

「うまく工事のドサクサに紛まぎれたんで、兵隊どもも気づいてねえ──ただ、なにせ急場の仕事だ。どこまで時間が稼かせげるかは、俺にもわからん」

「余よ裕ゆうはあまりないでしょうね。城内が混乱している間に、聖下の居場所を見つけ出して、脱だつ出しゆつしなくちゃいけません。それに、例の噴進爆弾も無力化しないといけないし……」

　夕ゆう闇やみに聳そびえる城を、アベルはもの憂うい視線で振り仰あおいだ。

　このシュピルベルク城と、明日の戴冠式が開かい催さいされる聖ペテロパウロ大聖堂は、新教皇庁派の二大重要拠きよ点てんだ。とすれば、そのどちらかにきっと、〝彼〟がいる。できれば、大聖堂のほうにいてくれればいいのだが──

「聖下のほうはお前らでなんとかしろ。噴進爆弾は俺がなんとかしてやる。だけどよ、時間よりもっと厄やつ介かいなことがあるぜ。向こうには〝ノーフェイス〟──ハヴェルの旦ダン那ナがいやがる」

　まるでアベルの思考を読んだように、大男が呟つぶやいた。おそらく同じことを考えていたのだろう。はっと振り返った同僚の顔をもの憂く見み据すえながら、城に向けて顎あごをしゃくる。

「もし、奴やつとでくわした場合はどうする？　腐くさっても元派は遣けん執しつ行こう官かんだ。手て強ごわいぜ？　それとも、戻もどってこいって説得すんのか？」

「あの、それは──」

　口ごもりかけたアベルの答えは、より明めい瞭りような返答に遮さえぎられた。

「排除デリートする」

　血の色に染まった世界にあって凍こごえるような冷たさで口を開いたのはトレスだ。

「ハヴェルについては俺が処理する。卿らは作戦目標に集中しろ」

「奴を倒たおせんのかい、拳銃屋？　やっこさんの光学インヴイ性電ジブル磁干・フイ渉場ールドはちぃと厄介だぜ？」

「問ノー題・プなロブいレム。対たい抗こう手段を準備してある」

　顔色ひとつ変えず、トレスが示したのは、両りよう腕うでの袖そで口ぐちからわずかに覗のぞく棒状の物体だった。

「〝教プロフ授エツサー〟が開発した対ドツ動体プラーレーダーだ。二重偏へん波ぱ型電波の周波数変化から、粒りゆう子しの移動を感知する──これなら、たとえ対象が透明化しても、その動きそのものを捕ほ捉そくできる」

　無機的な自信をもって断言する〝ガンスリンガー〟の横顔に、アベルはおどおどと声をかけた。

「……あ、あのぅ、トレス君？　そのですね、できれば戦せん闘とうの前に、あの、穏おん便びんな説得を──」

「警告しておく、ナイトロード神父。今回は、俺の妨ぼう害がいをするな」

　抑よく揚ようのない声が、弱気な発言を容よう赦しやなく一いつ蹴しゆうした。機械人形の瞬まばたかない瞳ひとみは、銀ぎん髪ぱつの神父の困ったような表情を無感動に捉とらえている。

「先日、プラークにおいて、卿けいはハヴェルへの攻こう撃げきを妨害した。今回、それに相当する服務規定違い反はんがあった場合、即そつ刻こく、卿も排除デリートする」

「…………」

　無情な回答に、アベルは虚むなしく口を開閉させた。それでもなお、かつての同どう僚りようを弁護しようとした彼の肩かたに置かれたのは、ぶ厚い掌だ。

「やめとけ、アベル。もう、ハヴェルの旦ダン那ナのことは考えるな」

　困ったような若者の顔を視線で抑おさえて、〝ダンディライオン〟は首を振ふった。

「拳けん銃じゆう屋の言うとおりだ。もう、奴は敵なんだぜ。それはお前めえがよく知ってるだろ？」

「し、しかしですね、まだ説得の余地が……」

「んなもんはねえよ」

　乱暴な物言いに反して、巨きよ漢かんの声は温かかった。駄だ々だをこねる子供でも宥なだめるような響ひびきが、ダミ声にはこもっている──しかし、その告げるところは、苛か烈れつな現実そのものだ。

「なあ、考えてみりゃ、人の一生なんざ、選ぶことの連続だよな。何食って、どこで寝ねるかから始まって、仕事のこと、女のこと、金や時間の使い道……いろんなことを選んだり、選ばされたりして、毎日生きてる」

　レオンの声は穏おだやかだった。だが、二ふた重え瞼まぶたの奥に沈しずんだ黒こく瞳とうには、いつもの騒さわがしいまでの陽気さは欠片かけらもない。首に垂らしたネックレスをまさぐりながら、巨漢は誰だれにともなく呟つぶやいた。

「俺たちゃ、この世に数えきれねえほど選せん択たく肢しを持ってやってきて、あとは死ぬまで、一秒ごとにとんでもねえ数のそれを削けずって過ごしてくんだ……今回のことだってそうだろ？」

　城の窓に灯ともり始めた篝かがり火びの間を忙せわしげに行き交うのは警備の兵士たちだ。それを見み据すえたレオンの声には、微み塵じんの迷いもない。

「奴はむこう新教皇庁を選んじまったんだ。でもって、俺たちはこっちＡｘを選んだ──あとは、覚かく悟ごを決めるだけさ」

　それが何の〝覚悟〟かは、アベルにも痛いほどわかっている──ただ、世の中にはわかっていても、納なつ得とくできないことが多すぎる。

「……レオンさんは迷わないんですか？」

　地面の敷しき石いしに向けて、アベルは問うた。

　すでに明度を失ったこの世界では、銀髪の下にどんな表情が浮うかんでいるかは推測するしかない。ただ、今にも折れそうなほどに深く垂れた首を揺ゆらして、アベルは答えのわかっている問いを繰くり返した。

「仲間と……昨日まで隣となりにいた人が今日は向こうにいて、しかも、その人と銃を向け合って、どうして迷わずにいられるんですか？」

「俺には、もう選択肢がねえからな。二年前にファナが──娘むすめがあんな体になっちまったとき、俺は一生分の選択肢を消化し終わってる。俺の選択はあいつを一秒でも長く生きさせてやること、それだけさ」

　ことさらそっけなく答えた〝ダンディライオン〟は表情を消していた。だが、ミラノの特別病びよう棟とうで暮らす少女を思ってか、黒瞳の奥で瞬いているのは昏くらい光だ。

「だから、俺は迷わねえ。たとえ相手がハヴェルの旦ダン那ナだろうと、迷う前に──ぶっ殺す」
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「おくつろぎいただけているかな、甥おい御ご殿どの？」

　どういう風の吹ふき回しか、恭うやうやしく夕食のトレイを捧ささげた尼に僧そうたちを従えて独どく房ぼうに入ってきたのは、アルフォンソ・デステその人だった。その表情に湛たたえられた悪意を見て、独房の住人である瘦やせっぽちの少年は怖おじたようにあとずさる。そんな甥の怯きよう態たいに、アルフォンソは軽けい蔑べつしきったように舌打ちした。

「だらしのない……それでも、偉い大だいなる我が兄、グレゴリオの息むす子こか？　仮にも聖座の主だったのだ。もう少し、毅き然ぜんとせんか」

　揶や揄ゆされながらも、アレッサンドロは今にも泣き出しそうな顔で沈ちん黙もくしたままだ。その半開きに開いた唇くちびるの奥では、かすかに歯が鳴っている。それを見やって、アルフォンソは苦い顔を振った。

「まったく、お前のような軟弱者が、名目上とはいえ、聖座に座すわることになるとは、世も末だな。この私が、お前ごときに貴重な五年間を無む駄だにさせられたかと思うと泣けてくる」

　この独房はシュピルベルク城北きた塔とうの最上階にあり、窓辺に立てばブルノ市街が一望できる。日没とともに明かりの灯り始めた街路を見下ろし、アルフォンソは彼の玉座を奪うばった甥を糾きゆう弾だんした。

「わかるか、アレッサンドロ？　私が五年間を無駄にしたということは、教皇ヴアチ庁カンと信しん仰こうが、五年間、失われたということなのだぞ？　それが、世界にとってどれほどの損失か、お前にわかるか？」

　少年の唇から、聞き取りづらい吃きつ声せいがこぼれた。

「……ぼ、ぼ、僕、殺されるんですか？」

「私が世界の未来を憂うれいているというのに、教皇聖下は我が身の心配かね？　せめて、私を反逆者呼ばわりするぐらいの気き概がいは見せられんのかね？」

　掛かけ値なしに真しん剣けんに、アルフォンソは甥の繊せん弱じやくさを嘆なげいた。彼とて、この愚ぐ鈍どんな少年を心底憎にくんでいるわけではない。それより真に憎ぞう悪おすべきはフランチェスコとカテリーナ──叔父おじであるアルフォンソを裏切り、追い落としたあの悪あく魔まどもである。そして、冷静なときのアルフォンソは少なからず公正な男であった。

「安心しろ、アレッサンドロ。貴様は殺さん」

　嘆かわしげな顔はそのまま、アルフォンソは無器用な口調で甥を宥なだめた。

「なんと言っても、お前は人質なのだからな。殺したりしては、人質の意味があるまい？」

「ひ、人質……で、でも、フランチェスコ兄様は……」

「ああ、奴やつはお前の命など、歯し牙がにもかけまいよ」

　わかりきったことを説明させられるのは苛いら立だたしいものだ。アルフォンソは、まるで、そこに憎い甥がいるかのように目を細めた。

「だが、心配はいらん。フランチェスコめには別の切り札を用意してあるからな。今回に限っては、奴は我らに手出しできんし、奴が我らに手出しせん限り、お前も安全だ」

　殺さないと言われて安心したのだろうか？　それまで、恐きよう怖ふ一色だった少年の顔に、訝いぶかしげな色が浮かんだ。

「べ、別の切り札って？」

「もう一枚の切り札……噴進爆弾ミサイルだ」

　甥の顔を覗のぞきこむ〝峻イル・烈フリオ公ーゾ〟の唇が薄うすく捲めくれ上がった。

「もし、フランチェスコが包囲軍を動かしたりすれば、即そく座ざにそれを使用する」

「ミ、噴進爆弾ミサイル!?　ロ、ローマにばく、爆ばく弾だんを落とすんですか!?」

　甥の愚ぐ昧まいさを心底哀あわれむように、アルフォンソは首を振ふった。

「誰だれがローマに撃うち込むと言った？」

　無駄肉の付き始めたその顎あごがしゃくられたのは、聖都ローマのある西ではない。それとはまったく反対方向──暗い山カル脈パチアが横たわる東方に向けてだ。

「ローマに発射したところで、途と中ちゆうで撃げき墜ついされるに決まっている。あれは〝帝国〟に──あの化け物どもの巣に撃ち込むのだ」

「て、〝帝国〟、にッ!?」

　アレッサンドロの顔が蒼そう白はくになった。

〝帝国〟──真人類帝国は吸ヴア血ンパ鬼イアによって建国された、地上最後にして最大の国家だ。多数のロストテクノロジーを保有するその実力は、教皇ヴアチ庁カンさえも上回ると言われている。この叔父おじは、その彼らに噴進爆弾を撃ち込むというのか？　吸血鬼どもが人類社会から一方的に攻撃を受けて黙だまっているはずがないことくらい、赤子にさえわかる。

「そ、そ、そんなことしたら、せ、戦争が……」

「ああ、戦争になるだろう。しかも、あの爆ばく弾だんの弾頭は極ごく秘ひに発掘サル復元ベージされた、極きわめて特とく殊しゆなものだ。吸血鬼どもは、絶対に黙っていまい……くくっ、フランチェスコの慌あわてようが目に浮うかぶわ」

　人の悪い声で唇を震ふるわせたアルフォンソの顔からは、徳者の仮面は完全に剝はげ落ちていた。そこにあるのは復ふく讐しゆうへの渇かつ望ぼうそのものだ。それを見上げるアレッサンドロの瞳ひとみに、徐じよ々じよに理解の光が宿り始めた──五年前の教皇コン選出クラ会議ーベでこの叔父が敗れたのは、あながち兄や姉の策さく謀ぼうだけが原因ではあるまい。そう、彼の徳の薄さこそが──

「叔父上！　あなたは、そこまでして……そこまでして教皇になりたいのですか!!」

　珍めずらしくつっかえることなく、少年は一息に叫さけんだ。

「そこまでして、あなたは教皇ヴアチ庁カンを手に入れたいのですか!?」

「〝教皇ヴアチ庁カンを手に入れる〟？　馬鹿なことを。あれは元もと、私のものだ。それを、貴様ら兄弟が、横から奪うばい取ったのではないか！」

　だが、甥おいの糾きゆう弾だんは、叔父の妄もう執しゆうに毛ほどの傷もつけなかった。歯ぎしりするアルフォンソの指は、失われた何かを再び摑つかみ取ろうとしているように、険しく曲がっている。

「そう、あれは私のものだ！　本来、偉い大だいなる兄の死後、教会と民たみを導くのはこの私であるはずだった。それを……それを、貴様ら兄弟が横取りしたのだ！」

　背後で、尼に僧そうたちが気け圧おされたようにあとずさったことにも気がつかない。無力な少年を真っ向から睨にらみ据すえ、〝峻イル・烈フリオ公ーゾ〟は怒ど号ごうした。

「見ていろ、アレッサンドロ！　私は私の栄光を取り返してみせる。聖座は、この私のものだ。能力も実績も、必要なものはすべて持ち合わせながら、私は私の聖座を不当に奪われた……この貸しは、絶対に貴様ら兄弟に贖あがなわせてやる！　そう、絶対に私は──」

「──聖下」

　低い声が響ひびいたのは、そのときだった。

「お取り込み中に失礼します。緊きん急きゆうにお話したいことがございます」

　冷水でも頭からかけられたような表情になって、アルフォンソは背後を振り返った。

「ハヴェルか……」

　独どく房ぼうの戸口に立っていたのは、背の高い神父だった。丁てい寧ねいに刈かり整えられた髭ひげに覆おおわれた顔はひどく瘦やせ、静けさを湛たたえた緑りよく瞳とうはどこか、殉じゆん教きようした大昔の聖人を思わせる。

　ヴァーツラフ・ハヴェル──元派遣執行官〝ノーフェイス〟は教皇に対して、深く一礼した。

「ご歓かん談だん中に申し訳ありません。実は、城の警備に関して、少々うかがいたいことがございます」

「なんだ？」

　主君の声にこもった不快感に気づかないのか、それとも気づいてあえて無視したのか、ハヴェルの声はごく事務的だった。

「この城の警備については、私めに一任されていたはずです。ところが、さきほど確認しましたところ、少なからぬ警備兵が私の知らぬ間に大聖堂に配置換がえされてしまっております。聞けば、聖下ご自身の勅ちよく命めいとのこと──まことでしょうや？」

「ああ、その件か」

　天上の栄光に思いを馳はせていたところを急に些さ事じに引き戻もどされて、侮ぶ辱じよくでもされたように感じたらしい。アルフォンソは煩わずらわしげに頷うなずいた。

「そうだ。明日の戴たい冠かん式しきに向けて、大聖堂の警備があまりに手薄であったのでな。四百人ほど割さくことにした。それがどうかしたかね？」

「なりません」

　穏おだやかではあったが、主君に対する態度としては、いささかそっけなさ過ぎたかもしれない。神父は静かに首を振ふった。

「警備部隊の配置は、私が綿密に計算したものです。そこから二個中隊もの人員を引き抜ぬいてしまっては、城内の警備体制に穴が生じてしまいます。早急に、お呼び戻もどしくだされたく──」

「無理だ。もう、部隊は大聖堂に入っている。これから呼び戻しては、私の沽こ券けんに関わる」

　辛しん抱ぼう強く、しかし、うんざりとした表情は隠かくしきれぬままに、アルフォンソは部下の瘦せた顔を見上げた。

「それに、馳せ参じた騎き士したちを君も見ただろう？　いずれも、まことの信しん仰こうのために集つどった一騎当千の強者たちだ。しかも、この城の防ぼう御ぎよ施し設せつはすべて君の助言に従って、完かん璧ぺきに仕上げた。いったい、何者がこの警けい戒かい網もうをかいくぐってこれる？　用心深いのは結構だが、やり過ぎは感心できんな」

「派遣執行官──」

　体の前で両手を組んだまま、ハヴェルは無表情に口を開いた。

「彼らの実力なら、この程度の防衛ラインは容易に突とつ破ぱしてみせましょう。ご油断は禁物かと」

「派遣執行官？」

〝峻烈公〟の唇くちびるから失笑が漏もれた。

「ハヴェル、元の仲間を高く評価したい君の気持ちはわかる。が、しょせんはアレッサンドロすら守れなかった者たちではないか。とるに足らんよ。それよりも、戴冠式の警備のほうが、よほどに重要ではないかね？」

　公平に見れば、アルフォンソの発言のほうに理があるのは明らかだった。明日の戴冠式は、ただのレセプションなどではない。新教皇庁ブルノの存在を広くアピールし、教皇庁ローマに揺さぶりをかける戦略的イベントだ。当然、妨ぼう害がいも予想されよう。警備の人員はいくらあっても足りぬはずだ。

　だが、神父は頑がん固こだった。なおも自説を言いつのるべく薄うすい唇を動かそうとする──それを止めたのは、新たに独房に入ってきた人ひと影かげだった。

「失礼します。聖下はこちらでしょうか？」

　軍ぐん靴かを鳴らして入室してきた初老の士官が、敬礼したのだ。

「お話中に失礼いたします。自分は東方軍第二十七歩兵連隊のバルバリーゴ大佐であります。実は、至急、教皇聖下にご報告したいことが」

「ああ、お前か、ウンベルト」

　先日、教皇庁東方軍を脱ぬけて新教皇庁に参加した初老の大佐を、アルフォンソは頼たのもしげに振り返った。ウンベルト・バルバリーゴ──アルフォンソが枢すう機き卿きよう時代に親交のあった軍人だ。東方第六旅団〝ユスティニアヌス〟に所属し、たびたび戦せん功こうを立てたが、捕ほ虜りよと民間人に対する虐ぎやく殺さつ容疑で告発されたこともある。そのとき、審しん問もんにかけられた彼を救ったのが、当時、教理聖省長官だったアルフォンソだった。その縁えんで、今回の蜂ほう起きにも部下を率いて真っ先に駆かけつけてきたのだ。

「どうした？　なにか用かね？」

「は、これをご覧ください。城じよう壁へき前の取水口に沈しずんでいるのを、巡じゆん回かい中の部下が発見いたしました」

　バルバリーゴが差し出したのは、拳こぶし大のプラスチック製の円えん盤ばんだった。このシュピルベルク城は、城外から地下水路を通じて水を引き込んでいる。その水底に沈んでいたものらしく、外側には湿しめった泥どろがびっしりとこびりついていた。

「はて？　何かね、これは？」

「爆ばく弾だん──それも時限式のものです」

「爆弾だと!?」

　思わず顔をのけぞらせながらも、逃にげ出そうとしなかったのはさすがである。アルフォンソは険しい顔で、老大佐の掌てのひらの上の円盤を睨ねめつけた。

「誰だれがこんなものを……どの程度の威い力りよくがあるのだ？」

「工兵に見せましたところ、中身は、ごく低威力の焼しよう夷い弾だんだそうです。せいぜいが家一軒けん焼くのが関の山だとか」

「なんだ、その程度か……」

　アルフォンソの顔から力が抜けた。ハヴェルのほうへちらと目を走らせたが、あえて何も言わず、バルバリーゴに視線を戻もどす。

「ご苦労、大佐。一応、念のために、他ほかにも仕し掛かけがないか調べてくれたまえ……聞いたか、ハヴェル？　誰の仕し業わざか知らんが、我々の敵は嫌いやがらせに放火するぐらいのことしかできんらしい」

　敬礼したバルバリーゴにはもはや一いち瞥べつもくれず、アルフォンソは沈ちん黙もくを守る元派は遣けん執しつ行こう官かんに底意地の悪い嫌味を投げつけた。

「予定どおり、守備隊の半数は大聖堂の警備に回す。嫌がらせ相手に、何百人も割さくほど我らは暇ひまではない……ああ、ハヴェル。君にはこれまでどおり、城の警備を任せておく。しっかり頼たのむぞ」

　そう言い残して独どく房ぼうを出ていきかけようとしたアルフォンソに対し、相変わらず沈ちん鬱うつな表情でハヴェルは問うた。

「どちらに、聖下？」

「大聖堂だ。明日の戴たい冠かん式しきに備えて、いろいろと準備がある……おお、そうだ。その前に、ちょっと私の噴進爆弾ミサイルを見ていくとするか。何といっても、我らの信仰はあれにかかっているのだからな」

　機き嫌げんよく一笑すると、アルフォンソは独房を出ていった。お付きの尼に僧そうたちが慌あわてて主に付き従う──それを、唯ただ一人、独房に残った神父は深く沈んだ眼まな差ざしで見送っていたが、

「……あ、あの、ヴァーツラフ？」

　おどおどとした声に、ハヴェルはふと視線を落とした。ニキビ面づらの少年が心配げにこちらを見上げているのを見て、少しだけ悲しげな微笑ほほえみを浮かべる。

「……私を軽けい蔑べつされますか、聖下？」

　元派遣執行官は、自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめた。

「あなたを護まもると誓ちかいながら、こうして裏切った……さぞ、お怒いかりでしょうね？」

「た、確かに、こ、ここに連れてこられたときには、あ、あなたのことが少し怖こわかったけど……」

　さきほどまでとは別人のように肩かたの力を抜ぬいて、アレッサンドロは頭を搔かいた。

「だ、だけ、だけど、あなたはぼ、僕をば、馬鹿にしないし、い、今だって、お、叔父おじ上うえから、僕を庇かばってくれた。ぜ、ぜったいに悪い人じゃないと思う……た、ただ、わからないんだ」

　吃きつ声せいは相変わらずだが、聞き取りづらいほどではない。神父の横顔に、少年は懸けん命めいに訴うつたえた。

「ど、どうして、あ、あなたのような人が、教皇ヴアチ庁カンを裏切ったの、ですか？　お、お金のため？　じゃないよ、よね？　なぜ、あなたは、その……」

「…………」

　窓辺から街を見下ろしたまま、ハヴェルは沈ちん黙もくしていた。

　ただ、けっしてそれが不快の表明などではない証しよう拠こに、瘦やせた顔に浮かんだ表情はひどく穏おだやかなものだ。禁欲的に引き締しまった唇くちびるは珍めずらしく笑えみさえ含ふくんでいる──だが、その舌が紡つむいだのは、一見、教皇の質問とはまったく関係ない言葉だった。

「……私はこの場所が好きでしてね。ここから見るブルノが一番美しい」

　下界を見下ろしたまま、神父は呟つぶやいた。

　実際、独房からの眺ちよう望ぼうは最高だった。夕ゆう闇やみの落ちた黄昏たそがれ時の街を、市街のあちこちで焚たかれた篝かがり火びが、真昼のようにライトアップしている。血管のように張り巡めぐらされた路地にはガス灯が灯り、その間を行き交う兵士や市民たちを慈いつくしむように照らしていた。

　その一方、街の城じよう壁へきの外に目を転ずれば、暗い闇を隔へだてた向こうの山やま間あいにも、無数の光が煌こう々こうと瞬またたいているのが見える──奇き襲しゆうを警けい戒かいしている教皇庁・ボヘミア公国連合軍のサーチライトだ。

「ブルノは古い街です。大昔から、この街で人生を送ってきた人たちの匂においがあちこちに染しみ付いている……もちろん、ローマやプラークには及およびませんが、それでも私は自分の生まれたこの街が大好きです」

　神父と肩を並べて幻げん想そう的な夜景を見下ろすと、アレッサンドロは問うた。

「ヴァ、ヴァーツラフはこの街の、ひ、人ですか？」

「ええ。父はこの街の大工でした」

　山から吹ふき下ろしてくる北風は、すでに刺さすような冷気を帯びていた。ここのところ、秋が短くなりつつあるが、今年は特にそうだ。明日あたり、雪でも降るのではないだろうか。

　傍かたわらの少年の肩に、自分のケープを着せかけてやりながら、ハヴェルは几き帳ちよう面めんに答えた。

「父が亡なくなってからは、プラーク、フィレンツェ、ローマと転々としましたが……私にとっての故郷は、永遠にこの街です」

「ふ、ふうん……あ！　あ、あれは、な、何ですか？」

　窓辺の手すりから身を乗り出さんばかりにして、アレッサンドロは叫さけんだ。少年の視線の先に、数人の男たちを囲んで、みすぼらしい格好の男女がはやしたてている。男たちが巧たくみに操るのは、大きなチェロにレバーをくっつけたような奇き妙みような器き械かいだ。

「あれは手ハー回しデイーオルガーガンデイーといって、古くからこの辺りの農村に伝わっている楽器です。祭のときなど、あれにあわせてポルカを踊おどったりします」

「の、農民？　じゃ、じゃあ、あ、あの人たちはお、お百ひやく姓しようさんたちですか」

　好こう奇き心しんに目を輝かがやかせたアレッサンドロだったが、ふと、その首が傾かしげられた。

「あ、あれ？　でも、お、お百姓さんたちが、ど、どうして街にい、いるのかな？　お、お百姓さんって、む、村にいるんじゃ、な、ないの？」

「城外に教皇ヴアチ庁カン軍がやってきたので、市内に避ひ難なんしてきたんですよ」

　ハヴェルの答えは明快ではあったが、少年を満足させるものではなかったらしい。ニキビ顔をしかめて、アレッサンドロは問い直した。

「し、市内に避難したって、ど、どういうこと？　ここ、ここは戦場になるかもしれないんでしょ？　も、もっと別の所に逃にげればいいのに」

「逃げて──それから、どうなります？」

　ハヴェルの声は、あくまで優やさしかった。だが、注意深い者なら、そこにかすかな怒りの波動を感じ取ることができたかもしれない。

「貧しい彼らには蓄たくわえなどありません。住居を移しては、餓が死しするか凍とう死しするしかない……聖下、なぜ、圧あつ倒とう的に不利な新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーンに、彼らが参加しているか、おわかりですか？」

　伸のびた神父の手が、山やま間あいを指し示した。

「この辺りは、ここ数年、異常気象が続いていました。毎年、ひどい冷害だったのです。ところが、ここはご覧のとおり、ろくな産業もない農業地帯です。農民たちは飢うえをしのぐために、手持ちの財産を売り払はらうしかなかった。最初は土地を、そして、最終的には子供を……」

「こ、子供？」

　はじめは、神父が何を言ったかわからない様子で目をしばたたいた教皇だったが、やがてその意味するところを理解したらしい。生白い顔に、珍めずらしく血の色がさした。

「じ、じじ、自分の子供を、う、売ったんですか！　な、なんてことを！　こ、この地方の教会は何をしていたんですか！　そ、そんなことになってるのなら、ロ、ローマに援えん助じよを求めて──」

「教会は何もできませんでした──いや、何もしなかったと言ったほうがいい」

　そう、この地方の教会はあえてそれらの商売を見過ごしてきた。

　農民たちから畑を買い叩たたき、子供や娘むすめを転売したのは、主にプラークの金持ちや貴族連中だ。そして、この地方の上級聖職者のほとんどは、聖職禄ろくを金で買った彼らの子弟によって構成されている。自分たちの不利益になることをするはずがないではないか。

「新教皇庁の蜂ほう起きまで、この地方の農民はほとんど家畜同然の生活を送っていました。そして、デステ大司教は蜂起にあたって、ブルノとその周辺の農民に三年間の租そ税ぜい免めん除じよを約束されたのです──あとのことは、もうご説明せずともよろしいですね？」

　農民たちの笑い声は、さきほどよりも大きくなっている。明日にも死ぬかもしれないという夜にあって、なぜ、これほど陽気になれるのか──

　むしろ痛ましげにそれを見やって、ハヴェルは呟つぶやいた。

「これが、さきほど聖下が私にお尋たずねになられた、裏切りの理由です──私は、信しん仰こうを金かね儲もうけの手段に使い、弱者を食い物にする彼らと、それを許す教皇庁システムが許せなかった」

　いつの間にか、神父の指は手すりに深く食い込み、奇き怪かいなオブジェのようにそれを曲げてしまっていた。だが、それすら気づかぬように、ハヴェルは農民たちを見つめ続けている。その口調にあるのは、怒いかりよりも──悲しみだった。

「確かに、弱肉強食は世のならいなのかもしれません。強い者が弱い者を食うのを責めるのは、間ま違ちがいなのかもしれません。正しさと強さとは相あい容いれないものなのかもしれません──しかし！」

　異様な音とともに、手すりがちぎれた。

「それらが絶対的な現実であるからこそ、せめて信仰だけは、神だけは、弱者の最後の味方よるべであるべきではありませんか!?　そして、そのための教皇庁システムではなかったのですか!?」

　かつて異い端たん審しん問もん官かんとして、また派は遣けん執しつ行こう官かんとして神と教会のために戦った男は、相次ぐ戦いの末に体の大半を機械化していた。その力を絞しぼり尽つくすようにして、ハヴェルは自分が半生を捧ささげた存在を糾きゆう弾だんした。

「〝貧しき者は幸いなり〟──その神すら弱者から取り上げようとする存ヴアチ在カンを、私は許せなかった！」

「…………」

　凝ぎよう然ぜんと沈ちん黙もくしたまま、アレッサンドロは反逆者の台詞せりふに聞き入っていた。

　その心の病やまいのせいで、教皇ヴアチ庁カン中に馬鹿にされている彼だが、けっして知能が低いわけでも、感受性が鈍にぶいわけでもない。ハヴェルの言っていることは十分に理解できたし、また、神父がすでに過去形で語っていることにも、その意味するところにも気づいている。
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（でも、僕は……）

　自分に何ができたろう？

　血筋だけで聖座の主となり、ろくに人の目を見て話もできず、苦しいことがあればすぐに姉の背中に隠かくれる情けない男に、いったい、何ができる？〝異端者〟たちのために、何をしてやれる？

　──できることなど、何もない。

　無力感に虚むなしく立ちつくす少年の耳じ朶だを打ったのは、柔やわらかな声だった。

「……いいのですよ、聖下」

　目を上げれば、すでにいつもの穏おだやかさを取り戻もどしたハヴェルが、ちぎれてしまった手すりを片手に、ばつが悪そうに微笑ほほえんでいる。

「そのように、ご自分をお責めにならずともよいのです。あなたが今日の事態を引き起こしたわけではありません」

「で、でも、僕は教皇で、ぼ、僕がもっとしっかりしてれば、こ、こんな……」

「そうかもしれません。でも、あなたにその力はありませんでした」

　意外なことに、ハヴェルの声にあるのは、哀あわれみではなかった。無論、蔑さげすみでもない。

「弱いことは悪いことではありません。少なくとも、責められるべきことではない。ましてや、当人がその弱さを恥はじているときは特に」

　励はげまし──無力な少年の肩かたを抱だいて、神父はその顔を覗のぞき込んだ。

「聖下、確かに、今のあなたに、私やここに集つどう者たちをお救いになることはできない。ですが、将来のあなたなら──」

「火事だ！」

　訴うつたえるようなハヴェルの声を断ち切ったのは、時ならぬ男の悲鳴だった。

　なにやら騒そう然ぜんとなった城のあちこちで明かりが灯ともり、軍ぐん靴かの音が慌あわただしく響ひびき始めている。

「か、か、火事？」

「そのようです。しかし、ご心配にはおよびません。聖下はここでおくつろぎください」

　不安げに下を見下ろした少年が足を滑すべらせないよう注意しながら、神父は低く呟つぶやいた。

「いよいよ来ましたか──Ａｘ」




　　　　Ⅲ




「早く……早く、火を消せ！」

　叫さけんだ拍ひよう子しに、煙けむりを吸い込んでしまったアルフォンソは、ハンカチを口にあてたまま激しく咳せきこんだ。その間にも炎ほのおは、悪戯いたずら好きの小悪あく魔まのように地下広間のあちこちに飛び火しつつある。

「おのれ、教皇庁め！」

　足あし下もとに転がっている掌てのひら大の円えん盤ばんを蹴けり飛ばして、アルフォンソは呻うめいた。

　地下広間中に燃え拡ひろがりつつある炎の火元は、このちっぽけなプラスチックの円盤だ──ただし、その数、百個以上。地下水路から流れてきたそれらが、一いつ斉せいに水面で破は裂れつしたかと思うと、燃え盛る油ゆ脂しを周囲に撒まき散らしたのだ。

　こいつを作ったのは、悪魔みたいに狡こう猾かつな者に違ちがいない。プラスチック容器の内側には、薄うすい銅メッキと、さらにその上に特とく殊しゆな酸が塗と布ふされていた。水中に投じられた爆ばく弾だんはいったんは水底に沈しずむが、時間が経たつにつれ、酸がメッキと反応して大量の水素が発生する。発生した水素を浮ふ力りよくとして浮上した爆弾は、そのまま水流に乗って城内に流れ込み、爆発炎えん上じよう──バルバリーゴが持ってきた物は、たまたま何かの原因で浮上しなかった失敗作に過ぎなかったのだ。

「聖下！」

　激げき怒どする教皇に向けて声を張り上げたのは、最前より兵を指揮して消火にあたらせていたバルバリーゴだ。真っ黒く煤すすけた顔の中で、片かた眉まゆがすっかり焦こげてしまっている。

「もはや人力では消火は不可能です！　いったん、地下を封ふう鎖さして、あとは酸欠で自然鎮ちん火かするのを待つしかございません！」

　部下の進言に、アルフォンソは歯は嚙がみした。教皇であるこの自分が、明日に戴たい冠かん式しきを控ひかえた大切な夜に、こんな小細工に煩わずらわされようとは！

「だが、この程度の火災で、城がどうこうなるものか……おお、そうだ」

　肝かん心じんなことを思い出して、アルフォンソははたと手を打った。傍かたわらの司祭らに早口に命じる。

「あれは、この先のブロックに保管していたな？　念のためだ。すぐに安全な場所に移動させろ。万一、引火でもしたら大事になる」

「かしこまりました！」

　恭うやうやしく一礼した司祭や修道士たちが、教皇の命令を実行するべく散ってゆく。それを見送っていたアルフォンソの傍らで、残っていた二人の修道士が恭しく口を開いた。

「おそれながら申し上げます」

　二人組の一方──背の高い修道士が深くおろしたフードの下から発言した。

「噴進爆弾ミサイルを移動させるなら、例の人質めも、場所を移したほうがよろしいのではありませんか？　混乱に乗じて、敵が潜せん入にゆうする恐おそれもあります」

「ん？　ああ、そうだな」

　火勢は依い然ぜん激しく、止とどまるところを知らない。やきもきとそれを見やりながら、アルフォンソはほとんど上の空で頷うなずいた。

「どこか適当なところに移しておけ。ただし、見張りはしっかりつけておくのだ」

「はっ、ただちに！」

　教皇の勅ちよく命めいを受けた修道士たちは、一礼して踵きびすを返した。きびきびと広間を出ていこうとするその足が止まったのは、眼前にゆらりと細い影かげが立ちふさがったためだ。

「──派は遣けん執しつ行こう官かんの戦術は正面対決を避さける傾けい向こうにあります。それは、彼らの任務が非合法であり、支し援えんが期待できない状じよう況きようが多いからです」

　穏おだやかだが、どこか侵おかすべからざる何かを湛たたえた声が響ひびいた。殉じゆん教きようした聖者を思わせる瘦やせた顔の中で、新緑色の瞳ひとみが、二人の修道士たちをじっと見み据すえている。

〝ノーフェイス〟──ヴァーツラフ・ハヴェル神父は、二人の修道士にゆっくりと首を振ふった。

「アレッサンドロ聖下はご無事です──君たち二人さえ近づかなければね、アベル、トレス」

「……くっ！」

　咄とつ嗟さに身を翻ひるがえしたのは、背の高いほうの修道士──アベルだ。一方、褐かつ色しよくの修道衣を脱ぬぎ捨てた小こ柄がらな神父──トレスの両手には、すでに二に挺ちようの大型拳けん銃じゆうが握にぎられている。

「計画変へん更こうだ。ナイトロード神父、卿けいはアルフォンソ・デステを人質にとれ」

　光条レーザ照準器ーサイトの赤光にかつての同どう僚りようを捉とらえながら、〝ガンスリンガー〟は叫んだ。

「〝ノーフェイス〟には俺が対処する！」

「こ、こやつら、カテリーナの部下どもか!?」

　喚わめいたのは、アルフォンソである。無意識のうちにあとずさりながら、愕がく然ぜんと顎あごを戦慄わななかせる。

　いまだ状況が把は握あくできず、ただ狼狽うろたえ騒さわぐ兵士たちの間を駆かけ抜ぬけながら、アベルは怒ど鳴なった。

「おとなしくしてください、デステ元大司教！」

　正体がばれた以上、アルフォンソを人質にとって、アレッサンドロを解放させるしかない。咄嗟に傍らの尼に僧そうを盾たてにする元大司教に、アベルは猛もう然ぜんと肉にく薄はくするが──

「おとなしくするのは、アベル、あなたです」

　鋭するどい声を銀ぎん髪ぱつの神父に叩たたきつけたハヴェルの長身が、人間離ばなれした脚きやく力りよくで床ゆかを蹴けった。空中で一回転すると、アベルの前に猫ねこのように降り立つ。

「どいてください、ヴァーツラフさん！」

「どけ、ナイトロード神父！」

　アベルとトレス、二人の派遣執行官の声が交こう錯さくしたときには、すでに僧衣カソツクを脱ぎ捨てたハヴェルの体は透とう明めい化しつつある。

「待ってください、トレス君！　ヴァーツラフさん、お願いですから──」

「どけと言っている、ナイトロード！」

　立ちふさがる形となったアベルを突つき飛ばして、トレスが銃口を掲かかげたとき、すでにそこにはハヴェルの姿はない。それでも、〝ガンスリンガー〟は容よう赦しやなく引き金を絞しぼった。

〈無む駄だなことです、トレス。あなたには私が見えない──そして、私にはあなたが見える〉

　炎ほのおのはぜる音と兵士たちの叫きよう喚かんに混じって、深しん沈ちんと静まった声が響いた。そのときには、トレスの体は大きく床を蹴って、横跳とびに移動している。刹せつ那な、瞬前まで彼の体があった石いし畳だたみが、砲ほう撃げきでも受けたかのように爆散した。

〈避よけた？〉

　宙空から降った声に、かすかに意外げな響きが混じった。そのときには、着地したトレスの銃口が、複雑な軌き道どうを描いて旋せん回かいしている。

「〇・二二秒遅おそい」

　轟ごう然ぜん──二挺の戦せん闘とう拳銃が牙きばを剝むいた。と同時に、何もないはずの虚こ空くうで、かすかに何かが弾はじける気配があった。

〈これは……私が〝視みえて〟いるのですか？〉

　再び聞こえてきた声には、微び量りようながら何かを堪えているような気配が含ふくまれていた──直ちよく撃げきこそしなかったものの、銃弾は〝ノーフェイス〟のどこかを捉とらえたのだ。

〈なるほど、対ドツ動体プラーレーダーですか──〝教ウイリ授アム〟の仕事ですね〉

「〇・三五秒遅い」

　再び、トレスの手元で爆音があがった。見えない敵手に向けて引き金を絞るトレスの動きは正確で、容赦の欠片かけらもない。自分たちのことも忘れて、異様な戦いを見守るアベルとアルフォンソたちの視線の先で、壁石に巨きよ大だいな弾だん痕こんが穿うがたれる。

「──？」

　だが、必殺の銃弾を放った機械化歩兵の顔に表れたのは、人間で言えばかすかな狼ろう狽ばい──少なくとも、それに類する何かだった。

「二弾とも失中──目ター標ゲツ失トロ探スト」

　確かに、発砲の瞬間まで、対ドツ動体プラーレーダーに〝ノーフェイス〟の反応はあった──今はそれが消えている。

「対ドツ動体プラーレーダーは正常に作動中……推測不能。なぜ、〝ノーフェイス〟を捕ほ捉そくできない？」

〈我のテイ・我たグラテるはイア・主のムス御恵・イみにド・よるクオものド・。もムスし主・デ導かオ・ば、デユ何者ケンも害テ・ニするヒル・なしノケト……〉

　低い声はトレスの傍かたわら、床で燃え盛る炎の中から聞こえた。

〈周囲と一体化してしまったものを見み出いだすのは、とても難しいものです……対ドツ動体プラーレーダーは物体の動きそのものを感知するもの。ならば、炎の中に入り、その微び妙みような揺ゆらぎに同調していれば、捕捉はできません〉

「ト、トレス君、右です！」

　アベルが悲鳴をあげたときには、まるで聖書に語られる神の手のように、炎に包まれた腕うでが虚空に現れている。そしてそれは、咄嗟に銃口を掲げようとしたトレスの腕を捉え、そのまま、小柄な神父の体を壁かべに叩きつけた。

「しまった……トレス君！」

　バランサーに障害が発生したのか、機械化歩兵は仰あお向むけに倒たおれたまま、起き上がる気配を見せなかった。反射的にそちらに駆かけ寄ろうとしたアベルだったが、その前に人型の炎が立ちふさがる。

「おとなしくなさい、アベル……私は、できればあなたを傷つけたくない」

「ヴァーツラフさん……どうして!?」

　炎に包まれたハヴェルの苦行僧そうのような姿を見やって、アベルは呻うめいた。

「どうして、あなたはそんなになってまで──」

「でかしたぞ、ハヴェル！」

　二人の会話に歓かん喜きの声が割って入った。それまで盾にしていた尼僧を脇わきに捨てたアルフォンソが、アベルの顔を睨ねめつけている。

「確か、この男はローマで私に銃じゆうを向けた不ふ埒らち者ものではないか？　ちょうどいい。今、この場で地じ獄ごくに送ってくれるわ！」

　元大司教の手には、傍かたわらの兵士から取り上げた小銃が禍まが々まがしい輝かがやきを放っていた。その銃口をアベルの顔に向けて、アルフォンソは宣告した。

「さあ、カテリーナの犬め、教皇である私自身の手で清められるのだ。感謝するがいい！」

　銃声が、広い地下広間に轟とどろいた。だが、次の瞬間にあがったのはアベルの断だん末まつ魔まではない。

「ハ、ハヴェル……」

　発砲寸すん前ぜんに突つき飛ばされた姿勢のまま呻いたのは、アルフォンソだ。その眼前で、瘦やせた神父はいまだ煙けむりをあげ続ける手を顔の横に振ふりかざしている。

「ハヴェル、まさか、貴様、裏切りおったか!?」

「…………」

　悲鳴のような主君の糾きゆう弾だんに、神父は答えなかった。答えぬまま、鋭するどい手刀を突き出す。

「ひっ……！」

　風を巻いて繰くり出された貫手に、アルフォンソは反射的に顔を伏ふせた──そして、それが彼の命を救った。彼のすぐ背後から突き出された鋭い輝きが、白しら髪がの何本かを切断しながら、瞬しゆん前ぜんまで彼の頭のあった空間を通り過ぎたのだ。一方、ハヴェルの手刀が襲おそったのは、アルフォンソの背後にあって、鋭く尖とがった金属棒の先せん端たんを突き立てようとしていた尼僧の顔面だった。

　澄すんだ金属音が響ひびいたときには、尼僧の体は体重を感じさせぬ軽やかさで後方に向けて跳ちよう躍やくしている。一方、ハヴェルの肩かたには、本来、アルフォンソの頭に撃うち込まれるはずだった金属棒が突き刺ささっていた。

「……異い端たん審しん問もん局きよくに、天才的な暗殺者がいると聞いたことがあります」

　中央に指を通すための穴が空いた金属棒──峨リン嵋グニ刺ードルと呼ばれる、太古に遥はるか東方世界で使用されていた暗殺用兵器を肩から引き抜ぬき、ハヴェルは呟つぶやいた。

「あらゆる暗器を使いこなし、これまで数百人の命を奪うばった〝死の淑女〟とは、貴女ですね？」

「……異端審問局副局長のシスター・パウラです。本日はアルフォンソ・デステ元大司教の異端容疑に関する判決の朗読と刑けいの執しつ行こうに参りました」

　落ち着いた声で女は答えた。

　おとなしそうな顔に浮うかんでいるのは穏おだやかな表情だ。しかし、脱ぬぎ捨てられた尼僧服の下から現れた体はといえば、地味な顔だちとはおよそ不ふ釣つり合あいなほど肉感的なボディラインを灰銀色の下ボデイ着スーツがぴったりと覆おおっている。いや、あれは下着などではない。装そう甲こう戦せん闘とう服──強化歩兵用の戦闘補助システムだ。

　ハヴェルを除いて驚おどろきに声もない一同に向けて、〝死の淑女〟は、冷然と宣告した。

「判決。元ケルン大司教アルフォンソ・デステは異端にして、改宗の余地なし。よって、これを即そく時じ死し刑けいに処するもの也なり──以上。これより、刑の執行に移ります」
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　結局、作業場にいた信徒たちで生き残ったのは、弁当を届けにきていたその幼い修練女だけだった。彼女以外の全員が、飛来した鋼線ワイヤーの先に括くくり付けられた小さな刃物──縄ワイヤー鏢ピツクによって、心臓を抉えぐられ、即死している。

「ぶしゃしゃしゃ！　はろー、お嬢じようちゅあん♥」

　二十人分の血ち溜だまりに尻しり餅もちをついた見習いシスターを見下ろし、そいつは下品に唇くちびるを蠢うごめかせた。

　人間ばなれした容姿の持ち主だ。異常に背が低く、しかも樽たるみたいにずんぐりむっくりしているのはまだいいとしても、修道衣の下から覗のぞく素す肌はだはぬめぬめと黒光りしている。不格好な顔は両目の間がやけに開いて、ある種の魚を思わせた。

「ちょおっと聞きたいことがあるんだけど、いいかなあ～？　僕ちゃん、君たちが盗ぬすみ出した噴進爆弾を探してるとこなんだけどさあ」

　べったり血ち糊のりのついた鏢ピツクで、そいつは作業場の中央を指した。そこには、危険な液体燃料の漏ろう出しゆつに備えて、深いプールが水を張っている。その中央にしつらえられた作業台には、全高五メートルほどの、鉛えん筆ぴつのような物体が横たえられていた。

「それって、こいつのことだよねぇ？」

「そ、そ、そ、そうです……」

　幼い修練女がかくかくと首を振ると、その化け物はぶ厚い唇をにいっと割った。

「びんごぉ！　Ｙａｈ！　やっぱ、神さまって、正しい者の味方だよねぇ？　Ｈｏｏｈ！」

　新聞紙を擦すり合わせるような声で笑ったそいつは、両手を打ち合わせた。それから、なんとも言えぬねばついた視線で、娘むすめを嘗なめ上げる。

「さんきゅね、お嬢ちゅあん……お礼に、痛くないように殺してあ・げ・る♥」

「……ひっ！」

　恐きよう怖ふに歪ゆがんだ少女の顔に舌なめずりしながら、小男はゆっくり腕うでを振り上げた。逆手に握にぎった鏢ピツクを、修練女めがけて勢い良く振り下ろす──

　だが、次の瞬間あがったのは、鼓こ膜まくに突き刺さるような甲かん高だかい金属音だった。

「……何かなあ、君は？」

　修練女は白目を剝むいて失神していた。振ふり下ろされた凶きよう器きは、青い頭巾コイフをかすめて床ゆかを穿うがっている。ワイヤーを操ってそれを引き抜きながら、小男は胡う散さん臭くさげに顔をしかめた。

「ひょっとして、この異端どもの仲間かい？」

「──俺ぁ、Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かんレオン・ガルシアってもんだ」

　手元に戻もどってきた戦チヤク輪ラムを指先に回転させながら、戸口の巨きよ漢かんはぶ厚い肩をすくめてみせた。

「そこの噴進爆弾をバラしに来たんだがね……お邪じや魔まだったかい、ブラザー？」

「なんだ、お仲間か」

　名乗りを聞いた小男は、ほっとしたように表情を緩ゆるめた。しなやかな歩調で入室してきた派遣執行官に向けて、馴なれ馴れしく手を差し出す。

「僕は異端審問官ブラザー・フィリポ。よろしくねえ……なあんて、言うわきゃねえだろおがっ！」

　一転、小男の口調ががらりと変わったときには、魔ま法ほうのように翻ひるがえった手が、縄ワイヤー鏢ピツクを電光の勢いで吐はき出していた。それをもろに喉のど笛ぶえに喰くらったレオンの巨体が、もんどり打ってプールに転落する。

「ぶしゃしゃしゃっ！　くりてぃかるぅぅぅぅひっとぉぉぉぉっ！」

　高い水みず飛沫しぶきがあがったのを見て、フィリポは甲高い笑い声を響かせた。その場でくるくるとバク転しながら、さも愉ゆ快かいげに両手を打ち鳴らす。

「へっ、ざまみやがれ、毛玉ケダマッチョ！　人の楽しみ邪魔しくさりやがって！　てめえなんざ、マッチョ地じ獄ごくで永久にのたうち回るがいいわっ！」

「──おい、ダルマウナギ」

　だが、勝利の舞いに思い切り冷水をかけたのは、背後から響ひびいたダミ声だった。

「こりゃあ、なんのつもりだ？　返事次第じゃ、おめえ、死ぬぞ？」

　顔をひきつらせたフィリポのすぐ背後、半はん裸らの巨漢が物ぶつ騒そうな目つきで立っていた。プールの水面に浮かんでいるのは、彼の僧衣カソツクだけだ。

　次の瞬しゆん間かん──肥ひ満まん体たいに似合わぬ素早さで、フィリポの短たん軀くは旋せん回かいしていた。

「すんませんっ！　許してください！　自分、超ちよーチョーシこいとりましたですっ！」

　がばっと音がしそうな勢いではいつくばるや、いきなり額を床にこすりつけたのだ。

「ジョークっすよ、ジョーク。いっつ、おんりぃあじょーく、えへ♥……こんなボクって、お・ち・ゃ・め・さ・ん？」

「…………」

　新種の害虫のように床で蠢うごめく小男の後頭部を、レオンは殺気だった眼で見下ろしていたが、異い端たん審しん問もん官かんを殺すのはさすがにマズいと理性を働かせたらしい。不ふ機き嫌げんに顎あごをしゃくった。

「消えな──二度と、その醜みにくい顔ツラを見せるんじゃねえ」

「はっ！　ありがとうございますですっ！」
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　フィリポは妖よう術じゆつでも使っているような鮮あざやかさで、はいつくばった体勢のまま床の上を後退した。そのまま、作業場を出ていきかけ──

「……そいやっ！」

　噴進爆弾に注意を払はらっていたのが、隙すきとなった──レオンの死角をついて、フィリポが飛び掛かかったのは床で気絶していた修練女だ。短軀からは想像できない怪かい力りきで少女を持ち上げると、異端審問官はそれをプールに放り投げた。

「て、てめえ、何しやがる！」

　思いもよらぬ小男の行動にレオンが怒ど声せいを張り上げた間にも、意識のない少女の体は、そのまま大量の気き泡ほうをあげて水底に沈しずんでゆく。慌あわてて、巨漢もプールに飛び込んだが──

「な～うげった、ちゃ～んす！」

　フィリポの手が翻った。縄ワイヤー鏢ピツクが、水中で少女の体を抱だく大男に向けて一直線に飛来する。

「ふざけんなっ！」

　視線も向けず、レオンは裏うら拳けんでそれを弾はじいた。修練女をまず床にあげ、次いで自分もはい上がろうと、プールの縁ふちに手を伸のばす。

「ちょーしこきやがって、このダルマウナギ！　やっぱ、てめえは殺す！」

「殺すだあっ？」

　だが、凶器を水中に落とされながらも、フィリポの勝ち誇ほこった表情は変わらない。縄ワイヤー鏢ピツクのワイヤーを握にぎったまま、ひらひらと唇くちびるを蠢うごめかせる。

「このビューティホーかつストロンゲストなオレ様ちゃんを殺せると思ってんのか、毛玉ケダマッチョ……死ぬのは、てめえだっ！」

「!?」

　その瞬間、レオンの毛が文字どおり逆立った。

　水中に落ちていた縄ワイヤー鏢ピツク──鋼線ワイヤーを介かいして異端審問官と繫つながったそれから、凄すさまじい電流が彼の全身を襲おそったのだ。心臓が跳はね上がり、不正な信号を受けた体中の筋肉がでたらめに痙けい攣れんする。

「ぶしゃしゃしゃしゃしゃしゃっ！　ひ～ほ～、くりてぃかるひっとぉぉぉぉ！　んっん～、油断はいかんＹｏ、派遣執行官？　Ｈｏｏｈ！」

　全身に発達した数十万の発電細さい胞ぼうから、最大三十万Ｖボルトの高電圧放電を行う強化人間──ブラザー・フィリポは、腹を抱かかえて笑った。一方、馬でも即そく死ししかねぬ電でん撃げきを受けたレオンは、ただ口を虚むなしく開閉して喘あえぐだけだ。

「おお、まだ生きてやがる。まさにゴキブリなみの生命力！　すんばらすぃ～っ！」

　くるりとバク転すると、フィリポはおどけたように手を打ち鳴らした。

「でも、そろそろお別れのお時間でぃ～す！　おとなしく死んでくだすぁい！」

　騒そう々ぞうしく嗤わらった異端審問官がまさぐるのは、傍かたわらのコンソールだ。実験器具の間にあったボタンを丸い指が押し込むと、鎖くさりの鳴る音を響かせてプールの水底に暗い矩く形けいが開く。緊きん急きゆう用の排はい水すい口は、轟ごう音おんをあげて水を吸い込み始めた。

「ひゃ、ひゃべえ……」

　呂ろ律れつの回らぬ舌で、かろうじてそれだけ口にしたレオンの周囲を、巨きよ大だいな渦うずが巻き始めた。むろん、この痺しびれた体では、抗あらがえようはずもない。虚しく四し肢しを痙攣させる〝ダンディライオン〟の巨体は排水口に向けて流されてゆくが──

「お、おろっ!?」

　訝いぶかしげな悲鳴をあげたのは、コンソールの側そばに立っていたフィリポのほうだった。いきなり、凄まじい力が、彼の短軀をプールのほうへ引きずり寄せ始めたのだ。

「な、なんだあ、これわ!?」

「へ、れめえてめえもみちもみちるれらづれだ、ろのこのらるまダルマうらりウナギ」

　相変わらず呂律の回らぬ言葉で、しかしこのうえなく愉ゆ快かいげに嗤ったとき、巨漢の手には、さきほどフィリポが投じた縄ワイヤー鏢ピツクが握にぎられている。しっかりと手首に巻き付けられた鋼線ワイヤーを目撃した異端審問官の目が人間の限界を超えて剝むかれた。

「こッ、このクタバリ損な……イィィィィッ！」

　脚あしを滑すべらせたフィリポの体は、レオンの巨体に引きずられるように水中に転げ落ちていた。刹せつ那な、逆巻く渦うずがその上に覆おおいかぶさると、罵ののしり合う男たちを、排水口の暗あん渠きよが轟音をあげて吸い込んだ。
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「迅はやい！」

　ハヴェルが呟つぶやいたときには、パウラの姿は残像だけ残してかき消えている。かと思えば、次の瞬しゆん間かん、アルフォンソの側に白日夢のような唐とう突とつさでその不吉な影かげは現れていた。

「せ、聖下、危な──」

　異端審問官の前に立ちふさがった大おお柄がらな司祭の声が不自然に途と絶だえた。その後頭部から、峨リン嵋グニ刺ードルを引き抜ぬいた〝死の淑女〟は、完全に無表情。呼吸どころか歩調さえ乱さぬまま、アルフォンソの眼前に迫せまる。白い手がくるりと回転したかと思うと、暗器の先せん端たんが目標の眉み間けんに伸のびた。

「ひ！」

　だが、顔を強こわ張ばらせたアルフォンソの眼前で峨リン嵋グニ刺ードルは甲かん高だかい悲鳴をあげてへし折れていた。

「──聖下、お退ひきを。ここは私が」

　凶きよう器きをへし折った掌しよう底ていを掲かかげたまま、ハヴェルは主君を自分の背後へと押しやった。その視線の先では、無表情な女が新たな得え物ものを背中から引き出している。三日月形の刃は物ものをぶっちがいに組み合わせたようなそれは鴛ムー鴦ンブ鉞レイド──近接格闘戦用の暗器だ。長剣ほどの長さもあるそれを二本、左右の手にそれぞれ構える。

「…………」

　最初に仕し掛かけたのはハヴェルだった。

　下半身だけの動きで滑るように踏ふみ込むと、同時に腕うでを繰くり出す。繰り出す最中に、手首を捻ひねって掌底から貫ぬき手てに切り替えスイツチ。鉄板さえ貫かん通つうする必殺の一いち撃げきが、敵手の鳩尾みぞおちを目指す。

　だが、仕掛けたのは〝ノーフェイス〟が先でも、届いたのは〝死の淑女〟のほうが早かった。扇せん情じよう的な肉体がなまめかしく動いたときには、必殺の手刀は数ミクロンの誤差で空を切っている。パウラの鴛ムー鴦ンブ鉞レイドは、長く伸びたハヴェルの右腕をそのくびれに捉とらえ──そのまま、いっきにへし折った。

「…………ぐうっ！」

　神父の口から、この日、初めて悲鳴がこぼれた。いかなる力がそこに加えられたものか、右腕は、ありえぬ方向にねじ曲がってしまっている。

「──神罰とどめ」

　一方、尼に僧そうの静かな声には、何の感情もこもってはいない。細い腕がしなやかに撓しなると、ハヴェルの首筋に向けて、鴛ムー鴦ンブ鉞レイドの不吉な輝かがやきを一いつ閃せんする──直前、大きく跳とびすさっている。

「…………」

〝死の淑女〟は切れ長の眼めだけを動かした。怜れい悧りな視線の先では、銀ぎん髪ぱつの神父がかまえた銃じゆう口こうから、うっすらと白い煙けむりがあがっている。

「異い端たん審しん問もんを妨ぼう害がいするのですか、派は遣けん執しつ行こう官かん？」

　パウラの声に怒いかりの気配はない。何か、新しい事務仕事でも見つけたような口調だった。

「それなら、あなたも排はい除じよせねばなりません」

「──逃にげなさい、アベル！」

　右腕を押さえたまま、ハヴェルが怒ど鳴なった。

「あなたは人を殺せない──しかし、彼女は殺さない限り、止められません！」

「くっ……」

　警告は手て遅おくれだった。そのときには、異端審問官の影かげはアベルのすぐ眼前にまで迫っていたのだ。所有者の迷いを映した銃口が一瞬、狙そ点てんを求めて彷徨さまよったその隙すきに、細い手の握る鴛ムー鴦ンブ鉞レイドが神父の首筋に向けて旋せん回かいする。

「──〇・〇八秒遅い」

　もし、横合いから放たれた銃じゆう弾だんが、氷ひよう刃じんを弾はじいていなければ、アベルの首は消し飛んでいたはずだ。得物を失った尼僧に向けて、床ゆかから立ち上がったトレスはなおも引き金を絞しぼろうとしたが──

「ご無事ですか、聖下！」

　無数の軍ぐん靴かの響ひびきとともに、複数の怒声が轟とどろいたのはちょうどそのときだった。

　振ふり返れば、広間の入り口から軍服の群れが押し入ってくるところだ。異常に気づいた兵士たちが、ようやく到着したのだ。へたりこんだ教皇の傍かたわらで凶きよう器きを掲かかげる三人の男女に、銃口が向けられる。

「……こ、こやつらを捕とらえろ！」

　尻しり餅もちをついたままのアルフォンソが喚わめいた。

「こやつらは、教皇庁の暗殺者どもだ！」

「…………」

　銃口の群れを一いち瞥べつしたパウラが、小さく舌打ちした。二人の派遣執行官に加え、この数をさばくのはさすがに彼女にとっても骨が折れることを看みて取ったらしい。その細い腕がしなやかに翻ひるがえったかと思うと、床に小さな円えん盤ばんを投じる──

　乱入してきた兵士たちの間から悲鳴があがった。床石を転がった円盤が大だい音おん響きようとともに破は裂れつしたのだ。吹ふき上がった煙えん幕まくには催さい涙るい効果もあったらしい。盛んに咳せきこむ音が聞こえてくる。

「ナイトロード神父、この隙に離り脱だつすることを推すい奨しようする」

　すでにそのときには、〝死の淑女〟の影は煙の向こうに消えていた。それを確認して、トレスは同どう僚りようを促うながした。

「作戦は失敗した──我々も撤てつ収しゆうを」

　煙幕は早くも薄うすれかけている。だが、この混乱に乗じて、地下水路まで辿たどり着けば、そこから城外に脱出できるはずだ──しかし、銀髪の神父の行動は、トレスの予測を超こえていた。

「…………」

　無言のまま拳銃を床におくや、あろうことか降こう伏ふくの印に両手をあげたのだ。そして、その前で彼を見つめていたのは、傷ついたいま一人の神父、ハヴェルだった。

「……行ってください、トレス君」

〝ノーフェイス〟の瘦やせた顔を見み据すえたまま、アベルは囁ささやいた。

「私は降伏します──あなただけでも逃げてください」

「…………」

　その刹せつ那な、機械人形の顔を過よぎったのは、苛いら立だちとも、納なつ得とくとも、あるいは諦あきらめともつかない、かすかな感情の気配だ。

　だが、次の瞬しゆん間かん、仮面のような表情を取り戻もどした〝ガンスリンガー〟は身を翻していた。

「作戦失敗。損失ロスト一名──撤収する」







　　　　Ⅵ




　早めの夕食は、雑ざつ穀こくの粥かゆが少々と傷いたみ始めた黒パンの欠片かけらだった。

「いやあ、ごちそうですねぇ」

　牢ろう獄ごく唯ゆい一いつの囚しゆう人じんはにこにこと笑ってみせたが、食事を運んできた少年たちは硬かたい表情を崩くずさなかった。リーダー格らしい、機関拳銃を提さげた少年がぶっきらぼうに促うながしただけだ。

「余計なこと言ってねえで、早く食べろ。食ってる間、ここで見張ってるからな」

「はいはい。かまいませんよ……えっと、天にまします我らが父よ、お恵みに感謝しますっと」

　手早く祈いのりを済ませ、アベルは早速、今日唯一の食事にとりかかった。一息に粥を飲み干すと、それを嚥えん下かするより早く、パンにかぶりつこうとする。が、あんぐりと口を開いたところで、ふと、何か気づいたように振り返った。

「ええっと……」

　一つ咳せき払ばらいして、神父は頭を搔かいた。

　少年たちが今にも涎よだれを垂らしそうな顔で、食事を見守っていることに気づいたのだ。照れ臭くさげな笑えみを添そえて、まだ手つかずのパンを差し出す。

「よろしかったら、召めし上がられます？」

「オラ、捕ほ虜りよから飯を取りあげるなんてしね！」

　まだ声変わり前の甲かん高だかい声で怒ど鳴なると、少年はぷいと顔を背そむけた──背けたが、その目は所有者の意に反して、パンを盗ぬすみ見ている。銃じゆうを握にぎる彼らの手がひどく瘦やせこけ、頰ほお骨ぼねが高く出ていることに、アベルはようやく気づいた。

「……ちょっと待っててくださいね」

　手て錠じように繫つながれた手で器用に懐ふところを探さぐる神父を、少年たちは不思議そうに見やった。武器は取り上げてある。いったい何をするつもりだろう？

「えっと、確かこっちに……あったあった」

　ごそごそと引っ張り出された小箱に、少年たちの目が大きく見開かれた──キャラメルだ！

「チョコレートもありますよ。食べかけですけど、よろしかったらどうぞ」

「…………」

　こいつ、陰いん謀ぼうでも企たくらんでいるのではなかろうか──少年たちはそんな目で神父の笑顔を盗み見たが、空腹には抗あらがえなかったらしい。全員がさっと小箱に手を伸のばすと、リーダー格の一人を除いて、その甘い立方体をほおばる。

「おや、君は食べないんですか？」

　仲間が歓かん声せいをあげる中、手をつけぬ菓か子しを懐にしまった機関拳銃の少年に、アベルは尋たずねた。

「毒なんて入ってませんよ。安心してください」

「……妹に持って帰る」

　口を尖とがらせた少年の答えは短かった。

「こんなもん、妹は食ったことねえから……」

「……そうですか」

　今度は、アベルが沈ちん黙もくする番だった。

　どうやら見たところ、彼らは元々のブルノ市民ではないようだ。おそらくは、近きん隣りんの村から流入してきた農民の子弟だろう。それにしても、こんな年とし端はもゆかぬ少年らに武器を持たせるほど、新教皇庁は追いつめられているのか？　教会軍の攻こう撃げきが始まれば、真っ先に死ぬのはこの子たちだ。

「ひどいな……ヴァーツラフさんは何をやってるんです！」

　思わず、アベルは吐はき捨てた。

「こんな子供たちに武器を持たせるなんて、いくらなんでもやり過ぎじゃないですか！」

「そうですね──私もそう思います」

　忿ふん懣まんやるかたない神父に答えたのは、背後で響ひびいた声だった。

　いつ現れたのか、瘦せた顔を短い髭ひげで覆おおったいま一人の神父が、どこか悲しげな微び笑しようを浮うかべて立っていたのだ。

「ハ、ハヴェル神父さま！」

「ああ、慌あわてなくてけっこうですよ、皆みなさん」

　あたふたと口元を覆った少年たちを、隻せき腕わんの神父──ハヴェルは優やさしく制した。

「せっかくの神父アベルからのプレゼントです。よく味わってお食べなさい……ああ、ところで食事の間、彼と二人きりにしていただけませんか？　少し話をしたいことがあるのです」

「だ、だども神父さま、危なくないけ？　こんなスパイと二人きりなんて」

　機関拳銃の少年は訴うつたえるような目でハヴェルを見上げたが、敬愛する神父が笑顔で頷うなずくのを見て、それ以上の忠告を諦あきらめたらしい。

「よし、みんな、行くど……それじゃ、神父さま、くれぐれもお気をつけになってくださいまし」

　素す直なおに頷いた少年兵たちは、そのままぞろぞろと部屋を出ていった。その背が扉とびらの向こうに消えるのを確認して、ハヴェルはアベルの側そばに立った。

「調子はいかがですか、アベル？」

　囚人の顔を覗のぞき込んで、ハヴェルは尋ねた。

「申し訳ありませんね。手て荒あらなことはしないように言っておいたのですが……」

「そんなことより、今の子たちはなんですか、ヴァーツラフさん？」

　珍めずらしく、相手をなじるような色を顔に浮かべて、アベルは元同どう僚りようを見返した。

「あんな子供たちに武器を持たせるなんて……あなたらしくもない！」

「少年兵の採さい用ようはアルフォンソ聖下の発案です」

　寂さびしげに首を振ふった瘦そう身しんの神父は、左手だけを器用に使ってアベルの手錠をはずした。その右みぎ腕うでは肩かたから先がない──昨夜の交戦で折られた義手は、修復不能だったため、とりはずしてしまったのだ。ここがローマであれば、スペアもあったろうが、こんな田舎いなかではスペアどころか、修理すらおぼつかない。

「我々の人手不足は深刻です。市内の警備やら、防ぼう御ぎよ施し設せつの工事やら、働き手はいくらあっても足りません。ですから、こんな後方警備に正規兵など回す余よ裕ゆうはないのです……」

　小さくため息をつくと、ハヴェルは沈ちん鬱うつな表情を独どく房ぼうの壁かべに開いた窓に向けた。

　塔とうからは、市壁の向こう、ブルノを囲む高い山さん稜りようが望見できた。本来なら、この時季、山やま肌はだは紅葉で燃えるように赤らんでいるはずだ。だが、今そこは、鉄と灰の色で埋うめ尽つくされている。無数のテントと軍用車しや輛りようの群れの間に翻ひるがえるのは、白地に赤で十字架を染め抜ぬいた軍旗──教会軍のローマ十字旗である。

「このうえ、包囲軍の攻勢が始まろうものなら……それこそ、ひとたまりもないでしょうね」

「それがわかってて、なぜ降こう伏ふくしないんです？」

　さり気ない──というには、感情がこもり過ぎていたかもしれない。元同僚の視線を追って窓の外に顔を向けると、アベルはため息をついた。

「この兵力差じゃ、それこそ、神のご加護でも下らない限り、勝ち目はありません……だったら、さっさと降伏して、市民の安全を確保されるべきじゃありませんか？」

「……アベル、あなたは神を信じますか？」

「はっ？」

　唐とう突とつな言葉に、アベルの目は一いつ瞬しゆん、点になった。

「そ、そりゃまあ、これでも神父ですから……みんなには〝ダメ神父〟とか言われちゃってますけど、一応、神さまぐらいは、ええまあ、なんとか信じてますよ」

「私は、神など信じません」

「……へっ？」

　おそらくは、Ａｘで最も信しん仰こう篤あつい男の言葉に、アベルの目は再び点になった。今度はなかなか元に戻もどらないそれを無視して、ハヴェルは独白のように呟つぶやいた。

「私は神など信じない……まこと、主が実在されるなら、正義よりも力を、正しいことよりも強いことをお認めになるのはどういうわけです？　貧しくとも正しく生きてきた人々が、死の瀬せ戸と際ぎわにまで追いつめられ、剣けんを取って立ちあがらねばならなかったのは、なぜです？」

　遠く、戴たい冠かん式しきが行われている聖ペテロパウロ大聖堂からは鐘かねの音ねが響き、散発的に花火が上がっている。しかし、街路に人ひと影かげは見えない。一いつ般ぱん市民は皆みな、迫せまる教会軍の攻撃に怯おびえて、屋内に引きこもってしまっているのだ。死に絶えたような街に向けて、ハヴェルは静かに告げた。

「〝貧しき者は幸いなり〟〝信ぜよ、さらば救われん〟──すべて噓うそです。神など存在しない」

「……主を信じないなら、ヴァーツラフさん、なおさら、あなたは降伏すべきです」

　アベルの声に背教者をなじる響きはない。その目は、まるで途と方ほうに暮れた子供のようだ。

「昨夜、メディチ枢すう機き卿きようは、聖下の身み柄がらを無視してまで、アルフォンソ・デステを殺害しようとしました……その彼が、戴冠式の強行を許すはずがありません。この街を壊かい滅めつさせてでも、阻そ止ししようとするに決まってます！」

「ローマは我々に手だしできません」

　静まり返った街を見下ろしたまま、ハヴェルは静かに答えた。

「我々のもう一つの切り札──地下の噴進爆弾がある限り、教会軍はこの街に突とつ入にゆうできない。なぜなら、あの爆ばく弾だんの存在は、彼ら全員の死をも意味するからです」

「……それってどういう意味です？」

〝彼ら全員の死をも意味する〟──敵軍を道連れに、自爆でもするつもりだろうか？　しかし、どんなに大型の噴進爆弾でも、せいぜい城一つ吹ふき飛ばす程度が関の山である。三万からの大軍を全滅させる爆弾など存在するのだろうか？

　だが、ハヴェルの声に含ふくまれた確信は、揺ゆるぎなかった。

「あの弾頭に搭とう載さいされているのは八キログラムのシアン化カリウムとその気化器です──これは、単純計算で、五十万人からの致ち死し量に相当します。突入してきた兵士たちを全滅させるのに、十分な量でしょう」

「シアン化カリ……な、なんですって!?」

　恐おそるべき死神の名に、アベルの声が裏返った。




　シアン化カリウム──俗に青酸カリとも呼ばれる猛もう毒どくの結けつ晶しようだ。むろん、そのままでも十分に危険だが、弾頭に充じゆう塡てんされている酸と混じり合うことで、容易に強きよう揮き発はつ性せいのシアン化水素に化学変化し、周囲の人間を死に至らしめる有毒ガスとなる。気化器を使ってこれを拡かく散さんすれば、数分以内に、この街を死の霧きりで覆おおい尽つくすことも可能だ。




「な、なんだって、そんな毒ガスが噴進爆弾の弾頭に搭載されてるんです!?　いったい何に……」

「何に？　もちろん、〝帝国〟との戦いに備えてですよ」

　ハヴェルの声に怒いかりはない。だが、胸のロザリオをまさぐるその指は、かすかに震ふるえていた。

「青酸ガスが、吸血鬼にも有効なことはご存じですね？　次の十クル字セイ軍ドで、メディチ枢機卿は、あれを〝帝国〟に撃うち込むつもりなのでしょう」

「て、〝帝国〟に毒ガスを……!?」

　旧時代の毒ガスや細さい菌きん兵器の発掘サル復元ベージは、教皇庁でも何度か試みられたことがあったが、はかばかしい成果は上がっていなかった。扱あつかいが難し過ぎるうえ、そのほとんどは吸血鬼には通用しなかったからだ。サリンやタブンといった神経ガスさえ、彼らの肉体は無毒化する──ところが、その数少ない例外が青酸ガスである。

　その原因はいまだ解明されていないが、どうやら吸血鬼どもが〝バチルス〟と呼ぶ、彼らの血中共生細菌が異様に酸素を消費することと何かの関連があるらしい。というのも、シアン化合物は細さい胞ぼうへの酸素供給を阻そ害がいする毒物だからだ。青酸ガスを吸った吸血鬼は、人間なみの脆もろさで死に至ることが確認されている。

　とはいえ、銀や日光などとは違ちがって、青酸シアンガスは人間にとっても致命的な毒素だ。そんなものを都市に撃ち込んだりすれば──

「長生種メトセラばかりじゃない！　短生種テランだって、〝帝国〟には大勢住んでるんですよ!?　それに風向き次第じゃ、このあたりだって危なくなる！」

「大の虫を殺すためなら、小の虫の生死など問題外──」

　ハヴェルの微び笑しようには、氷の刃やいばが含まれている。相変わらずアベルとは視線を合わせようとしないまま、神父は床ゆかに向かって吐はき捨てた。

「そういうことなのです、アベル。教皇ヴアチ庁カンは、吸血鬼を打だ倒とうするためなら、辺境や帝国領の同どう胞ほうなどどうなっても構わないらしい」

「……あなたが反逆したのは、これが原因だったんですね、ヴァーツラフさん」

　かつての仲間を眺ながめやったアベルの顔も暗い。呻うめいた声はかすかにかすれていた。

「このことを知って、あなたは──」

「……アベル、あなたに一つお願いがあります」

　旧友の同情を断ち切るように、ハヴェルが姿勢を正したのはそのときだった。最前までの暗い笑えみを消すと、瘦そう身しんの神父は静かに顔を上げた。

「他ほかでもないアレッサンドロ聖下のことです──彼を連れて、街を出てください。それもすぐに」

「は!?」

　一いつ瞬しゆん、相手の言葉についていけなくなって、アベルは目を白黒させた。

　アレッサンドロを連れて街を出ろ？　しかし、彼はハヴェルらにとって、大事な人質ではなかったのか？

「異い端たん審しん問もん官かんはあの方の存在を無視して、攻こう撃げきを仕し掛かけてきました……どうやら、メディチ枢機卿に弟を救い出す意志はないらしい。つまり、聖下に人質としての価値は無いということです」

　ハヴェルの瞳ひとみは目の前のアベルではなく、昨夜、独どく房ぼうで語り合った少年に向けられている。それは、出来の悪い、しかし愛する弟子のことを話題にしている教師の瞳だ。

「あの方は、今、大聖堂に連れて行かれています。アルフォンソ猊げい下かは、戴冠式に甥おいの姿を晒さらすことで、自分の優位をアピールするおつもりらしい──聖下を助けるのであれば、今が絶好のチャンスです」

　右みぎ腕うでのない瘦身をやや左に傾かたむけた元同どう僚りようの目を、アベルは覗のぞき込んだ。

「……ねえ、ヴァーツラフさん、まだ間に合いますよ？」

　嘆たん願がんするような声は、どちらが反逆者なのかわからない。不器用に、しかし真しん剣けんこのうえない口調でアベルは訴うつたえる。

「今なら、まだ間に合います。こちらに戻もどってらっしゃいませんか？　私、一生懸けん命めい、カテリーナさんにお願いします。だから──」

「ありがとう、アベル」

　元同僚の瘦やせた顔に浮うかんだ微笑を、その後、アベルは忘れることはなかった。

「昨夜は、わざわざそれを言うために、残ってくださったのですね？　でも、もう私は引き返せません。ここで引き返しては、私を信じてここまで来た人々を見捨てることになる……私は、あのおぞましい兵器を守って、やれるところまでやってみるつもりです」

「守れますか、その体で？」

　中身の入っていない右みぎ袖そでを痛ましげに見やって、アベルは問うた。

「あれがある限り、教会軍は市内に突とつ入にゆうできない。ということは、あれを無力化するために、異端審問官は、絶対、この城を襲おそってきます……今のあなたが、彼らを撃退できますか？」

「昨日の轍てつはもう踏ふみませんよ。この城には、まだ四百人からの兵士が配置されているんです。我々は、きっとあれを守り抜ぬいてみせます」

　果たして、本当に自分の言葉を信じているのか。それとも、ある種の覚かく悟ごをすでに決めているのか──頼たよりなく揺ゆれる右袖を翻ひるがえして牢ろうを出てゆく背中が振ふり返ることは、二度となかった。

「ですから、アベル……あなたは聖下のことを、くれぐれもよろしくお願いします」




　　　　Ⅶ




「長い、そして、険しい道のりであった……」

　祭さい壇だんの傍かたわら、白木セデイアの教・ジエス皇輿トリアから、歓かん呼この声をあげる人々を見み渡わたし、アルフォンソ・デステ元大司教──いや、新ノイエ教・ヴア皇テイカ庁カーン初代教皇アルフォンソ一世は満足げに頷うなずいた。堂内を所狭せましと埋うめ尽つくすのは、ローマの専制に反はん抗こうしてブルノに参集した世俗諸侯や聖職者、そして軍人たちだ。

　前教皇の死から始まって、教皇コン選出クラ会議ーベでのまさかの敗北。ケルンでの五年にわたる雌し伏ふくと、ローマでの〝沈ちん黙もくの声〟作戦の失敗。そして、今回の蜂ほう起き──聖座までの長い道のりは、苦難の連続だった。だが、それもようやく報むくわれるときが来ようとしている。

（いやいや、まだ気は抜くまいぞ）

　うずうずと浮かんでくる微び笑しようを、アルフォンソは押し殺した。気を抜くには、まだ早すぎる。

　実際、昨夜は少々焦じらされた。まさか、教皇庁の手の者が、あんなところまで入り込んでくるとは思わなかったからだ。もし、彼らがアルフォンソ暗殺やアレッサンドロ奪だつ回かいを二の次にして、噴進爆弾の処理に力を集中していれば、今ごろ、新教皇庁の戦略は破は綻たんしてしまっていたかもしれない。交こう渉しようの切り札は失われ、突入してきた教会軍がブルノの街を灰かい燼じんに変えてしまっていただろう。実に、危ういところであった。

　あれはすべて、城内の警備を担当していたハヴェルの不ふ手て際ぎわである。いくら元派は遣けん執しつ行こう官かんとはいえ、しょせんは一いつ介かいの神父。素人しろうとに過ぎない彼に警備の任を委ゆだねたのが、そもそもの誤りだったのだ──今日の聖ペテロパウロ大聖堂の警護を全面的にバルバリーゴ大佐に委ねたのは、その失敗を踏まえてのことだった。プロの軍人であるバルバリーゴとその部下たちは、ほとんど徹てつ夜やで市内全域をチェックし、現在も聖堂内の警けい戒かいにあたっている。その甲か斐いあってか、これまでのところ、市内潜せん伏ぷく中と見られる異端審問官や派遣執行官による襲しゆう撃げきの兆ちよう候こうは認められなかった。

「この式典が無事に終われば、日和ひより見みを続ける諸侯どもも、旗き幟しを明らかにしよう……」

　歓呼の声をあげる数百人もの諸侯や聖職者たち、そして、その周囲で油断なく武器をかまえるバルバリーゴ以下の衛兵たちに、慈じ悲ひ深い笑みを与あたえながら、アルフォンソは小さく呟つぶやいた。

「そうなれば、フランチェスコめも、軍を退ひかざるを得まい……のう、アレッサンドロよ。結局、お前をこの街に連れてきた意味はなかったな」

「…………」

　アルフォンソの後ろにあって、兵士たちに挟はさまれている少年は、何も答えなかった。白い法衣そのものは、アルフォンソの着ているものとよく似ていたが、その上には、がんじがらめに鎖くさりがかけてある。死し刑けい場に引かれてゆくように青ざめた甥おいの顔を見て、アルフォンソは満足げに頷いた。

　確かに、この甥には人質としての意味はなかったが、戴たい冠かん式しきに添そえる華はなとしては、十分に役立ってくれた。『偽教皇を捕とらえた真の教皇』というこの図は、ローマに対する自分の勝利をアピールする舞ぶ台たい効果として、申し分ない……

「──我らはパパ、教ム・皇をハベ持てりムス！」

　甲かん高だかい声に、アルフォンソは意識を進行中の式典へと引き戻もどした。

　新教皇庁枢すう機き卿きよう団長を務めるドゥプチェク司教が、白い冠テイアラを恭うやうやしく捧ささげ持ってアルフォンソのほうへ歩み寄ってくる。数百の宝石と金糸銀糸を輝かがやかせたあの三重冠は、兄の死後の五年間、いや本当はずっとそれ以前から、アルフォンソが自分の頭上にこそ似つかわしいと信じていた宝ほう冠かんだ。これを作るのに費やした大金についても、ハヴェルがなにやら不平を漏もらしていたようだったが、アルフォンソは気にしなかった。教皇の権けん威いを飾かざり、諸侯を威い伏ふくせしめるためには、金がかかるものなのだ。下層民出身であるあの男には、それがわからないらしい。

「おお、聖下、どうか、あなたの権威を示すこの冠をその頭こうべにお受けください。なんとなれば──」

「「「あなたは地上における神の代理人。人を漁すなどる者。神の第一の僕しもべにして、我らの主たるお方ゆえに」」」

　ドゥプチェクの声に参列者が唱和する中を、アルフォンソはゆっくりと立ち上がった。緊きん張ちように震ふるえるその指を鉤かぎ爪づめのように曲げると、老司教の捧げる冠をついに摑つかみ取る──

「……あっ！」

　緊張に乾かわいた新教皇の唇くちびるを、嗄しわがれた悲鳴がこぼれた。

　三重冠が、軽い音とともに壇だん上じように落下したのだ。興奮のあまり、指に力が入らなくなっていたらしい。狼ろう狽ばいする新教皇の目前で、円えん錐すい形けいの宝石細工はころころと壇上を転がり、そのまま、参列者の間に落ちて──

　次の瞬しゆん間かん、純白の輝きが堂内のすべての者の網もう膜まくを灼やいた。

「…………!?」

　その輝きから、灼しやく熱ねつの爆ばく風ふうと爆音が産み落とされたとき、不幸な犠ぎ牲せい者しやたちに宝冠が爆発したのだと悟さとれたかどうか──。

「何の爆発だ！　いったい、何が起こった!?」

　耐たえ難がたい耳鳴りの中、アルフォンソは獣けものじみた咆ほう哮こうをあげた。最前まで厳おごそかな式典が進行していた堂内が、いまや火薬と血の臭におい、そして断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようと混乱の怒ど号ごうの巷ちまたと化している。

　しかも、狼狽する新教皇の耳に届いたのは、彼の安否を問う臣しん下かたちの声ではなかった。

「ぶしゃしゃしゃしゃっ！　んっん～、あ～んらっきぃ[image: !!!]」

　立ちこめた煙けむりの間、笑声の尾を引いて天てん井じようから降ってきた丸い物体がある。彼の眼前に騒そう々ぞうしく降り立ったそれは、驚きよう愕がくする新教皇を下品極きわまりない笑え顔がおで見上げた。

「それとも、らっきぃ？　なんせ、こんならぶりぃなオレ様ちゃんの手にかかって死ぬんだもんなあ？」

「い、異い端たん審しん問もん官かん!?」

　アルフォンソの目が剝むかれた。鯰なまずに似た顔をにたにたと歪ゆがめていたのは、ビア樽だるみたいな腹を突つき出した短たん軀くの修道士だ。修道服の袖そでに刺し繡しゆうされているのは、異端審問局の紋もん章しよう〝神ヴイネのアム鉄・ド槌ミニ〟──だが、いったいどうやって、この警戒の中を潜もぐり込んできたのか!?

「こ、殺せ！」

　アルフォンソは声をうわずらせた。

「バ、バルバリーゴ大佐、こやつを射殺しろ！　こやつは異端審問官──神敵ぞ！」

「発砲用意！」

　老大佐の反応は素す早ばやかった。拳こぶしを突き上げた上官の命令に、壁かべ際ぎわに配置されていた衛兵たちが一いつ斉せいに銃じゆう口こうを上げる。

「撃てっ！」

　続く号令に複数の銃声が重なった。ワンテンポ遅おくれて、複数の悲鳴も──ただしそれは、命令者であるアルフォンソが望んだ悲鳴ではなかった。

「……な、なんだと!?」

　アルフォンソの顔が大きく歪ゆがんだ。

　銃火が閃ひらめいた刹せつ那な、悲鳴と血ち飛沫しぶきをあげて倒たおれたのは、出口に殺到しようとしていた式典参列者たち──聖職者や貴族ら、新教皇庁を支える重じゆう臣しんたちだったからだ。

「ど、どこを狙ねらっているのだ、衛兵!?」

　まるで獣でも狩かるかのように、生き残った参列者たちを狙そ撃げきしている衛兵どもにアルフォンソは怒ど鳴なった。

「バ、バルバリーゴ、貴様の部下はいったい何をしている！　すぐに発砲をやめさせろ！　殺すのは、こちらの神敵ぞ！」

「さよう……殺すのは、神敵でありますよ」

　頷うなずいた初老の大佐は、腰こしの拳けん銃じゆうを抜ぬき放った。

　その銃口が自分の額に向けられたのを見て、初めてアルフォンソの瞳ひとみに理解の色が浮うかんだ。

「ま、まさか、バルバリーゴ……貴様、う、裏切ったのか!?」

「裏切ったのはあなたでしょう、聖下？」

　揶や揄ゆするような笑みを含ふくんで、バルバリーゴは主君の名を舌に乗せた。

「私はこれでも教皇庁ローマの忠実な軍人ですよ。こんな馬ば糞ふん臭くさい田舎いなか貴族どもと同列に論じられるのは心外ですな……ま、もっとも、メディチ枢すう機き卿きようが少将への昇しよう進しんを約束してくださったという事情もあるにはありますがね」

「む、昔の恩を忘れおって！」

　向けられた銃口のことも忘れて、アルフォンソは口から泡あわを飛ばした。

「この人殺し！　誰だれが、裁判にかけられた貴様を助けてやったと思っている！」

「人殺しはお互たがい様でしょう、聖下……で、こいつの身み柄がらはどうします、フィリポ殿どの？」

「んっん～？」

　異端審問官は鯰顔を捻ひねったが、それも長いことではなかった。

「面めん倒どう臭くさいから殺しちゃえ。こんなおっさんにかまってる暇ヒマなんてないっすＹｏ」

「かしこまりました」

　片手で器用にベレー帽ぼうをかぶり直すと、バルバリーゴはにやりと唇を歪ゆがめた。

「ということで、あなたとはここでお別れです、聖下──短い付き合いでしたな」

「く、くそっ！」

　古来、英雄の条件に挙あげられるのは、逆境にめげぬしぶとさだというが、その点に限れば、アルフォンソ・デステという人物は英雄の名に値した──引き金が絞しぼられる寸前、横よこ跳とびに飛ぶと、気を失っていた甥おいの体に取り付いたのだ。歳としにそぐわぬ素早さでアレッサンドロを盾たてにすると、そのこめかみに拳銃を突きつけて喚わめく。

「う、動くな、貴様ら！」

　少年教皇のひょろりとした体の陰かげに隠かくれて、元大司教は怒声を張り上げた。

「動くと、アレッサンドロを撃うつぞ！」

　だが、必死の脅きよう迫はくに対し、立ちあがったバルバリーゴはむしろ鬱うつ陶とうしげに異端審問官を顧かえりみた。

「どうします、フィリポ殿？」

「決まってるだろ」

　厚い唇くちびるをぬらぬらと動かして、フィリポは肩かたをすくめた。

「まとめて始末しちゃえよ。どうせ、もうすぐこの街の人間は全員くたばっちゃうんだしさ」

「ですな」

　こぼれんばかりに目を見開くアルフォンソに向けて、バルバリーゴは腕うでを伸のばした。慎しん重ちように心臓に狙そ点てんを定める。大口径の軍用拳銃だ。〝盾〟を貫かん通つうして、目標を即そく死しさせるのはたやすい。

「叔父おじと甥──最後は仲良く死んでもらいましょう！」

　引き金が落ちると同時に轟とどろいた銃声は重かった──だが、苦鳴をあげてのけぞったのは、発砲したバルバリーゴ自身だ。その手は真っ赤な鮮せん血けつを溢あふれさせ、撃発の瞬しゆん間かんに取り落とした拳銃は床ゆかで煙けむりをあげている。

「はっはあん、やあっぱ、来やがったか……」

　しかし、フィリポに驚おどろいている様子はない。短い首が捻られた先、薔ステン薇ドグ窓ラスの傍かたわらに、まだ硝しよう煙えんをあげる旧式回転拳銃を掲かかげた背の高い影かげがある。射し込む夕陽を浴びて輝かがやく銀ぎん髪ぱつを睨にらみ、小男は唇を捲めくりあげた。

「スフォルツァのイヌ──派は遣けん執しつ行こう官かん！」
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「衛兵さんたちにおとなしく武器を捨てるように言っていただけませんか、ブラザー？」

　硝煙を吐はき出す銃口をフィリポに向け、アベルは低い声を押し出した。聖堂の殺さつ戮りくはほぼ終しゆう焉えんを迎むかえ、参列者たちは血ち溜だまりの中に沈しずんでいる。それを見下ろす神父の碧へき眼がんは痛ましげだった。

「そして、聖下たちから離はなれてください──これ以上の殺戮は認められません」

「ぶしゃしゃしゃっ！　そんな甘いこと言ってていいのかなぁ？」

　兵士たちが新たな乱入者に銃口を向けるのを手て振ぶりで制しながら、フィリポは愉ゆ快かいげに笑った。

「ここで死のうと生き残ろうと、もうすぐこの街の人間は全員死んじまうことになってる。君も、とっとと逃にげ出したほうがいいＹｏ、派遣執行官。巻き添ぞえになりたくないのなら……さっ！」

　異い端たん審しん問もん官かんの台詞せりふの語尾に重なったのは、空気の裂さける甲かん高だかい響ひびきだ。まったくの予備動作抜ぬき、純じゆん粋すいに手首のスナップだけで投じられた縄ワイヤー鏢ピツクは、見事に神父の顔面を捉とらえた。骨を穿うがつ音さえ聞こえてくるような、鮮あざやかな一いち撃げきだったが──

「!?」

　骨を穿つ音の代わりに聞こえたのは、大理石の砕くだける破は砕さい音だった。必殺の鏢ピツクを深々と眉み間けんに突つき立てていたのは大理石の御み子こ像──その前にいた銀髪の神父の姿は幻まぼろしの如ごとくかき消えている。

「ぶ、ぶしゃっ!?　あいつ、どこに──!?」

「おとなしくしてもらえませんか、ブラザー？」

　狼ろう狽ばいする異端審問官のすぐ耳元で撃鉄のあがる音が響いた。冬の湖のように冷ややかな瞳ひとみが、顔を強こわ張ばらせた小男の後頭部を見下ろしている。

「〝この街の人間は全員死んじまう〟とはどういう意味です？」

「……れ、例の噴進爆弾ですＹｏ」

　卑ひ屈くつで不気味な微び笑しようを浮うかべて、フィリポはこめかみに突きつけられた銃口を盗ぬすみ見た。

「例の噴進爆弾ミサイルを使って、この街の人間を皆みな殺しにしちゃおっかな、なんてネ……えへ♥」

「どういうことです？　あれは解体して、その後、軍隊を突とつ入にゆうさせるんじゃないんですか？」

「解体？　突入？　ぶしゃっ、そんな面倒臭いことはしませんＹｏ」

　いぶかしむアベルに与あたえられたのは、恐るべき回答だった。

「あれは解体なんてしません。アイツはね……この街ん中で爆ばく発はつさせんだよゥ！」

　がらりと口調が変わるのと同時に、外見に似合わぬ滑なめらかさで翻ひるがえったフィリポの手が、隠かくし持っていた縄ワイヤー鏢ピツクを勢いよく投じたのだ。その先には、失神したままのアレッサンドロと、それを盾たてにしたアルフォンソが尻しり餅もちをついている。

「し、しまった！」

　旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーの銃じゆう口こうが、轟ごう音おんとともに弾だん丸がんを吐き出した。刹せつ那な、今しも少年教皇の心臓に突き立とうとしていた縄ワイヤー鏢ピツクは甲高い音をあげて飛散している。だがそのときには、フィリポの丸い指がアベルの腕を恐おそろしい力で摑つかんでいた。

「ぶしゃしゃしゃしゃっ！　オイオイ、甘チャンじゃん、派遣執行官！」

「！」

　その瞬間、アベルの髪かみが文字どおり逆立った。

　全身に襲おそいかかった三十万Ｖボルトの電流──デンキウナギの四百倍にも達する大電圧に、百九十センチの長身が殴なぐられたように後方へ向けて吹ふっ飛ぶ。

「ぶしゃしゃしゃしゃっ！　くりてぃかるぅぅぅひっとぉぉぉぉぉ！　Ｙａｈｏｏ！」

　煙をあげて倒たおれたアベルの体は、でたらめな痙けい攣れんを続けている。そこに小男は駆かけ寄ると、呼吸もままならぬ神父の顔を容よう赦しやなく踏ふみつけた。

「残念だったねえ、派遣執行官？　油断は禁物だよ……それで何の話してたんだっけ？　ああ、そうそう。例の噴進爆弾の話だった」

　アベルは眼球だけを動かし、何か言いたげに口を震ふるわせている。そのこめかみをぐりぐりと爪つま先さきで抉えぐりながら、フィリポは偉えらそうにふんぞりかえった。

「あいつはオレ様ちゃんたちが撤てつ収しゆうし次第、この街中で爆発させる。毒ガスでここの蛆うじ虫むしどもが全ぜん滅めつしてから、外の部隊がゆっくり入城するって寸法よ──最初っから、その手はずだったのサ」

「この街には……一いつ般ぱん市民もいるんですよ……」

　顔を踏みつけられたまま、呂ろ律れつの回らない舌で、神父はかろうじてそれだけを口にした。

「か、関係ない、彼らまで──」

「愚ぐ民みんどものことなんざ、知ったこっちゃあ～りません。どうせ公式発表では、異端どもが作った毒ガスが事故で漏もれて、それが連中と市民を殺してしまったことになるしね……あ、その顔は、悔くやしがってる？　悔しがってるね？」

　ぶしゃぶしゃと嗤わらった小男の指の間に、新たな鏢ピツクが現れた。それが目に入るよう、わざわざアベルの顔を仰あお向むけにすると、フィリポは悦えつにいったようににたついた。

「じゃ、そろそろ、とどめを刺さしてあげよっかな。せいぜい、無念の思いを嚙かみ締しめながら、ゆっくり犬死にしてチョ☆」

　鏢ピツクを目線の高さにまで掲かかげ、フィリポは再び新聞紙を擦こすり合わせるような声をあげた──それが不意にやんだのは、その手の甲こうに薄うすい何かが突き立ったためだ。

「あ、あえっ!?」

　手の甲に深く突き刺さった円形の刃やいば──精せい緻ちな彫ちよう刻こくの施ほどこされた戦チヤク輪ラムを異端審問官はまじまじと見つめた。それから、次の瞬しゆん間かん、勢いよく噴ふき上がり始めた真っ赤な血に甲高い悲鳴をあげる。

「あ、あいいいいいいいいっ！　手！　オレ様ちゃんの手があああああっ！」

「……いよぅ、お前めえにしちゃ、イケてるアクセサリーじゃねえか、ダルマウナギ──でも、はっきし言って、似合わねえぜ」

　激痛にのけぞる小男を、楽しげに嘲あざけった者がいる。いつの間に現れたものか、祭さい壇だんの傍かたわら、浅黒い顔の大男がにやにやと笑っていたのだ。

　その不敵な笑え顔がおに向けて、幾いく人にんかの兵士が素す早ばやく小銃ライフルを向けたが、これは、引き金を引く直前に飛来した弾だん丸がんに銃を叩たたき落とされ、人数分の悲鳴を上げるにとどまる。

「──〇・三三秒遅おそい」
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　大男の傍ら、小こ柄がらな影かげが無感動に呟つぶやいた。その腰こしのあたりで凶きよう悪あくな硝しよう煙えんを牙きばのように吐はき出しているのは、装甲車載用の重機関銃だ。

「レ、レオンさん！　トレス君！」

「おう、待たせたな、へっぽこ」

　大男──レオン・ガルシア神父は、キザったらしく指を振ふってみせた。

「ほんとは、もうちっと早く来るつもりだったんだが、服、乾かわかすのに、ちょい手間取っちまってよ」

「不要の会話はあと回しにすることを推すい奨しようする、〝ダンディライオン〟」

　同どう僚りようの見み得えを無情に中断させたのは、抑よく揚ようを欠いた硬かたい声だ。兵士たちを機関銃で威い圧あつしつつ、小柄な神父は無表情に巨きよ漢かんを一いち瞥べつした。

「現状では、聖下の確保と脱だつ出しゆつが最優先だ」

「んなこと、わかってらあ。たく、人がせっかくかっこつけてるところを邪じや魔ましやがって」

　トレス・イクス神父の仮面めいた顔を、レオンは横目で睨にらんだが、発言そのものには素直に従った。床ゆかの同僚を乱暴に抱かかえ起こすと、気絶したままの少年教皇に顎あごをしゃくる。

「アベル、聖下はお前めえに任せた。先に、街の外に逃にげてな。例の噴進爆弾は、俺と拳銃屋で何とかする」

「ちょ、ちょっと待ってください……」

　よろよろと立ちあがりながら、それでも必死にアベルは舌を動かした。

「その……ヴァーツラフさんは私が……」

「〝私が〟って、お前めえ、そんな体じゃムリ……つっても、聴ききそうにねえな、その顔ツラは」

　同僚の申し出を一いつ蹴しゆうしようとしたレオンだったが、眼鏡めがねの下の眼光がいつになく真しん剣けんなのに気づいたらしい。大きな肩かたをすくめてみせる。

「わかった。じゃ、お前が城に戻もどれ。拳けん銃じゆう屋やと俺は……」

「てめぇの相手はオレ様ちゃんだ、毛玉ケダマッチョ！」

　どす黒い声は、地じ獄ごくから響ひびいてきたように聞こえた。レオンが落とした視線の先で、怒いかりに満ちて唇くちびるを捲めくり上げていたのは、ようやく戦輪を手から引き抜ぬいたフィリポだ。

「一度ならず二度までも、ジャマしくさりやがって！　オレ様ちゃん、本気で怒おこったＺｏ！」

「……おい、トレス。てめえは手ぇ出すんじゃねえぞ。このバカの相手は俺がする」

　銃口を掲かかげかけた同僚を制し、〝ダンディライオン〟は神父らしからぬ狂きよう暴ぼうな笑みを浮うかべた。

「今度は昨日みたいにゃいかねえぜ……蒲かば焼やきにしてやるから覚かく悟ごしな、このダルマウナギ！」




「ここを動いてはなりません！」

　地下広間を出てゆこうとする士官たちを、ハヴェルは厳しい声で叱しかりつけた。それからやや語気を和やわらげ、辛しん抱ぼう強い説得を再開する。

「よろしいですか？　教皇ヴアチ庁カンはこの噴進爆弾を始末しない限り、軍を動かせません。それゆえ、あなたたちを地上に引きつけて、手て薄うすになったこの地下を襲おそおうとしているのです。ですから──」

「そこをどけ、ハヴェル！」

　男だん爵しやく位を持つという将校が、いらだたしげに叫さけんだ。

「大聖堂には我々の親族も行っているのだ。貴様は我らに親兄弟がみすみす殺されるのを放っておけというのか!?」

「そうは言ってません。私はただ、策に乗せられるような愚ぐ行こうは避さけるべきと……」

「愚行？　下民の分際で、貴様は我らを愚おろかと言うか！」

　顔を真っ赤に染めて、男爵は怒ど鳴なった。

　新教皇庁軍の士官は、主にボヘミア周辺の世俗諸侯の次男三男たちから成っている。そんな彼らには、そもそも誰だれかに命令されること自体が不快な体験だった。ましてやそれが、どこの馬の骨とも知らぬ一神父とあってはなおさらだろう。

「貴様が何と言おうと、我らは大聖堂に向かう！　臆おく病びよう者ものはここですくんでおれ！」

　そう罵ののしると、男爵を先頭に士官たちは地下広間を出てゆく。そんな彼らの背中を見送って、ハヴェルは力なく肩を落とした。

「終わった……」

　その頭上、暗い天てん井じように向かってそびえるのは、噴進爆弾の禍まが々まがしいシルエットだ。これがある限り、教皇ヴアチ庁カンはブルノに手だしできないはずだった。ハヴェルにはその確信があった。だから、どんな状じよう況きようになってもこの忌いまわしい存在さえ守っていれば、負けることはないと思っていた。地道に時を稼かせぎ、周辺諸侯の同調を待てば、いずれはこの地域にローマに対たい抗こうしうる勢力を築けたかもしれない。真の信しん仰こうを持つ者が集つどう、本当の神の居場所が──だが、もはやそれも夢のままに終わることになりそうだ。

「……あなたたちは行かないのですか？」

　ふと、ハヴェルは地上に視線を落とした。

　自分以外に、広間に残っている人ひと影かげに気づいたのだ。みすぼらしい格好の少年兵たちが十数人、物言いたげに神父を見つめている。

「何をぐずぐずしているのです。もうすぐ異い端たん審しん問もん官かんがここを襲おそってきます。早くお逃げなさい」

「し、神父さまが残られるんでしたら、オラたちも残ります」

　機関拳銃を提さげた少年が、仲間を代表して口を開いた。

「オラたちには、神さまがついてくださってる。あんな貴族どもがいなくても、負けやしね」

「んだなや。オラたちは、貴族どもについてきたんじゃね。神父さまがいたから、ここまで来たんだべさ」

「今さら、神父さま見捨てて、逃げられるもんかよゥ」

　農村訛なまりの強い言葉で口々に言い交わす少年たちを見回し、ハヴェルはため息をついた──結局、自分は彼らのために何もしてやれなかったのだ。いや、この愛すべき子らを、かえって苦境に引きずり込んでしまった。今回の一件で裁かれるべきはまず、自分自身だろう。

「皆みなさん、聞いてください……」

　胸の奥にこみあげてくるものをこらえて、ハヴェルは一いつ旦たん、言葉を切った。素す直なおに黙だまった少年たちの顔を一人一人見つめて、それからもう一度口を開く。

「私たちは負けます」

「!?」

　息を吞のむ音が、暗い広間に響いた。

　信じがたい言葉に硬こう直ちよくした少年たちに向けて、神父は明めい晰せきな言葉を告げた。

「もうすぐ、ここに異端審問官がやってきます。この爆ばく弾だんを解体するために……それが終われば、次は包囲軍が突とつ入にゆうしてきます。もう、勝負はつきました」

「だ、だども、神父さま！」

　すがるような目で、少年たちは叫さけんだ。その声には、契約の履り行こうを求める響きがある。

「神父さまは言ったでねえか！　正しい者は負けねえって！　正しいことをしてれば、神さまが味方してくれるって！　あれは噓うそだったんけ!?」

「それは……」

　隻せき腕わんの神父は俯うつむいたまま、唇くちびるを嚙かんだ。

〝貧しき者は幸いなり〟──かつて、自分が彼らに説といた言葉だ。

　貧しくとも、弱くとも、正しいことを為なせ。神は常に見ていてくださる──自分は彼らにそう教えた。そのあげくがこれだ。今いま更さら、彼らに何を言える？　励はげますのか？　それとも詫わびるのか？　いや、今の自分が口にすべき言葉は唯一つ──

「──あれは噓です」

「!?」

　無表情に吐はかれた言葉に、再び少年たちの顔が凍こおるのを無視して、ハヴェルは語を継ついだ。

「神などいません。我々は負けます。負けて、教会軍に捕らえられるか、あるいは殺されるか……生き延のびたければ、あなたたちもお逃にげなさい」

　凝ぎよう結けつしたように沈ちん黙もくする少年の手をとると、神父はそこに小さな金属片を握にぎらせた。

「これは倉庫の鍵かぎです……食料なり、物資なりを持って逃げ出せば、しばらくは困らないはずです。その間に、落ち着く場所を見つけなさい」

「この……噓つき野や郎ろう！」

　罵ば声せいとともに、生暖かい液体が顔にかかった。

「オ、オラたちを騙だましたんだな、このインチキ神父！　騙して、いいようにこき使って！」

「…………」

　吐きつけられた唾つばが頰ほおを垂れるのを拭ぬぐいもせず、ハヴェルは沈黙していた。感情を消した双そう瞳とうで、怒いかりに燃える視線を受け止める。沈黙を守って立ちつくす神父を、なおも少年たちは睨にらみつけていたが、それも長いことではなかった。

「みんな行くど……こんなとこで死んでたまるけ！」

　機関拳銃の少年が身を翻ひるがえしたのをきっかけに、それに続く。口々に呪のろいの言葉を投げつけつつ、脱だつ兎との如ごとく駆かけ去るその姿に向けて、

「これでいい……」

　誰だれにも聞こえぬ声で、ハヴェルは嘆たん息そくした。

　これで、彼らは街を逃げ出すか、武器を捨てて投降する道を選んでくれるだろう。だが、彼らや彼らに話を聞いた市民が、無事に街を脱だつ出しゆつするまで、少なくとも数時間はかかる。その間に教会軍の攻こう撃げきが始まれば、すべては終わりだ。なんとしても、それまでは時間を稼かせぐ必要がある。

（だが、できるか？　今の私に時を稼げるか？）

　大聖堂で騒さわぎを起こしたということは、もう異端審問官は動き始めているはずだ。右みぎ腕うでを失い、切り札である不可視化迷めい彩さいを使えなくなったこの体で、いったいどれほどの時が稼げるものか。

　しかし、やらねばならない。それが、今日の事態を引き起こした自分にとって、唯ゆい一いつの──

「──かくて主、我らに命じて曰いわく、我ヌンがク・民イギよトウ、ル・いワーざデ・行エトき・ペ征ルクきーテて・ア異マレ教ク・のエト民・デをモリ討ーレち・ウ滅ニウぼエルせサ・エ……」

　響ひびいたのは夜の森を思わせる静かな声だった。

　いつ現れたものか、戸口にほっそりした女の影かげが立っている。灰銀色のボディアーマーを纏まとうその両手にあって明かりを反射しているのは、二つの三日月を組み合わせたような異形ムーンのブレ刃イドだ。

　異様に美しく輝かがやく暗器を手のうちで回転させながら、その修道女──異い端たん審しん問もん官かんシスター・パウラは、聖書の一節を静かに口ずさんだ。

「男ノン・をパス殺カルせ・エ。イ・女セドを・イ殺ンテせルフ。イー子ケ・供ア・をウイ殺ロ・せウス。ケ・乳アド飲・ム子リエをレム殺・エせド・。パル牛ウルもム・羊アケもト・駱ラク駝タンもテム驢・ポ馬ウエもム・、エト殺・オせウエ、ム・殺カメせルム、・エ殺ト・アせシヌム──エィメン」

「…………」

　ハヴェルの顔から表情が消えた。体をわずかに傾かたむけると、残った左腕を体軸に沿って掲かかげる──双そう方ほう、言葉はなかった。

　神父が床ゆかを蹴けった瞬しゆん間かん、尼に僧そうの体は高々と跳ちよう躍やくしている。その足あし下もとを擦こするように旋せん回かいした手刀から生じた衝しよう撃げき波が、石壁に深い穴を穿うがった。

「……っ！」

　しかしそのときには、瘦そう身しんをのけぞるようにして、ハヴェルは蹴しゆう撃げきを回かい避ひせねばならなかった。異端審問官のブーツに仕込まれた刃やいばが、顔を襲おそったのだ。半瞬でも遅おくれていれば、頭頂まで真っ二つに裂さけていたに違ちがいない。一方、着地した尼僧の体は、独楽コマのように回転している。鞭むちの如く撓しなった右腕が鴛ムー鴦ンブ鉞レイドの一撃を繰くり出す。ハヴェルは足あし捌さばきだけでこれを回避したが、パウラの体はなおも旋回をやめぬ。風車のように回転しながら、今度は、逆手に握にぎった左の暗器を敵手の胸に突つきこむ。咄とつ嗟さにかざした左ひだり袖そでが異様な音をあげて裂け、神父は瞬またたく間に壁かべ際ぎわにまで追いつめられていた。

　信じ難がたい速さと鋭するどさだ。

　すでに、ハヴェルの僧衣カソツクはあちこちが切り裂かれ、皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいが各所からほとばしっている。これではベストの状じよう況きようで臨のぞんでも、勝敗は怪あやしかったろう。さすが〝死の淑女〟の名は伊達だてではない。

「──しかし！」

　交こう互ごに繰り出される鴛ムー鴦ンブ鉞レイドを、ハヴェルは回避しようとしなかった。逆に、真正面から大きく踏ふみ込み、大だい胆たんに間合いを詰つめる。同時に、頭上に旋回した刃に向けて、手刀を叩たたき込んだ。

「…………!?」

　甲かん高だかい音が、広間に響き渡わたった瞬間、かすかに〝死の淑女〟の表情が変わった。その間にも、見事に鴛ムー鴦ンブ鉞レイドの刃を砕くだいた〝ノーフェイス〟の手刀は、修道女の喉のど首くびめがけて蛇へびのような鋭さで襲いかかっている。頼たのみの暗器を喪そう失しつしたパウラに、この攻こう撃げきは防ふせげまい──。

「なにっ!?」

　だが、驚きよう愕がくに目を瞠みはったのは、ハヴェルのほうだった。鋼板さえ貫つらぬく彼の手刀を、砕けた暗器を捨てた女の手ががっちりと受け止めていたのだ。

「……昨日、あなたは私を〝天才的な暗器の使い手〟と評価してくださいました。ですが、それは半分正しく、半分間違いです」

　全力で抗あらがうハヴェルを、片腕一本で制したまま、〝死の淑女〟は冷たく指し摘てきした。

「私が暗器を使うのは、咎とが人びとに対し、恐きよう怖ふを呼び起こすため……死ぬ前に、異端者たちに恐怖を味わわせるため。彼らに罪の重みを思い知らせてやるため、そのためだけに使っているに過ぎません。本当は──」

　異音とともに、ハヴェルの目が剝むかれた。繊せん手しゆに摑つかまれた拳こぶしが、音をあげて潰つぶれたのだ。

「私がもっとも得意とするのは、素す手での戦いくさです」

　噴ふき上がった皮下循環剤が、雨のように床ゆかを叩いた。信じ難がたい怪かい力りきに拳を握り潰された神父が、弓なりにのけぞる。そのときには、異端審問官は、低い姿勢でハヴェルに体を密着させていた。

「──神罰とどめ」

　呟つぶやきとともに、パウラは両の掌しよう底ていをハヴェルの鳩尾みぞおちにあてがった。それが小さく回転するや、発生した斥せき力りよくが、神父の体にとんでもない打撃を与あたえている。

　発はつ勁けい──全身の筋肉運動で発生した力を、任意の一点に集中させる戦せん闘とう用体術だ。広間の隅すみまでたっぷり十メートル近い距きよ離りを飛んで壁かべに叩たたきつけられたとき、ハヴェルの僧衣カソツクは戦車砲の直撃でも受けたように弾はじけていた。無残に裂さけた皮ひ膚ふの隙すき間まから死んだ蛇へびのように露ろ出しゆつしたのは、ずたずたにちぎれた形状記き憶おくプラスチックの筋肉だ。

「……ヴァーツラフ・ハヴェルの処理は完かん了りよう。あとは噴進爆弾ミサイルの始末のみ」

　煙けむりを上げて動かなくなった神父には一いち瞥べつも与えず、パウラは広間中央へと歩を進めた。ごく慣れた所作で制せい御ぎよ卓上の機器に指が滑すべると、しばしの時を置いて、沈ちん黙もくしていたランプに次々と光が灯ともり始めた。

「お、お願いです、シスター……」

　その背中に向けて、倒たおれたままのハヴェルは懸けん命めいに口を動かした。

　すでに、メインの出力系は全ぜん壊かいしている。生命維い持じ用のサブ回路では、こうしてただ喋しやべるだけでも、命を削けずっているのだが、それでも、神父は舌を止めようとはしなかった。

「しばし……しばし、解体は待っていただけませんか？　もはや我々の敗北は確定しています……軍の突入の前に、どうか、降こう伏ふくの機会を……」

　コンソール上で指を踊おどらせながら、〝死の淑女〟は切れ長の目だけを瀕ひん死しの神父に流した。

「おっしゃる意味がわかりません。我が軍は突入などしませんし、その必要もありません」

「必要ないとは……どういうことです……？」

　いぶかしむハヴェルに与えられた答えは、ごく簡潔だった。

「異い端たんの誰だれ一人として、生き残ることはないからです──この噴進爆弾はここで爆ばく発はつさせます」

「!?」

　驚愕と恐怖に歪ゆがんだハヴェルの顔を、赤い光が染め上げた。音をあげて開いた広間の天てん井じようから、夕陽の輝かがやきがこぼれ落ちてきたのだ。本来なら、噴進爆弾の発射口として使われるはずだった穴を見上げ、パウラは淡たん々たんと説明を補足した。

「この噴進爆弾が爆発すれば、青酸ガスは市内全域に広がります──半時間もすれば、異端の駆く除じよは終わるでしょうね」

「そ、そんな……！」

　血まみれの口をハヴェルは絶望に慄おののかせた。計器を調整している尼に僧そうに向け、懸けん命めいに訴うつたえる。

「ま、待ってください、シスター……ここには一いつ般ぱん市民もいるんです！　それを……」

「異端者に生きる権利などありません」

　黙もく々もくと作業に励はげむ修道女の答えは明快だった。

「この世を動かしているのは、神と信しん仰こうというルールです。そして、我らヴァチカンはそのシステムを円えん滑かつに機能させるための管理者です。従って我らに敵対する者は必然的に背信者であり……」

　その横顔はごく淡たん泊ぱくで、罪悪感もうしろめたさも、嗜し虐ぎやく心しんさえも──つまり、人が人を殺すときに抱いだく一切の感情を欠落させている。あたかも、黒板の上の数式でも解いているかのような表情で、パウラは数万の死を宣告した。

「ルールの正常な運用を妨さまたげるゴミです。ゴミは速すみやかに排はい除じよせねばなりません」

「そんな……ゴミだと……」

　血の泥でい濘ねいの中、瀕ひん死しの神父の顔が何かを叫さけぶような形に歪んだ。

「あ、あなたは我らをゴミと呼ぶのか？　主を……信仰をルールに過ぎぬと？」

「そのとおりです。神とは秩ちつ序じよであり、法です。そして、この現実世界そのものです。なぜなら、主は全知にして全能。その主の作品であるこの世界は、常に正しく運営されているはずだからです」

「秩序、法……」

　では、神とはなんだ？

　絶望に身を横たえたまま、ハヴェルは自問した。

　強い者が弱い者を喰くらうことを是ぜ認にんするのが神だとすれば、正義はどうなる？　理想が現実の前に敗れ去ることをただ見過ごすのを信仰だと彼女は言うのか!?

（そうだ……彼女は正しい）

　現に、目前で起きていることがそれを証明しているではないか。

　真しん剣けんに神を信ずる者たちが、無残に滅ほろぼされようとしているのだ。もし、かつてハヴェルが信じていた主が真におわすなら、どうして、ここで奇き跡せきが起きない？　なぜ、弱くとも正しい者たちが殺さつ戮りくされるのを、むざむざ見殺しにされる？

　答は唯一つ──神など、やはりいないのだ。

「主よ、エリ主よ、・エリ何故、・レマ我らを・サ見捨てバクたもうタニ……」

　見開かれた神父の眦まなじりから、血の涙なみだが溢あふれた。

　それは、ただの皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいの逆流に過ぎなかったのかもしれない。なぜなら、彼の体が涙るい腺せんを失って、すでに久しかったから。だが、それでも間ま違ちがいなく、このとき、ハヴェルは哭ないていた。

　やはり、神などどこにもいない。理想も正義も、この世では何の意味も持たない──ただあるのは、現実と力だけ。力無き者は、ただ惨みじめに踏ふみにじられ、その正義すら否定される。それが、この世の摂せつ理りなのだ。

「タイマーセット完かん了りよう──あとはこの制御卓を破は壊かいすれば、もう何人にも自爆は止められません」

　異端審問官が淡たん々たんと告げた言葉を、神父は底知れぬ絶望とともに聞いた。そして、制御卓を破壊するために手刀が高々と振ふり上げられるのを、無表情に見つめていた。

　もはや、すべては終わりだ。

　数万の命と彼の信じた神の死を告げる手刀は、制御卓に向けて、静かに振り下ろされ──

「ご無事ですか、ヴァーツラフさん！」

　尼に僧そうの頭上、射し込む夕陽に導かれるように、はためく僧衣カソツクの影かげが舞まい降りてきたのは、まさにそのときだった。
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「そこから離はなれてください、シスター・パウラ！」

　着地したアベルは硬かたい声で怒ど鳴なった。銃じゆう口こうは〝死の淑女〟にぴたりと照準をあわせている。

「この噴進爆弾は、我がＡｘで回収させていただきます！　爆破なんてさせませんよ！」

「……異端審問局の邪じや魔まをして、ただで済むと思っているのですか、派は遣けん執しつ行こう官かん？」

　切れ長の目の端はしから、新たな乱入者を見み据すえる女の声は静かだったが、毒の刃やいばを含ふくんでいた。

「これは、教理聖省による公式作戦です。妨ぼう害がいは、あなたのみならず、スフォルツァ枢すう機き卿きようにも不都合を生じるでしょう。それをわかっての行動ですか？」

「ことが明るみにでて都合が悪くなるのは、あなたの上司でしょう？」

　横たわる元同どう僚りようを盗ぬすみ見ながら、アベルは口早に応じた──ハヴェルのダメージは思ったより大きいようだ。早く処置せねば、命に関わる。

「この噴進爆弾に搭とう載さいされているのは、教会法で兵器転用が禁止されているシアン化合物です。他ほかの枢機卿や世俗諸侯が知れば、とんでもないスキャンダルになります──メディチ枢機卿は危地に追い込まれることになるでしょうね」

「なるほど、そこまでご承知でしたか……」

　ふと、パウラの口調が和なごんだ。それまで油断なく構えていた手をおろすと、表情すらやや穏おだやかなものに変える。

「それで、あなたの望みは何です、派遣執行官？　この背教者の命を救うことですか？」

「彼を含めた、この街の人間すべての命です」

　ハヴェルの側そばにじりじりと近寄りながら、アベルは答えた。

「ブルノの無血降こう伏ふくを軍に認めさせてください。できないなんて言わせませんよ。メディチ枢機卿の権限なら、十分に可能なはずです」

「残念ながら、それは無理です、神父アベル」

　優やさしく答えた女の姿が、その一いつ瞬しゆん、消失した。

「あなたがここから生きて帰ることは、かないませんもの」

　咄とつ嗟さに声の聞こえたほうに首を巡めぐらせたときには、その方角から、風を巻いて手刀が繰くり出されている。ほとんど偶ぐう然ぜんに右みぎ腕うでをあげていなければ、アベルの首は頸けい動どう脈みやくを抉えぐり取られていたに違いない。主の代わりに直ちよく撃げきを受けた旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーは、鋭えい利りな断面を見せて銃身を切断されていた。

「この街の人間は一人残らず殲せん滅めつする……それが、我らの方針です。いまさら、無血開城など認められるわけがないでしょう？」

　尼に僧そうの声は、むしろ優しげですらある。だが必殺の手刀は、機械的なまでの正確さで、かろうじて飛びすさった目標を追尾していた。

「そしてナイトロード神父、青酸ガスの存在を知るあなたも、生かして帰すわけには参りません」

「くっ！」

　迫せまる死を前に、アベルの瞳ひとみが赤く染まった。牙きばを覗のぞかせた唇くちびるが、呪のろわれた言葉を吐はき出す。
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「遅おそいです」

　だが、呪じゆ文もんは完成しなかった──ほとんどコマ落としのようにパウラの姿がかき消えたかと思うと、旋せん回かいした蹴けりが、神父を襲おそったのだ。熊くまでも即そく死ししかねぬ打撃に、長身が吹ふき飛ぶ。

「ぐ……はっ！」

「……Ａｘ派遣執行官アベル・ナイトロード。コードネーム〝クルースニク〟」

　石床を血ち反吐へどで汚よごしてもがく神父を、パウラは冷然と見下ろした。

「身長百九十三センチ、体重六十五キロ。年ねん齢れい不明。出身不明。戦せん闘とう力評価は[image: B-]──ただし、〝クルースニク〟と称する戦闘モード時の戦闘力評価は[image: Ａ++]」

　細い指が銀ぎん髪ぱつを摑つかんだ。そのたおやかな外見には似合わぬ怪かい力りきが、神父の体を楽々と持ち上げる。

「あなた方、派遣執行官については、全員、データを採さい取しゆしてあります。当然、その弱点も検討済みです……ナイトロード神父、あなたは〝クルースニク〟化さえさせなければ、とるにたりません」

[image: ]

「や、やめてください！」

　弱々しい声を押し出したのは、床ゆかに転がったままのハヴェルである。アベルの顔に突つきつけられた手刀に、悲痛な声で叫さけぶ。

「もう勝負はついています！　シスター、無用な流血は神のご意志にもとる行こう為いです！」

「無用ではありません。青酸ガスのことを知るこの男は生かしておくわけにはいかないのです。それに──」

　血に汚れた神父を見やる修道女の顔には、対照的に一点の汚れもない。断罪の天使めいた清せい澄ちような声で、パウラは咎とが人びとに言い聞かせた。

「〝神のご意志〟というなら、なおのこと、あなたやこの男は殺さねばなりません。神とは現世このよの秩ちつ序じよ。現実そのものです。それに逆らう輩やからを容よう赦しやなく絶ぜつ滅めつさせることこそ、主の御み心こころに沿う行いです……そろそろお認めなさい、ハヴェル神父」

　うちひしがれ、言葉もない神父の耳に、〝死の淑女〟の優やさしい囁ささやきが届いた。

「神とは力、そしてこの世の現実そのものに他ほかならないということを。そして、その力に逆らい、神聖な現実を拒こばんで自分勝手な理想とやらを追い求めたあなたたちは、まさに悪そのもの。赦ゆるされざる存在であるという事実を──」

「……ち、違ちがう！」

　真理を告げる言葉に、弱々しく濁にごった声が割り込んできたのはそのときだった。

「それは違います、シスター・パウラ……あなたの言ってるのは、負け犬の言い訳だ！」

「負け犬？」

　パウラの眉まゆが、ぴくりと上がった。なにやら小生意気なことをほざいたのは、彼女がとどめを刺さそうとしていたいま一人の神父だ。彼女の手中に命を握にぎられていながら、血に汚れた唇を懸けん命めいに動かしている男に、パウラは優やさしく問うた。

「神父アベル、あなたは、私を負け犬と呼んだのですか？　神の使徒たるこの私を負け犬と？」

「そうです……シスター、あなたは惨みじめな負け犬だ」

　顔は激痛に歪ゆがんでいたが、瞳そのものは冬の湖のように澄すみ切っている。苦しげに、しかし、断固としてアベルは繰くり返した。

「私も、かつてそうだったからわかる。勝手に世界に絶望して、愛した人が求めた理想を軽けい蔑べつした。いや、憎にくんですらいた……でも、今思えば、私は負け犬でした。現実と戦うことに怯おびえて、すべてを嗤わらうことしかできない惨みじめな負け犬。そう、ちょうど今のあなたみたいにです」

　その視線はここではないどこか、今ではないいつかに向けられている。深い悔かい恨こんと悲痛に満ちた、だが、同時にどこか愛いとしい記き憶おくを懐なつかしむような響ひびきが、その声にはあった。

「現実を見るのはいい。自分に力が足りないことを知るのは大切なことだ──でも、それに負けちゃいけない。パウラさん、あなたの理り屈くつは負け犬の理屈だ。戦いを放ほう棄きした負け犬の言い訳だ！」

「長々と賢さかしらな台詞せりふをどうもありがとう、神父様……でもあなたはご自分の立場をわかってらっしゃるの？」

　氷のような目を糾きゆう弾だん者しやに置いて、修道女は薄うすく笑った。あくまで穏おだやかに、だが同時に激しい怒いかりをこめて、手刀がかざされる。

「いいでしょう。その首が刎はねられ、この街が全ぜん滅めつしてもまだ、私を負け犬呼ばわりできるのなら、あなたや、ハヴェル神父の言いぶんを認めてあげましょう──滅ほろびなさい、派遣執行官！」

　嘲ちよう笑しようとともに繰り出された貫手は、神父の頭部を血けつ塊かいに変える威い力りよくを備えていた──にも拘かかわらず、それがアベルに届くことはついになかった。

「……馬鹿な！」

　異い端たん審しん問もん官かんは狼ろう狽ばいの声を押し出した。背後から襲おそった凄すさまじい力が、彼女の自由を奪うばったのだ。思わずアベルの体を取り落としたパウラは、片かた腕うで一本で自分を羽は交がい締じめにしているその人物を振ふり返った。

「その体でなぜ動けるのです!?」

「アベル、私はさきほど、私の神を否定しました……だが、やはり神はおわしましたよ」

　異端審問官を羽交い締めにしたまま、ハヴェルは静かに微び笑しようした。生命維い持じ用のバックアップ回路すべてを転用してしまったため、すでにして、彼の顔色は死者のそれに変わりつつある。しかし死を目前に迎むかえながら、その表情は穏やかだった。

「神は確かに存在しています。ただし、それは現実ちからでもない。理想ゆめでもない──それは、理想と現実の境を埋うめようとする、人の意志そのものだ！」

「ヴァーツラフさん！」

　アベルが叫さけんだときには、ハヴェルの胴どうは繰くり出された手刀によって串くし刺ざしにされていた。脊せき髄ずいが粉ふん砕さいされ、破は裂れつした閉鎖循じゆん環かん系から逆流した皮下循環剤が溢あふれ出す──致ち命めい傷しようだ。

「アベル……」

　だが、うっすらと微笑ほほえみすら浮うかべて、瀕ひん死しの派遣執行官は同どう僚りように囁ささやきかけた。

「あとを……人間たちを……頼たのみます」

「──この死に損ぞこないが！」

　ハヴェルの瞼まぶたが落ちたそのときには、すべての機能を停止した神父の体から、パウラは手刀を引き抜ぬくことに成功していた。ようやく自由を取り戻もどした身を捻ひねり、いま一人の敵と正対する。

「余計な時間をとってしまいましたね。さて、次は神父アベル、あなたの──」

　だが、勝ち誇ほこる〝死の淑女〟が、そこに見いだしたのは、瀕ひん死しの神父などではなかった。
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　夜のような声で吼ほえた凶きよう影えいが、静かに立ち上がっていた。
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〈ヴァーツラフ……〉

　誰だれかが囁ささやく声が聞こえたような気がして、ハヴェルはゆっくりと瞼をあげた。ひどく視界が曇くもっている。

「気がつかれましたか、ヴァーツラフさん？」

　泣き笑いのような顔で尋たずねてきたアベルに対し、ハヴェルは小さく頷うなずいた。もはや、彼の声帯はほとんどの機能を失ってしまっていたが、それでもすべての体力を傾かたむけ、ようよう舌を動かす。

「異端……審問官……は……？」

「なんとか撃げき退たいしましたよ──今、神父レオンと神父トレスが、市民に呼びかけて無条件降こう伏ふくの準備中です。どうやら、教会軍の市内への突とつ入にゆうは避さけられそうですね。わかりますか？　みんな、あなたのお陰かげですよ」

「こう……ふく……」

　では、やはり自分たちは敗れたのか──苦笑しようとして、ハヴェルは、ふと自分の頭が床ゆかの上ではなく、何か柔やわらかいものの上に載のせられていることに気づいた。さきほどより、背後から誰かが、支えてくれていたのだ。その誰かは、ハヴェルの顔を覗のぞき込むと、ひどく弱々しい声で話しかけてきた。

「だ、だ、だいじょうぶですか、ヴァーツラフ？」

「ああ、聖下……ご無事でしたか……」

　教皇の白い顔を見上げて、ハヴェルは今度こそ苦笑した。

「ご覧のとおりです。我々は敗れました……聖下には、とんだ茶番に付き合わせてしまって、申し訳ございません」

「ご、ご、ごめんなさい、ヴァーツラフ……」

　血の気を失った神父の顔に、熱い雫しずくが落ちる──少年が泣いていることに、ようやくハヴェルは気づいた。

「ぼ、僕が、もっとちゃんとしたきょう、教皇だったら、こんなことには……」

「いいのですよ……聖下……本当にいいのです」

　泣きじゃくる少年を精せい一いつ杯ぱい宥なだめながら、ハヴェルはかすれた声を押し出した。

「お陰で、私は……見失っていた神と再会できました。私は、満足しています」

「か、神？　じゃ、じゃあ、ヴァーツラフはしゅ、主と会ったの？」

「ええ。長いこと、見失ってしまっていた主なる神……なんのことはない、私の神は、私の中にいらっしゃった」

　ひどく苦労してそれだけを語る間にも、体の中から命の火が消えつつあるのが感じられた。すでに、少年の表情さえ見えなくなっている。

　まだ話したいことはたくさんあった。しかし、どうやらその時間も、力も、自分には残されていないようだ……

　だが、ハヴェルは焦あせらなかった。すでに、彼には伝えるべきことは伝えてある。その種が芽め吹ぶくかどうかは、相手次第だ。自分が焦ったところで仕方がない──。

「聖下、確かに、今のあなたは非力です。あなたは我らをお救いになられなかった……でも、その非力はあなたの罪ではない」

[image: ]

　半ば夢見ごこちで血ち塗まみれの腕を伸のばすと、ハヴェルは少年の手に触ふれた──骨ばってはいるが、暖かい手だ。この手が、いつか……

「あなたには志がある……そして、志ある限り、あなたの非力は非力ではない。あなたがそれを恥はじる限り、あなたの中にいる神が、いつかきっとあなたに力をお授さずけになる日が来る。その日を、私は楽しみに──」

「ヴァ、ヴァーツラフ？」

　緩ゆるやかに瞼を閉じたハヴェルに、慌あわてたようにアレッサンドロは呼びかけた。急速に失われてゆく体温を呼び戻そうと神父の体を揺ゆり動かすが、一ひと度たび落ちた瞼が開くことは二度となかった。

「主よ、この魂たましいを導きたまえ。彼ほど、あなたを愛した者はいませんでした……エィメン」

　その隣となり、泣き出しそうな顔で、アベルは頭上を見上げた。血の色の輝かがやきをこぼす空を──




　この二時間後、ブルノ市は教皇庁・ボヘミア連合軍に無条件降伏。第二次ボヘミア戦せん役えきは、ここに幕を閉じた。

　公式記録によれば、この戦役における死者は誰一人として報告されていない。




　スフカステォルル・スフツァオルツエ城スコ──ミラノ市中央部にある代々のミラノ公の居城の朝は、このところ早い。

　というのも、ふだんはローマに滞たい在ざいしていることの多い城主が、珍めずらしくも彼女の所領に帰ってきているためだ。この朝、シスター・ケイトが城主執しつ務む室しつに結像したときも、朝の早い彼女の主人はすでに執務卓に腰こしを下ろしていた。

〈おはようございます、カテリーナさま。今日のお加減はいかがでしょうかって……あら、〝教授〟？〉

　立体映像ホロの中で、ケイトは驚おどろいたように目をしばたたいた。

　部下の不始末の責任を取って所領に謹きん慎しん中のカテリーナの許もとに、こんな朝早くから客が訪れていたことに驚いたわけではない。来客用のソファに座すわっていたのは〝教授〟──謹慎中の主に代わって、ローマで国務聖省を監かん督とくしているはずのドクター・ワーズワースではないか。

〈〝教授〟、こんなに早くにどうなさったんですの？　なにか、ローマでございまして？〉

「……昨晩、ブルノが陥おちたよ」

　火の入っていないパイプを嚙かむ〝教授〟の声はいつもの穏おだやかさを失っていない。ただ、独りごちるかのような口調で呟つぶやいたその横顔は気のせいかわずかに灰色がかって見えた。

「教会軍が無事に市内に入城して、ヴァーツラフが……死んだ」

〈ハ、ハヴェルさんが……!?〉

　ケイトは立体映像をかすかに瞬またたかせると、声をうわずらせた。

　ある程度、予想された結末ではある。プラークでの教皇拉ら致ち、そしてその後のブルノ蜂ほう起きに深く関わっていた彼が、無事にローマに──Ａｘに戻もどってくるとは思えなかった。

　だが、だからといって、その衝しよう撃げきが緩かん和わされるというわけではない。ハヴェルはここにいる三人にとって十年来の──まだＡｘすらなかった時代からの仲間である。我知らず口元に持っていった指を嚙みながら、ケイトは最前から一言も発さぬカテリーナを顧かえりみた。自分以上に動どう揺ようしているはずの主人を励はげまそうと、なんとか言葉を絞しぼり出す。

〈あ、あの、カテリーナさま、あの……〉

「──それで〝教授〟、異い端たん審しん問もん局きよくの動きはどうなっていますか？」

　しかし、尼僧の気き遣づかいはまったくの無む駄だに終わった。

　昂こう然ぜんと頭こうべをもたげると、カテリーナが甘やかだが鋼線めいて強きよう靭じんな声を発したからだ。片眼鏡モノクルの奥で光る剃刀かみそり色の瞳ひとみは、いっそ冷ややかといってもよい。動揺の細片たりと浮うかべぬ明めい晰せきな口調で、部下を問いただす。

「ハヴェル神父──いえ、叛はん逆ぎやく者しやヴァーツラフ・ハヴェルと我々の関係について、メディチ枢すう機き卿きようはどの程度、把は握あくしているのかしら？　私の訴そ追ついまで、行われそうですか？」

「ヴァーツラフの派は遣けん執行官としての身分、およびこれまで彼が遂すい行こうしてきた任務については、すでに全記録を抹まつ消しようしました」

　一方、それに応こたえる〝教授〟の口調も、上司と同じく、ごく乾かわいたものだ。いかにもアルビオン貴族らしいポーカーフェイスで付け加える。

「ただし、彼の国務聖省職員としての身分は動かせませんでしたので……猊げい下かの監督不行届は衝つかれるのではないかと。異端審問はないとしても、それに先立つ枢機コンチ卿会議ストーロの査問審査は避さけられないでしょう」

「それは仕方ありませんね。プラークでの件もありますし……それにしても、こうなってみると青酸ガスの現物をブルノで引き渡わたしてしまったのは痛かったわね。あれがあれば、兄との駆かけ引きに使えたのですが……」

「然しかり。しかし、ガスの製造記録はいまだ製造元アツシジに残っているはずです。なんとかそれを入手できれば──」

〝鉄の女〟と〝プロフェッサー〟──二人の会話は、ふだんどおり、穏やかで知的で、湿しめったものはいささかも感じさせぬものだ。しかし、傍かたわらでそれを聞いていたケイトは、少しだけ穏やかならぬものが心の底で蠢うごめくのを禁じ得なかった。

（ハヴェルさんが亡なくなったっていうのに……！）

　生死と苦楽を共にしてきた仲間が、今朝はもうこの世にいないというのに、この人たちは悲しくないのだろうか？　どうして、こんなにいつもと変わらぬ顔をしていられるのだろう？　確かに、今後、カテリーナとＡｘの立場が危うくなることは間ま違ちがいないが、だからといって、死者を悼いたむぐらいのことは──

〈……あの、それで、ハヴェルさんのご遺体は？〉

　今後の方針を熱心に話しこんでいる二人の間に割り込んだのは、彼女としては精せい一いつ杯ぱいの反はん抗こうのつもりだった。いくら裏切者とはいえ、これではハヴェルがあまりにかわいそうだ。せめて、自分だけでも彼の味方をしてやるつもりで、二人が黙もく殺さつしている事こと柄がらを話題に乗せる。

〈ハヴェルさんには身寄りがいらっしゃいませんでした。あたくしたちで遺体を引き取って、どこかに休ませてあげないと……カテリーナさま、葬そう儀ぎはローマで行います？　それともこのミラノで？　なんでしたら、手続きはこのあたくしが……〉

「──〝ノーフェイス〟の遺体については、一切、関知しません。仮に引き取りを求められても拒きよ否ひなさい」

　ケイトの精一杯の提案に対し、カテリーナの即そく答とうは乾いた凍とう気きを孕はらんでいた。片眼鏡モノクルの奥の瞳は何の感傷も浮かべず、白い顔は陶とう器きのように硬かたい。

「ヴァーツラフ・ハヴェル神父は確かに私の部下ではありましたが、今は、ただの叛逆者です。ブルノ戦せん役えきの死者について、教理聖省がどのような見解を下すにせよ、彼の遺体は、我々の手では埋まい葬そうできません……他ほかの死亡者たちと一いつ括かつして処理させなさい」

〈ちょ、ちょっとお待ちくださいませ、カテリーナさま！〉

　机を叩たたかんばかりに、ケイトは声のトーンをあげた。立体映像を明めい滅めつさせながら、上司に詰つめ寄る。

〈ハヴェルさんは、あたくしたちの家族みたいなものじゃありませんか!?　そのあたくしたちが弔とむらってあげないなんて、そんなの、あまりにもかわいそうじゃ──〉

「仕方ないんだよ、ケイト君」

　珍めずらしく気色ばんだ尼僧を穏おだやかに制したのは、黙だまったまま席を立った麗れい人じんではなかった。沈ちん黙もくの裡うちに窓辺に身を寄せるカテリーナを庇かばうように、ワーズワースが首を振ったのだ。

「ただでさえ、メディチ枢機卿や異端審問局は、今回の反乱の責任をスフォルツァ枢機卿に押しつけようとしているんだ。この時期、彼とＡｘの関係をこれ以上、印象づけるわけにはいかないのさ……ヴァーツラフの件は諦あきらめたまえ」

〈そ、そんな……！〉

〝教授〟の返事に、ケイトはおとなしげな顔を強こわ張ばらせた。次いで、救いを求めるように主に視線を移す──しかし、カテリーナはそんな尼僧の顔を一いち瞥べつだにしなかった。執しつ務む卓たくに座すわり直しながら、〝教授〟に向かって短い命令を発しただけだ。

「ワーズワース博士、あなたはすぐにローマに戻もどりなさい。法王宮から、絶対に目を離はなさないように。特にメディチ枢機卿と異端審問局の動きについては、逐ちく一いつ、報告を入れて」

「承知しました」

　優ゆう雅がに一礼して、〝教授〟は席を立った。キザな足取りで部屋を出てゆきかけたところで、ふと気づいたように不ふ機き嫌げんげな沈黙を守る尼僧に声をかける。

「ああ、そうだ、ケイト君。よかったら、列車の手配をしておいてくれないか？　特等、できれば個室がいいな。今から駅に向かえば、次の特急に間に合うだろうからね」

〈……かしこまりました〉

　硬い声に劣おとらず強張った顔で会え釈しやくをすると、ケイトは立体映像を執務室から解像した。

　去り際ぎわ、上司に挨あい拶さつしなかったのは、これ以上口を開くと、自分が彼女に何を言ってしまうかわからなかったためだ。だが、苛いらついた気分のまま、執務室のカメラ回線との接続を切りかけたところで、もう一件、裁決を仰あおぐべき用事を忘れていたことを気づいてしまった。

（そういえば、ユーグさんの容態を報告しておかないといけないんだったっけ……）

　ローマの病院からあがってきていた経過報告を思い出し、ケイトは瞬しゆん時じ、迷った。今は正直、上司と口をきくのが躊躇ためらわれた。いっそ書類報告だけですませてしまおうか──しかし、結局、カメラに意識を戻すと、マイクのスイッチを入れ直す。仮にも派は遣けん執行官に関する報告だ。直接口頭で行わないわけにはいかない──それでもあえて再結像しなかったのは、その手間を惜おしんだせいもあるが、それ以上に、今の自分の顔をカテリーナには見られたくなかったからである。

〝教授〟はとうに立ち去ったものか、執務室に残っていたのは、執務卓の向こうに腰こしを下ろしている細い影かげだけだった。

　──猊下、申し訳ございません。あたくし、一つ用事を忘れていました。

　結像せぬまま、声だけをそちらにかけようとしたケイトだったが、結局、その言葉を口にして出すことはできなかった。

　さきほどと同じ姿勢のまま、〝鉄の女〟は独り、机の向こうに座っていた。

　これから始まる異母兄との暗あん闘とうに思いを馳はせるかのように、剃刀かみそり色の瞳ひとみは机の上をじっと見つめて瞬まばたきもしない。その触ふれれば切れそうな表情は異名に相応ふさわしいものだ。

　だが、そのかすかに震ふるえる頰ほおを滴したたり落ちた透とう明めいな雫しずくは──

「ヴァーツラフ……！」

　かすかな嗚お咽えつは、ケイトのものではなかった。




　その朝、〝塔トウルム〟の三階と四階の間にある七階の書しよ斎さいにディートリッヒが立ち寄ったとき、そこには先客がいた。永遠に月光が射し込む窓辺で、〝魔術師マギエル〟が、今朝の朝刊を広げていたのだ。

「おはようモルゲン、イザーク。何か面おも白しろい記事は載のってる？」

「いインつメルも勝・シユ者がライベ敗者ン・ジの歴ーガー史を・デイ書き・ゲシ、生ヒテ・き残フオンった・ベジ者がークテ死者ン・レたちベンゲの歴ブリー史をベン・書くデイ・のフオでン・あトイるデン──レッシング……ブルノの戦いが終わったよ、〝人形使い〟」

　黒くろ髪かみを腰までも伸のばしたその男は、同どう僚りようの美しい笑え顔がおを一いち瞥べつしただけで、再び朝刊に目を落とした。几き帳ちよう面めんに手て袋ぶくろをはめた指の間では、針のような細葉巻シガリロが紫し煙えんをあげている。

「教皇ヴアチ庁カンの完勝だ。アルフォンソ・デステは行方ゆくえ不明。教会軍は無血で市内に入城したよ」

「無血？　なんだ、つまらないな。確か君の計算だと、三万人は死ぬはずじゃなかったっけ？」

　無む邪じや気きな発言に苦笑して、長ちよう髪はつの男は新聞を畳たたんだ。一ひと重え瞼まぶたの奥で瞳を上げると、彼にしては珍しいほど機き嫌げんよく笑う。

「さて、とりあえず、これで〝沈ちん黙もくの声〟作戦の後始末は終わった……結末は少々、予定とは異なるものになったが、十分、許容範囲だ」

「許容範囲？　そんな吞のん気きなこと言っててもいいのかい、イザーク？　他の８マギス＝テル・３テンプリの中には、今回の一件を問題にしてる奴やつもいるよ」

　顔の無い家政婦メイドが運んできたエスプレッソに口をつけながら、〝人形使い〟は眉まゆをひそめてみせた。もっとも、その目は鼠ねずみをいたぶる猫ねこのような笑みを含ふくんでいる。

「たとえば〝氷のアイス魔女・ヘクセ〟とかさ。新教皇庁をみすみす壊かい滅めつさせたのは、イザーク、君の不ふ手て際ぎわじゃないかって、会合で言ってたよ」

「ふむ、彼女の意見はもっともだ。新教皇庁を壊滅させたのは、確かに私の責任だよ」

　細葉巻シガリロで灰皿を叩たたくと、男は口をつけぬままのコーヒーカップに視線を落とした。漆しつ黒こくの水みな面もに映る己おのれの顔に言い聞かせるような声で囁ささやく。

「ただ、それを不手際と責められるのは、いささか心外だね。あれは、投資──そう、次の成功に繫つなげるための先行投資だよ。どんなビジネスでも、投資を怠おこたっては成功は摑つかめない。彼女には、御理解をいただけなかったようだが……」

「……ねえ、イザーク」

　何がそんなに楽しいのか、にこにこと笑いながら青年は相手の顔を覗のぞき込んだ。

「これから君が何をするつもりか、あててみせようか？」

　几帳面な手つきで細葉巻シガリロを灰皿に押しつけた〝魔術師〟は、片かた眉まゆだけを器用にあげてみせた。

「わかるのかね？　私が何をするつもりか」

　自信に満ちて〝人形使い〟は頷うなずいた。

「もちろん、わかってるさ──とっても、ひどいことをするんだろ？」

　ストレート極きわまる解答に、〝魔術師〟の薄うすい唇くちびるがかすかに綻ほころんだ。組み合わせた指に顎あごを載のせると、けっして光らない瞳が飽ほう食しよくした悪あく魔まのように細まる。

「そのとおりだ、〝人形使い〟──私はこれから、とてもひどいことをするんだよ」


ＫＮＯＷ ＦＡＩＴＨ（完）






















──我は彼らの血によりて心を満たす者。

我が手は剣を抜き、

我が剣は彼らを滅ぼさん。

（出エジプト記十五章九節）









　　　　Ⅰ




　落らく雷らい──絶ぜつ叫きようは雷鳴にかき消されて聞こえなかった。

　振ふり下ろそうとしていた軍刀サーベルを水みず溜たまりに落とすと、大おお柄がらな警官は石畳に頽くずおれた。女のような悲鳴をあげるその手が奇き怪かいな方向に折れ曲がっていたのは、骨が完全に砕くだかれているためだ。眼前にゆっくりと歩み来る影かげから逃にげようとあとずさったところで、その顎に、唸うなりをあげて旋せん回かいした凶きよう器きが直ちよく撃げきする。

「────！」

　無音の絶叫とともに巨きよ体たいが倒たおれ込んだ路面が、高い水みず飛沫しぶきをあげた。日没来、絶えることなかった雨足がいっそう強まる。

　そのときには、翠すい瞳とうを不気味に輝かがやかせた凶影は新たな犠ぎ牲せい者しやを求めて闇やみの中を走っていた。その先にいたのは、いま一人の警官だ。同どう僚りようが稼かせいだわずかな時間にようやく拳けん銃じゆうを掲かかげることに成功した彼の懐ふところに、音もなく滑すべり込む。引き金を絞しぼろうとしていた警官の目が驚きよう愕がくに剝むかれたときには、影の握にぎる長大な鉄棒が夜の雨を裂さいて回転している。

「ば、馬鹿な！　は、迅はやす──！」

　落雷──天が崩ほう落らくしてきたが如ごとき轟ごう音おんが、闇に満たされた路地を青白く染めあげた。

　光と影だけで象かたどられた夜の中、稲いな妻ずまの光を受けた凶器が一いつ閃せんした。雷鳴の残ざん響きようが夜気の向こうに消えたときには、跳はね飛ばされた拳銃は石いし畳だたみに転がっている。

「あ、あわ……」

　唯ゆい一いつの頼たのみを失った警官は無様に尻しり餅もちをついたまま、歯を鳴らした。瞠みはられたその目の前で鉄棒が振り上げられる。その一撃を脳天に喰くらえば、頭ず蓋がい骨こつなど中身ごと粉ふん砕さいされてしまうだろう。圧あつ倒とう的恐きよう怖ふに悲鳴すらあげられぬ彼の頭上に、風を巻いて、死は落ちて──

「…………？」

　いっこうに訪れぬ死に、警官はおそるおそる目を上げた──涙なみだに濡ぬれた彼の眼の前で、鉄棒は空に接着されたかのように止まっている。

「消えろ。そして、二度と俺を追うな……」

　死者のように低い声が夜の底を這はった。雷光を背景に浮うかび上がった凶影の中で、暗い翠瞳が燐りん光こうのように燃えている。

「次に会ったときは──必ず殺す」

「ひ、ひっ！」

　滝のように降る雨音に比べれば、その声はむしろ静かだったが、警官は弾はじかれたように立ち上がった。まろぶように路地を走り出す。

　時々転びながらも、懸けん命めいに駆かけ去ってゆく警官の後ろ姿を見送って、男はかすかにため息をついたようだった。濡れそぼつ金きん髪ぱつを煩わずらわしげにかきあげると、地面に転がった犠牲者たちを暗い目で見下ろす。十名近い警官たちは、いずれも脚あしや腕うでを折り砕かれて気絶していた。これでは、たとえ意識が戻もどったところで、悲鳴をあげる以外のことは当分できそうもない。

　悲ひ惨さんな情景を見下ろす男の翠瞳に、一いつ瞬しゆん、憐れん憫びんにも似た光が灯ともった。だが、すぐに無表情に手中の鉄棒を回転させると、何事もなかったかのように路地を歩き出す──いや、歩き出そうとしたその足が、何かに気づいたかのようにその動きを止めた。

「…………」

　すぐ側そばの壁かべを一いち瞥べつした男は、わずかに目を細めた。壁に貼はられていたのは、まだ若い青年の顔写真を載のせた手配書だ。

「〝アントワープ警視総そう監かん邸てい襲しゆう撃げき犯はん──ユーグ・ド・ヴァトー。重犯テロ罪者リストにつき、生死を問わず、捕ほ獲かく者しやに賞金〟……」

　手配書を見た男の喉のどが小さく鳴った。まばらに生えた無ぶ精しよう髭ひげの間で、薄うすい唇くちびるが誰だれかを嘲あざけるように歪ゆがむ。

「〝重犯テロ罪者リスト〟、か……ああ、まったくそのとおりだな」

　自じ嘲ちようめいた呟つぶやきがこぼれたときには、人相書きはきれいな切り口を見せて裂けている。

　石畳に落ちて雨に打たれるそれを容よう赦しやなく踏ふみつけると、男は再びしのつく雨の中を歩き始めた。どこに行く当てもない。たださまようことだけが目的であるかのような、そんな頼たよりない歩調で──

「──ここで何をしている、ヴァトー神父？」

　再び男に歩みを止めさせたのは、妙みように抑よく揚ように乏とぼしい平板な声だった。いつの間にか、前方を塞ふさぐような形で小こ柄がらな人影が立っていたのだ。ガラス玉めいた瞳ひとみが、男の憔しよう悴すいし切った顔をじっと見つめている。

　清潔な僧衣で一分の隙すきなく鎧よろったその神父は、黙だまったまま立ち止まった男を無表情に見み据すえると、再び台詞せりふを繰くり返した。

「こんなところで何をしているのか質問したのだ、ヴァトー神父。ここブリュッセル市は、卿けいの任務とは関係ないはずだ。作戦区域外にいる特段の理由があるのであれば、その入力を要求する」

「……俺が何をしていようと君には関係ない、〝ガンスリンガー〟」

　男──ユーグは隈くまの浮いた目をあげた。野宿を続けたこの一週間というもの、食事どころか、睡すい眠みんすらろくに摂とっていない。もともと白い顔は、いまや幽ゆう鬼きじみた蒼そう白はくなものとなっている。だが、低い声は激しい雨音の中でも明めい晰せきに響ひびいた。

「いま、俺はアムステルダム事件の捜そう査さ中だ。その捜査に関連があるからこの街に来ている……邪じや魔まをしないでくれないか、イクス神父？」

「否ネガ定テイヴだ──アムステルダム旧教会事件については、卿は捜査の任を解かれ、帰き還かん命令を受けている。ただちにブリュッセルを退去し、ローマに戻ることを要求する」

　同どう僚りようの発言の何がそんなにおかしかったのだろう？　ユーグの喉から枯かれた笑声がこぼれた。

「〝ローマに戻れ〟？　戻れだと？」

　無表情にこちらを見据えるいま一人の神父の顔を見返し、もう一度笑う──だが、声とは裏腹にその瞳は一片の笑えみも浮かべてはいない。

　ひとしきり乾かわいた声で笑った果てに、ユーグはようやく意味のある言葉を紡つむぎ出した。

「俺に戻るところなど、もうどこにもない……」

　依い然ぜん、荒すさんだような光を瞳に灯したまま、顎あごをしゃくる。

「もう、俺はローマには帰らない。Ａｘもやめさせてもらう……帰って、ミラノ公にそう伝えてくれ、〝ガンスリンガー〟」

「……現在、このブリュッセルは戒かい厳げん令れいクラスの警備態勢下にある」

〝ガンスリンガー〟──トレス・イクス神父の声は、温度を欠いていた。化学実験の結果でも報告するかのように付け加える。

「この街の吸血鬼──個体名〝ティエリー・ダルザス〟とその氏族は、卿の接近を察知して、市警察を総動員して警戒にあたらせている。卿がダルザスを捕ほ捉そく・殲せん滅めつできる可能性は最大〇・〇六パーセントに過ぎない。作戦行動は、無意味かつ致ち命めい的だ」

「わかってるさ……俺だって、そんなことがわからないほど馬鹿じゃない」

　自嘲的に唇を歪めると、ユーグは背後を振ふり返った。最前、倒たおしたばかりの警官たちをどこか暗い目で見やる。

　彼らは、凶悪なテロリストを捕とらえるためにあたって手段は選ぶなと厳命されていた。そんな彼らを殺すことなく、その戦せん闘とう力だけを奪うばう戦いは極きよく端たんな消しよう耗もうを伴ともなう。ブリュッセルに到着してすでに一週間──寝しん食しよくもろくに摂れぬ生活に、ユーグの気力も体力も尽つきつつある。もう先は見えていた。

　雨に濡ぬれそぼった体は、生存本能さえ麻ま痺ひさせる。冷え切った思考を紡ぐ若者の目は、死人のように光を失っていた。

　一族、城、婚こん約やく者しや……何もない自分。

　帰る場所も、生きる意味も、すべて失われてしまった。どうせ、生きてゆく理由などないのだ。無理に生き延のびることはない。いやむしろ、復ふく讐しゆうを果たしたあとに生き延びてしまったときのほうが、今は恐おそろしい。どこにも戻もどれぬまま、孤こ独どくと喪そう失しつ感の中で命を貪むさぼることの恐きよう怖ふ──

「……俺のことは放っておいてくれ、イクス神父」

　無言のままの同僚に背を向けると、ユーグは重い息を吐はいた。ふらつく足で元来た道を引き返しながら、背中で伝える。

「俺は、もうミラノ公とも教皇庁とも関係ない。俺のことはもう──」

「卿の確保はミラノ公の最優トツプ先命令オーダーだ」

　訣けつ別べつの辞を中ちゆう途とで遮さえぎった声には、感傷の欠片かけらもなかった。いや、声だけではない。同時に聞こえた小さな、しかし聞き間ま違ちがえようのない金属音──拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつが上がる響きだ。

「さらに付け加えるなら、これ以上、卿を放置しておくことはミラノ公の政治的立場に大きな不利益をもたらす──あくまで同行を拒きよ否ひするのであれば、射殺という選せん択たくもあり得る」

　かすかな水音は、こちらに向けて構えられた拳銃が弾はじく雨音だろう。平板で、非人間的なまでに感情を欠いた処しよ刑けい宣告を背中越ごしに聞きつつ、ユーグはかすかに口元を緩ゆるめた。揶や揄ゆするように笑いながら、鉄棒に添そえた指にわずかに力をこめる。

「射殺？　君に俺が殺せるのか、〝ガンスリンガー〟？」

「──最終確認だ、〝ソードダンサー〟」

　雨の紗スク幕リーンの向こうで、安全セイフ装置テイのはずれる音が聞こえた。感情を欠落させた冷たい声は念を押すというより、所定の手続きを踏ふむかのように事務的に響いた。
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「俺とともにローマに帰還するか？　それとも、あくまでも帰還命令を拒否し、ブリュッセル滞たい在ざいを続けるつもりか──回答の入力を」

「ローマには戻らん──二度とだ」

　人間味を欠いた質問にやはり感情のない声で返すと、ユーグは首だけを捻ひねった。べったりと顔に貼はり付いた金きん髪ぱつの間で、凄せい惨さんな微び笑しようを刻んでみせる。

「帰って、ミラノ公に伝えろ。〝ソードダンサー〟は奴やつらを皆みな殺しにする──二度と貴女に会うことはない、と」

　──銃声と鞘さや鳴なりはほとんど同時だった。

　咄とつ嗟さに身を飛ばしたユーグの足あし下もとで次々とあがったのは弾だん着ちやくの水みず飛沫しぶきだ。石いし畳だたみは銃弾に穿うがたれるたびに爆ばく発はつしたような勢いで飛散し、水すい滴てきと一いつ緒しよになって剣けん士しに襲おそいかかる。

　だが、ユーグは反撃に出なかった。紙一ひと重えの差で弾だん丸がんを回かい避ひするや、鞘を払はらった白はく刃じんで、側そばの街灯を薙なぎ払ったのだ。

「!?」

　狙ねらい澄すましたように倒れてきた街灯からトレスがあとずさったその一いつ瞬しゆんに、ユーグは体を丸めると、文字どおり、脇わき道みちに転がり込んでいた。

「逃にがさん、〝ソードダンサー〟！」

　空弾倉を交こう換かんするトレスの声を背後に聞きつつ、明かり一つない夜道を猛もう然ぜんと疾しつ走そうする。

（まだ死ぬわけにはいかん！）

　十年前、あの雷らい鳴めいの中で誓ちかったではないか。一族を殺し、妹を目の前で奪うばっていった奴やつを殺すまで死ぬわけには──

　濁にごった思考と疲ひ弊へいしきって散さん漫まんになった注意力──どちらが、ユーグを危地に誘さそったのだろう。後方だけに注意を払っていたユーグが自分の甘さに気づいたのは、迷宮のように曲がりくねった路地の角にさしかかったときのことだった。

「目標を有効火力圏けん内に捕捉──射撃開始フアイア」

　すぐ側方、石壁の向こうから聞こえてきた平板な声に、跳とびすさるのがコンマ一秒も遅おくれていれば、引き裂さかれたユーグの体は今ごろ、肉片と化して散らばっていたに違いない。鼻先をかすめ去った弾雨に続き、壁を破って現れたのは一分の隙すきなく僧衣を纏まとった小こ柄がらな影かげだ。

「照ター準ゲツト完・イン了サイト──」

　漆しつ喰くいを纏いつかせたまま、殺人キリング人形ドールは銃口をあげた。ほとばしった光条レーザ照準器ーサイトの赤光が、ユーグの左胸に灯ともる。

「発射フアイア」

　咄嗟に剣けんを体の前に立てたユーグに向けて、ジェリコＭ13ディ怒エスり・イレの日──世界最大の戦せん闘とう拳銃が直径十三ミリの牙きばを虚こ空くうに剝むいた、まさにそのとき──

「!?」

　横よこ殴なぐりに降り注いだ弾雨に弾き飛ばされたのは、発砲したトレス自身だった。

　おそろしい速度と精度で飛来した無数の銃弾に、二百キロ近い体が側方に吹ふき飛ぶ。蜂の巣になった僧衣が、ぼろ布のようにあたりに飛び散った。

「──乗れ、ヴァトー神父！」

　そしてそのときには、獣けものの咆ほう哮こうじみたエンジン音がぎらつく白光とともにユーグの視界に飛び込んできていた。路地の向こうから水飛沫をあげて疾走してきた自動二モーター輪車バイクが、いまだ何が起こったか悟さとらぬ神父の側そばに急停車したのだ。

「何をしている……乗るんだ、早く！」

　タンデムシートに顎あごをしゃくって怒ど鳴なったのは、まだ若い男だった。黒いレインコートとゴーグルのせいで顔はよくわからなかったが、いかにも高そうな革かわ靴ぐつでクラッチを繫つなぎながら、再度怒鳴る。

「僕は君の味方だ──少なくとも、いまは！」

「…………」

　無言のままユーグがシートに飛び乗ったのは、〝君の味方だ〟などというたわごとを信じたからではない。叩たたきつけるような驟しゆう雨うの向こうで、赤い光点が瓦が礫れきを押しのけて立ち上がったからだ。闇やみの中、糸を引いて流れた光条レーザ照準器ーサイトがユーグとその救出者を捉とらえる。

「──出せ！」

　鞘から引き抜ぬいた小柄ダガーを投げ放ってユーグが叫さけんだときには、飛び出すような勢いで自動二モーター輪車バイクは発進している。そのエンジンマフラーを、かろうじて小柄ダガーに狙ねらいを逸そらされた弾丸が擦さつ過かしていった。

「しっかり摑つかまっていたまえよ、神父ユーグ！」

　ハンドルを握にぎる若者が何か叫んだようだったが、叩きつけるように勢いを増した雨音にかき消され、その声はよく聞き取れなかった。




　　　　Ⅱ




　ブリュッセル──〝湿地帯ＢＲＯＵの中ＳＣＥの砦ＬＬＡ〟というその名のとおり、網あみの目のように平野を錯さく綜そうする旧河道の中心に位置するこの街は、古来、交通の要よう衝しようとなってきた。

　毛織物や貴金属通商をはじめとする経済活動の中心、あるいはさまざまな汎はん国家機関の中ちゆう枢すうとして繁はん栄えいを謳おう歌かする一方、戦略的価値に着目した諸勢力が幾いく度どとなくこの地を巡めぐって争いを繰くり広げている。この街もたびたびの戦火に曝さらされ、多くの血を大地は吸った。

　そんな歴史の中にあって、現在、この街は独立自由都市、四都市同盟の盟主として束つかの間まの平和と自由を享きよう受じゆしている──表向きは。




「まず、身分を明らかにしておこう。僕はジョルジュ・ローデンバック。見てのとおり、男。三十歳。独身。ブリュッセル在住。職業はさっき言ったとおり、検事だ。ブリュッセル地方検察局第四課──マフィアやシンジケートの組織犯罪の訴そ追ついを担当している」

　裁判官に意見陳ちん述じゆつでもするかのように、若者はてきぱきと名乗った。

　もっとも、ここは法ほう廷ていでもなければ刑けい務む所しよでもない。ほの暗いガス灯が照らし出していたのは、ブリュッセルでも北のはずれに位置するこぢんまりとした農家の一室だ。ただし、現在は使われていない証しよう拠こに、厩きゆう舎しやに家か畜ちくの姿は見られず、人気もない広い庭は雨のせいで沼のようになってしまっている。

「ちなみに、ここは検察局うちで証人保護に使ってる隠セーれフハ家ウスだ。ここにいる限り、少なくとも肉体的な安全は保証されるよ、ヴァトー神父」

「……なぜ、俺を助けた？」

　握あく手しゆを求めて差し出された手を握り返そうともせず、ユーグは尋たずねた。服からこぼれた雫しずくが床ゆかに水みず溜たまりを作っていたが、特に気にしたふうもなく、室内を歩き回ってはカーペットの下やカーテンの間をチェックしている。

「俺はテロリストとして手配中なんだろう？　治安当局の人間、それも検事がこんなところに俺を連れてきた理由はなんだ？」

「目もつ下か、君が指名手配中だというのは正しい……だが、〝テロリスト〟というのは間ま違ちがいだな。アムステルダムのカレル・ファン・デル・ヴェルフ、アントワープのハンス・メムリンク……君が手を下したのは、いずれも吸ヴア血ンパ鬼イア──それも〝四カウン伯ト・フ爵オー〟の幹部たちだ。彼らを襲殺することが果たして、テロだろうか？」

　検事の問いに返答はなかった。ただ、神父の翠すい瞳とうが硬かたい輝かがやきを増しただけだ。だが、言葉以上に確かな回答を得て、ローデンバックは満足げに言葉を継ついだ。

「アムステルダムで騒さわぎが起きたときから、君の行方ゆくえはずっと捜さがしてたんだ。ブリュッセルにやってきてからの足取りもほぼ摑んでいるよ。検察われわれの目も節穴じゃあない」

「……にしては、吸血鬼どもが大手を振ふって歩いているようだな」

　やや皮肉げな響ひびきが低い声にこもった。手にした鉄棒に落とした視線をゆっくりと滑すべらせながら、ユーグは皮肉な調子で反問した。

「〝四伯爵〟……有能な検察が奴やつらの跋ばつ扈こを許しているのは、どういうわけだ？」

「あいにく、無能じゃないんだが、無力でね」

　その反問は予想していたらしい。唇くちびるを嚙かんだローデンバックの返答は悔くやしげではあったが、素す早ばやかった。

「なにしろ、〝四きゆ伯うけ爵つき〟の影えい響きよう力は同盟諸都市にあっては絶大だ。暗黒街だけじゃない。表の世界にも、奴らの息はかかっている。我々も、何度か奴らを叩こうとしたんだが、そのたびに犠ぎ牲せい者しやを増やす役にしか立たなかったよ……そう、君が現れるまではね、神父ユーグ」

　いよいよ本題に入るかのように、検察官は薄うすい色眼鏡めがねのブリッジを押し上げると表情を引き締しめた。怜れい悧りな視線を、真っ向から神父にぶつける。

「君が現れて、すべての事情が変わったんだ。次々に幹部を倒たおされ、〝四伯爵〟の支配力に亀き裂れつが入り始めている。それに、奴ら自身、君をどうにかしようと相当な無理を重ねているみたいだ。今回のこの戒かい厳げん令れいまがいの命令には、これまで奴らに協力してきた同盟議員の中からさえ不満がこぼれているほどさ……こんなことは初めてだよ」

　外は相変わらずの豪ごう雨うだ。暖だん炉ろの火を映した窓ガラスを滝のような雨だれが流れてゆく。しかし、若き検事の声は、それらを圧して響いた。

「すべては君のお陰かげだ、ヴァトー神父。もう一歩……もう一歩で奴らの息の根を止められる！　どうだろう？　今後は、我々に支し援えんさせてもらえないか？　我々は表だって奴らと戦争することはできないが、君に情報と援助を与あたえることはできる。君を支援して、残る幹部を──って、お、おい！　どこに行くんだ!?」

「街に戻もどる」

　いきなり立ち上がった神父はそっけなく告げると、身を翻ひるがえした。ドアのノブに手をかけながら、背中だけで答える。

「今夜は、街で宿をとる……助けてくれたことには感謝する。だが、君たちと共同戦線を張るつもりは毛頭ない」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　君がこの街に来たことは、ダルザスの耳にとうに入っているんだ！　奴らは、万全の態勢で君を待ち受けている。そんなところにのこのこ近づいていったら、あっという間に殺されるぞ!?　ましてや、いまの君は、教皇庁にも見放され──」

「忠告には感謝する、ローデンバック検事。だが──」

　それは何者をも拒こばむ男の声だった。唯ゆい一いつの相棒──愛刀を収めた鉄棒の上でかすかに指を滑すべらせながら、ユーグはこれ以上ないほどの明めい瞭りようさで補足した。

「君たちとつるむつもりはない……奴らを倒したいなら、自分でなんとかするか、誰だれか別の手を捜せ。いずれにせよ、俺には関係ない話だ」

「か、関係ならあるさ！」

　ユーグの背中はすでに廊ろう下かに出て行きかけている。それに向かって叫さけんだローデンバックの声は、これまでにはない何かを含ふくんでいた。

「関係はある！　君のお父上──ジャン・ジャック・ド・ヴァトー警視総そう監かんは僕の恩師だ！」

「…………？」

　神父の足が止まった。ゆっくりとその顔が振り返る。不ふ審しんげなその翠瞳を見み据すえて、ローデンバックは食いしばった歯の間から、わずかに震ふるえる声を押し出した。

「十年前、まだ、駆かけ出しの検事補だった僕を、なにくれとなく世話してくれたのが、ヴァトー総監だった。僕は検察官で彼は警察官だったが、それでも僕はあの人に法の番人として何が一番大切なものかを教えられた。僕たちが、仕事をするうえでもっとも大切なもの──法の番人としての誇ほこりを彼は教えてくれた。その彼を奴らは殺した。それもあんなにも酷むごく……」

　職業柄がら、あの惨さん劇げきの現場を目にしたのだろう。網もう膜まくに焼きついているその映像をもう一度確認するかのように目を見開いたまま、若き検事は怒ど鳴なった。

「僕は絶対に奴らを許さない！　そう、君の仇かたきは僕の仇なんだ！　これでもまだ関係ないっていうのか、ヴァトー神父……いや、ユーグ・ド・ヴァトー!?」

「…………」

　血を吐はくような声に対し、ユーグは無言だった。レンズの底からこちらを見上げる若者の瞳ひとみをじっと見下ろしたまま、身じろぎもしない。ただその翠瞳には、煉れん獄ごくを彷徨さまよう亡者めいた昏くらい光が瞬またたいていたが──

　その目がつと流れた。

「……ここに風ふ呂ろはあるか？」

「え？」

　思わず問い返した検事の視線の先で、ノブにかけていた手を離はなしながら、ユーグは自分の言葉を補足した。

「今夜は少し消しよう耗もうし過ぎた。とりあえず入浴してさっぱりしたい……それから食事も欲しい。準備できるか？」

「じゃ、じゃあ、つまり君は──」

　ユーグの言葉に、ローデンバックの顔が輝かがやいた。思わず身を乗り出して、握あく手しゆを求めようとする──だが、〝ソードダンサー〟はその顔の前に手を立てると、静かに首を振ふっただけだった。

「まず入浴と食事が先だ──詳くわしい話はそれから聞く」
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「──歓かん迎げいの準備が整ったようです、閣下」

　ＶＩＰ用の船室ラウンジに据えられた電話器に向かって、その中年男はずいぶんと長いこと喋しやべっていた。ようやく受話器を置くと、ソファの主人にどこか栗鼠リスに似た媚び笑しようを向ける。

「これでもう、奴やつがいつやって来ようと心配はいりませんぞ」

「儂わしは別に心配などしておらんよ、警視総監……最初からな」

　卑ひ屈くつながらもどこか恩着せがましい報告に苦笑したのは、船室のソファに巨きよ軀くを沈しずめた初老の男である。舷げん側そくの窓から見下ろす空港には、すでに青い闇やみの帳とばりが降りている。飛行船をハンガーに誘ゆう導どうするライトが、降り続ける雨の向こうで鬼おに火びのように揺ゆれているのを眺ながめながら、その老人──ブリュッセル伯はくティエリー・ダルザスは鷹おう揚ような微び笑しようを彼の奴隷テランに与あたえてやった。

「ヴァトーとやら言ったかな？　いくらカレルとメムリンクを殺やった凄すご腕うでとはいえ、しょせんは短生種だ。ここまで辿たどり着くのは難しかろう……それより、ブラント。おまえのほうこそ少し落ち着くがよい。なにしろおまえにとって、今夜は総監就任初の大仕事だ。張り切りすぎて、失敗せんようにな」

「その点は重々心得ております」

　ルイ・ブラント──前警視総監ヤン・ファン・メーレンの辞職を受けて、新たに同盟警視総監の地位に就ついたばかりの中年男は媚こびるような笑え顔がおを拵こしらえた。見えないしっぽをちぎれんばかりに振りながら、主人に向けて揉もみ手してみせる。

「今夜は、空港内に一人の民間人もおりません。乗客から、サービス要員、さらには整備員まで……すべて、二百人からの私服警官で固めております。例の神父──ユーグ・ド・ヴァトーが空港に足を踏ふみ入れ次第、即そく座ざに拘こう束そくできましょう」

「警官どもは、ヴァトーの顔を知っているのか？　それに、奴らの中にはかつてヴァトー家に仕えていた者もいるはず……その者たちには、どう説明した？」

「〝ヤン・ファン・メーレン前警視総監を襲おそった国際的テロリストである〟ということにしております」

　前歯を突つき出し笑う顔は限りなく下げ卑びたものだったが、ブラントの実務能力は副総監時代から高く評価されている。中年男は、如じよ才さいなく自分のとった処置を説明してみせた。

「ユーグ・ド・ヴァトーは十年前、父を含ふくめた一族を惨ざん殺さつ。その後、逃とう亡ぼう先でテロ活動に従事していたが、近頃、故郷に帰ってきた。そして今夜は、この〝オメガング〟号を襲い、乗客の無差別殺さつ戮りくを目もく論ろんでいる──警官たちには、そう説明しておきました」

「まあ、そんなところか」

　髪かみも髭ひげも真っ白な中で、唯ゆい一いつ、油を塗ぬったように黒い眉まゆを撫なでて、ダルザスは頷うなずいた。手にしたグラスに口をつけると、なおも自分の功こう績せきを誇ろうとする家か畜ちくをねぎらう。

「御苦労だった、ブラント。あとは、朗報を期待している……さて、ではそろそろ儂わしは行くとするか」

「はて、どちらに行かれるのです、閣下？」

　やや意表を突かれた顔で、ブラントはダルザスを見上げた。一息にワインを飲み干した老吸血鬼が裾すそを払はらって立ち上がったのだ。

「この船内で、ヴァトーを迎むかえ撃うたれるのでは？」

「迎え撃つ？　たかが短生種一匹ぴきをこの儂自身がか？　そんな必要はない」

　侍じ女じよの恭うやうやしく差し出すジャケットに袖そでを通しながら、ダルザスは鷹おう揚ように微笑ほほえんだ。

「奴やつのことは短生種たちに任せる。それより、ブラント、おまえも一いつ緒しよに来い。館やかたに帰って、一いつ杯ぱいやろう」

「い、いや、しかし……」

　ブラントは顔を曇くもらせた。さきほどは大おお見み得えを切ってみせたものの、小心者の彼としてはこれだけ大がかりな仕事の最中に現場を立ち去るのは忸じく怩じたるものがあるのだろう。しどろもどろに抗こう弁べんする。

「仮にも、アムステルダム伯はくやアントワープ伯の仇かたきを討うたれるのです。閣下自ら、奴の最さい期ごをみとどけられるものと思っておりましたが？」

「もう十分な手は打ってある。すでに結果は見えておるさ……それに、どうにもここは落ち着かん。こんなものの上に腰こしをおろしていると思うとな」

　老人の瞳ひとみに悪戯いたずらっぽい光が灯ともった。手にしたステッキでカーペットを突きながら、人の悪い笑みを作る。捲まくれ上がったカーペットの下に並んでいる無数の木箱を見て、ブラントは訝いぶかしむような顔になった。

「はて、それはなんでございます、閣下？」

「これかね？……ただの爆ばく弾だんだよ」

「ば、爆弾!?」

　栗鼠顔をひきつらせて警視総そう監かんはのけぞった。中年男の反応がよほど面おも白しろかったのか、ダルザスは珍めずらしく茶目っ気を見せて笑った。

「別におまえを信用してないわけではないが、念には念をいれるのが儂の流りゆう儀ぎでな……奴が万一にも警備を突とつ破ぱしてここに辿り着いたときには、即座にこれを作動させる。タラップに足をかけたときには、奴の骨も残っておらんだろう。船一隻せきと五十名の乗員テランの命……それで我らを悩なやませてきたあの男を厄やつ介かい払いできるのであれば、安いものだとは思わないかね？」

　今でこそ、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟の長老、穏おん健けん派とみなされてはいたが、若い頃ころのダルザスの残ざん虐ぎやくさと強ごう引いんな手法は同族たちからすら恐おそれられていたと聞いている。初めて目にするその冷血ぶりを前に、ブラントは声もなかった──たかが一人の男を始末するために船一隻を、そして奴やつを油断させるための餌えさとして五十人の乗員を吹ふき飛ばすというのか、この怪かい物ぶつは!?

　警視総監があらためて固かた唾ずを吞のんでいる間にも、カーペットを直した老人はゆっくりと部屋を出てゆこうとしている。まっすぐに伸のばされた背中が、愉ゆ快かいげに笑った。

「さあ、来い、ブラント……館にとっておきの赤ワインがある。今夜はゆっくり飲み明かそうではないか」




「そこで止まれ！」

　警官の指示を待つまでもなく、その乗用車は検問ゲートの前で停車していた。雨の中、検問所から走ってきた警官の前で運転席の窓が開く。

「ご苦労さま。検察局第四課のローデンバックです」

　襟えり元もとに検察局のバッジを光らせた若者は軽く会え釈しやくすると、雨から顔を庇かばうように薄うすいファイルを差し出した。いかにも実直そうな口調で説明する。

「拘こう留りゆう中の不法入国者を強制送そう還かんするところです。すでに手続きはとってあると思いますが？」

「ああ、さっき連れん絡らくのあった件ですね。うかがってますよ」

　差し出された書類をチェックしながら、警官はレインコートの下で愛想よく頷いた。文面に不備がないことを確認して、後部座席で俯うつむいている男にちらと目を走らせる。頭からすっぽりジャケットをかぶった男の顔は、垂れた黒髪のせいでよく見えなかったが、別段に確認しようともせず答えた。

「書類に問題はないようですね……けっこうです、検事。通ってください」

「ありがとう」

　気さくに頷いた警官にこちらも愛想よく頷き返すと、若者は車を発進させた。どしゃぶりの中、発着場の中に向けて慎しん重ちように走ってゆく。途と中ちゆう、通りがかった空港の整備員──おそらくは私服の警官たちが好こう奇きの目でこちらを見たことがあったが、特に誰何すいかされることもなく、駐ちゆう機き場じよう区域にさしかかる。

「〝うろつき回っている不ふ審しん者しやは厳に警けい戒かい・拘束せよ〟……だが、すでに拘束されている不審者は警戒しないというわけだ」

　どれぐらい走っただろうか──バックミラーから検問所の明かりが消えたのを見計らって、ローデンバックは皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめた。ついで、ルームミラーの中で俯いたままの囚しゆう人じんに声をかける。

「もういいぞ、ユーグ。その拘束着は脱ぬいで、制服に着き替がえてくれ」

　ジャケットごと鬘かつらを頭から剝はぎ取りながら、囚人──ユーグは皮肉げに唇を歪めた。

「書類さえ揃そろっていればあっさり信じ込む──同盟警察も質が落ちたものだ」

　わずらわしげに無む駄だに終わったメイクを落とすと、拘束着を脱ぎ捨て、手て渡わたされた警官の制服に着替え始める。それをルームミラーに見ながら、ローデンバックはいかにも情けない顔で肩かたをすくめた。

「ヴァトー家が滅めつ亡ぼうしてからこちら、同盟の警官はどこもこんなものさ。腑ふ抜ぬけと間抜けの集まりになってしまった……それよりも、問題の船はあそこだ」

　豪ごう雨うということもあって、視界はほとんどないに等しい。雨のスクリーンの向こうに黒々と聳そびえる巨きよ影えいに顎あごをしゃくると、ハンドルを握にぎる検察官は表情をやや緊きん張ちようしたものに改めた。

「オメガング号──名義は民間航空会社の貨客船だが、その航空会社は完全なペーパーカンパニー。実際はダルザスの私有船だ……準備はいいか、ユーグ？」

「ああ……いつでもいい」

　差し出された鉄棒を受け取ると、ユーグはそっと扉とびらに手を伸のばした。ゆっくりと開いた隙すき間まから降り込んでくる雨に顔を濡ぬらしながら、巨船のシルエットを眺ながめやっている。その硬かたい横顔に向けて、ローデンバックは心配げな声をかけつつ、ハンドルからはずした右手を後部座席に伸ばした。

「くれぐれも気をつけろ……ダルザスは強力だ。無理だと思ったら、すぐに引き返せ」

「……協力に感謝する、ローデンバック検事」

　気き遣づかう言葉に、神父は穏おだやかに応じた。だが、差し出された手は握り返さぬまま、愛剣を体の側そばに引き寄せる。

「結果がどうであれ、二度と会うことはあるまい」

　そして、その言葉を完全に言い終える前に、若者の姿は車内から消失していた。雨に濡れたアスファルトに飛び降りるや、その勢いのまま、前方に聳える黒影に向かって走り始める。不気味に輝かがやく翠すい瞳とうは、魂たましいを刈かり取るために地上に降りた死神を思わせた。

「──止まれ！　何だ、おまえは!?」

　そして、発着場の周囲に乗客を装って立っていた私服警官たちがようやく気づいたときには、不吉な影はすでに飛行船まで手を伸ばせば届きそうな距きよ離りに肉にく薄はくしている。

「おまえ、どこの警官だ!?　所属と姓せい名めいを──お、おまえは!?」

　整備員の格好をしていた警官の声が、くぐもった悲鳴に変わる。銃じゆうを求めて懐ふところに突つっ込んだ手を抜くこともできぬまま、虚むなしく男が倒たおれたときには、スーツケースを提さげた旅行客に偽ぎ装そうした別の警官にユーグは鉄棒を撃うち込んでいる。悲鳴もあげずに倒れてくるそれを片かた腕うでで受け止めながら、もう一方の腕を勢いよく旋せん回かいさせる。その先にあったのは、三人目──そして、最後の私服警官の顎だ。

　異様な悲鳴と顎の砕くだける異音を残して、男は地面に倒れた。高い水みず飛沫しぶきにわずかに赤いものが混じる。

　一方、一いつ瞬しゆんにして三人の警官たちを排除した襲しゆう撃げき者しやは息一つ乱してはいなかった。頭上に向けた翠瞳の輝きを一ひと際きわ強める。

（……この先に、本当に自分の求めるものがあるのか？）

　カレル・ファン・デル・ヴェルフとハンス・メムリンク──〝四カウン伯ト・フ爵オー〟の二人を倒しながらも、結局、求める仇かたきの情報は得られなかった。あの夜、ヴァトー館を襲おそった吸血鬼が誰だれだったか、依い然ぜん、わからぬままだ。〝四伯爵〟の長老であるダルザスなら、それを知っているのだろうか？　仮に奴やつが知っていたとしても、その口を割らせ、なおかつ生きて空港から脱だつ出しゆつすることができるのか？

　いずれも、望みは薄うすい。

　しかし、ユーグの表情は変わらなかった。

　どうなっても、もはや構わない。復ふく讐しゆうを果たせぬまま犬死にする無念さえ、生き残ってしまうことの恐きよう怖ふに比べれば、いっそ甘美な未来かもしれない……

　剣けん士しは、幽ゆう鬼きじみた瞳ひとみを飛行船の舷げん側そくに向けた。ずらりと並んだ舷窓にはいずれも温かい光が灯ともり、中で乗員が忙せわしげに立ち働いているのが見える。それを見上げたまま、ユーグはタラップに足をかけようとした──刹せつ那な。

「!?」

　剣士の体は、まるで重力に逆らうかのように空中に舞まい上がっていた。宙でバク転して、後方に着地。瞬前まで立っていたアスファルトに深々と弾だん痕こんが穿うがたれたそのときには鉄棒を棒高たか跳とびのように使って、もう一度高々と舞い上がっている。そして、その影かげをわずかに遅おくれて追う、銃声と弾丸──

「──しつこいぞ、〝ガンスリンガー〟！」

　着地したときには、ユーグの手には青白い光が閃ひらめいている。抜き放った白はく刃じんを青眼に構えたまま、若者は悪あつ鬼きのような声で咆ほう哮こうした。

「俺の邪じや魔まをするな！」

「ユーグ・ド・ヴァトー──コードネーム〝ソードダンサー〟に告げる」

　雨と疲ひ労ろうで嗄しやがれた怒ど声せいに応じたのは、平板な男の声だった。驟しゆう雨うの幕の向こうに立つ小こ柄がらな影は、空になった弾倉を換かん装そうしながら無情に告げた。

「卿けいには帰き還かん命令が出ている。ただちに俺と同行を──さもなくば実力を行使しても連行する」
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「実力を行使しても、だと？」

　唇くちびるだけを捩ねじるようにして、剣鬼は嗤わらった。

　その全身から立ち上る悽せい愴そうの気に、しのつく雨さえも避けるかのようだ。黙もく然ぜんと佇たたずむ〝拳銃ガンス使いリンガー〟を睨にらみ据すえたまま、ユーグは緩ゆるやかに、その白刃を青眼から片手上段へと置き換かえた。

「面おも白しろい……やれるものなら、やってみるがいい！」

　その闘とう気きに触しよく発はつされたかのように、雷らい雲うんが咆哮した。つんざくような雷鳴が夜気を震ふるわせたときには、青白く漂ひよう白はくされた世界を白い光が疾はしっている。

　同時に、ユーグは電光そのものと化したかのような素す早ばやさで、敵手との距きよ離りを縮めていた。水飛沫を蹴け立たてて迫せまるその動きは、ほとんど人間の目には捉とらえられぬものだ──だが、彼の敵手は人間ではなかった。

「──〇・一九秒遅おそい」

　雷鳴の残ざん響きようの中、爆ばく音おんがあがった。

　戦闘拳銃の銃身に取り付けられた小型シユア投光器フアイアが光の剣けんの如ごとく、迫はく撃げきする剣鬼を捉とらえる。立て続けに撃ち放たれた無数の銃弾は、豪雨をそのソニックブームで突き破りながら、殺到する敵影を無情に貫つらぬいた──影だけを。

「なるほど、確かに〝拳銃使い〟と呼ばれるだけのことはある──この雨が味方してくれなかったら、とても俺には勝てなかったな」

　ぞっとするほど嗄れた声がトレスの聴ちよう覚かくセンサーに捉えられたときには、敵影に密着した剣士はその刃やいばを、同どう僚りようの首筋に押し当てている。落雷で発生した静電気と雨のスクリーンによって機械化歩兵のセンサーが混乱したその一瞬の隙すきをついて肉にく薄はくした剣士は、むしろ穏おだやかとさえ言える口調で己おのれの勝利を宣言した。

「この距きよ離りでは、君の銃じゆうより俺の剣のほうが速い──俺の勝ちだ、〝ガンスリンガー〟。悪いが、このまま行かせてもらう」

「──それはネガ否定だテイヴ、〝ソードダンサー〟」
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　しかし、側方から首筋に白刃を突つきつけられたトレスの顔色は毫ごうも変わらない。刃に跳はねる雨滴が頰ほおに雫しずくを作るのも無視して、静かに呟つぶやく。

「罠わなにかかったのは、卿のほうだ──追オプシ加ヨンア兵タツチ装メント起動」

「!?」

　その瞬間、トレスに密着していたユーグの体は宙を舞っていた──腹ふつ腔こうを見えない拳こぶしに殴なぐられたかのような打撃に、くの字に折れ曲がった体が勢いよく後方に向けて跳ね跳とぶ。地面に倒たおれた彼の周囲から、勢いよく水柱があがった。

「あ……か……!?」

　虚むなしく痙けい攣れんを続ける剣けん士しの口を、声にならぬ喘ぜん鳴めいがこぼれた。喉のどだけで呼吸しているような荒あらい息は、呼吸器系が麻ま痺ひしているためだ。全身から立ち上る煙けむりが、雨の中、白い筋を描く。

「戦域確保クリア──敵性体〝ソードダンサー〟のダウンを確認」

　折れ曲がった左手首から突き出した金属棒──瞬しゆん間かん電圧三十万Ｖボルトの高圧スタンガンを再び手首の中に収納しながら、トレスは無表情にユーグを見やった。ショック死していないことを確認しつつ、ゆっくりと、しかし危なげのない歩調で近づいてゆこうとする──

　その体がいきなり側方に向けて吹ふき飛んだのは、そのときだった。

　それが、大口径の銃弾に左胸を狙そ撃げきされたのだと戦術思考が認識したときには第二弾がその腹部に着弾している。腹腔に直撃を受けた小柄な体は、まるで最前のユーグの姿を模も倣ほうしたものの如ごとく、くの字に折れると、勢いよく雨の中を跳んですぐ側そばの溝みぞに転がり落ちた。

「──仕留めたか!?」

「おそらくは……しかし、あいつら、いったい何者です!?　本当に人間だったんでしょうか!?」

　闇やみの向こうで一いつ斉せいに輝かがやいたライトの間から、口々に言い交わす声が雨音に混じった。ブーツを鳴らして駆かけ出してきた警官たちが、口々に叫さけび交わしながら、たった今まで死し闘とうが繰くり広げられていた現場へと駆け寄ってくる。

「いったい、彼らは何者なんです、警部？　本当にただのテロリストですか？」

　指揮官らしい男に尋たずねたのは、対アンチ・物マテリアルライフルを肩かたに担いだ機動警務官──暴動および重犯罪者鎮ちん圧あつを専門とする特とく殊しゆ部隊の隊員だ。胡う乱ろんげに、倒たおれたまま痙攣を続ける金きん髪ぱつの男を見下ろし、手にした手配書の写真と見比べる。

「間ま違ちがいない。ユーグ・ド・ヴァトー──こいつです。でも、確かこの男、元はヴァトー家の長男かなんかでしょう？　そんな男がどうして……」

「わからん……が、詮せん索さくしないのが身のためだ」

　隊長は部下の疑問を短く封ふうじると、ちらと飛行船のほうを窺うかがった。剣士の両手に手て錠じようを掛かける一方、側そつ溝こうのほうに駆け寄った部下たちに向けて怒ど鳴なる。

「そっちのほうはどうだ？　死んだか？」

「その、それが……すいません、ちょっとこっちに来ていただけませんか、警部」

　だが、返ってきたのは妙みように不安げな声と、どこかうそ寒げな表情だった。腰こしだめに機関拳銃を構えて溝の中を見下ろしていた機動警務官たちが、暗い顔で上司を呼んだのだ。

「どうした？　何か、異常でもあったのか？」

「はあ──」

　駆け寄ってきた上司に対し、隊員たちはそろって側溝の中を指さした。そこに落ちていたのは何かの衣服の切れ端はしらしい黒い布きれとまだ煙けむりの立ち上っている数発の薬やつ莢きよう、そして──

「……どういうことだ、これは？」

　部下たちと同じ表情になって、警部は側溝の側そばに跪ひざまずいた。

　溝の中に、男の姿は無かった。
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　地下拘こう留りゆう場じように隣りん接せつする面会室は、ぶ厚い防ぼう弾だんガラスによってしきられていた。しかもかなり曇くもっているせいで、ガラスの向こうに腰を下ろした面会者の微び妙みような表情までは囚しゆう人じん側からは窺えない。

〈〝二度と会うことはない〟──そう聞いていたんだがな〉

　伝声管越ごしに聞いた若者の声は、苦笑と安あん堵どが微妙に入り交じった響ひびきを備えていた。

〈こんなに早く再会できて僕は嬉うれしいよ、ユーグ〉

「くだらない無む駄だ話をしていてもいいのか、ローデンバック検事？」

　監かん視しの警官は〝事情聴ちよう取しゆ〟と称してやってきた検事に人払ばらいされていたが、ユーグ自身は灰色の拘束着を着せられて椅い子すに座すわらされていた。〝危険な国際的テロリスト〟に対する扱あつかいとしては少々手ぬるいようにも思われたが、それは面会者が全面的に責任を負ってみせたためである。

「どうせ、公式の聴取じゃないんだろう？　関係者に見られる前に、消えたほうがいいんじゃないか……俺が君について口を滑すべらせるんじゃないかと心配しているなら、それは無用のことだ。君と俺とは何の関係もない。赤の他人だ」

〈別にそんなことを心配しちゃいないがね……しかし、時間がないっていうのは確かだな。ここは危険だ〉

　無愛想な囚人の発言に大きく頷うなずくと、ローデンバックはガラス壁の向こうで何か手を滑らせたようだった。手元のキーを複雑な手順で叩たたくと、二人の間を仕切っていた防弾ガラスが耳みみ障ざわりな音をたてて上方に上がり始めた。

「一いつ緒しよに来たまえ」

「……どういうことだ、検事？」

　氷でも沈しずめたような瞳ひとみでせり上がってゆくガラス壁を眺ながめ、ユーグは尋たずねた。

「俺は〝テロリスト〟だぞ？　いくら検察でも、そんな奴やつを勝手に逃にがしていいのか？」

「いいわけがないだろう。これで僕も失職さ。いや、君と同じ犯罪者か？　テロリストのシンパってわけだ」

　傲ごう然ぜんと、だが、わずかに照れくさげに言い放つと、ローデンバックは床ゆかに置いていた身の丈たけほどもある細長い包みを持ち上げた。ついでに、警官の制服一式を収めた紙かみ袋ぶくろをユーグに向けて差し出す。

「とにかく着き替がえてここを出よう。あとのことは、安全な場所に落ち着いてから、ゆっくりと話し合うさ」

「ここを出ると言っても……」

　あまりに気楽な検事の台詞せりふに、ユーグは吐はき捨てた。

「いったい、自分がやっていることがわかっているのか、ローデンバック？　こんなことをすれば、失うのは立場だけじゃ済まない。名めい誉よも地位も……いや、命まで無くすことになるぞ」

「かもな。だけど、すべては承知のうえさ」

　まるで昨日の天気のことでも口にするような気軽さで、ローデンバックは頷いた。手袋をはめた手を座ったままのユーグに差し出すと、少しだけ照れくさげに微笑ほほえんでみせる。

「実は君と同じで、僕も天てん涯がい孤こ独どくの身でね。死んだところで悲しむ人なんてどこにもいない」

　照れくさげに笑うその中にも、どこか強さを感じさせる声だった。こちらを見上げる暗い翠すい瞳とうから目を逸そらすことなく、告白する。

「それに、ここにいれば君は確実にダルザスの刺し客かくに消される。自分だけ安全なところから高みの見物だなんて、僕の趣しゆ味みじゃない。そもそも、君を危地に送り込んだのはこの僕なんだ。その責任を取らなくてどうする……だろ？　僕の言うことは間違っているか、ユーグ？」

「…………」

　目の前に差し出された手を、ユーグは凝ぎよう然ぜんと見つめた。

　天涯孤独──自分もそうだ。自分を殺そうとする者は多いが、死んで悲しんでくれる者などどこにもない。だから、自分に差し伸のべられる手などあろうとは、想像もしていなかった。それが──
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「さ、そろそろ行こうぜ」

　神父の逡しゆん巡じゆんを知ってか知らずか、陽気な声が再びかかった。誘さそうかのように、虚むなしく差し出されたままだった手が振ふられる。

「時間がないんだ……それに、無む駄だ話は嫌きらいなんだろう？」

「ああ、嫌いだ──」

　表情の選せん択たくに迷いながら、ユーグは渡わたされた紙袋から愛刀を取り出した。無愛想な鉄の感かん触しよくを掌てのひらに確かめる一方、余った手で検事の手を握にぎる。

「本当に馬鹿な男だ、君は」

「ああ、しょっちゅう言われるよ」

　悪戯いたずらっぽくウインクなどしている検事の顔に我知らず苦笑し返しながら、ユーグはふと思った。

　人生に仮定など無意味だが、こういう男を友に持っていれば、あるいは自分の歩んだ道も変わっていたかもしれない。心許した幼なじみに売られることも、婚こん約やく者しやに裏切られることもなかっただろう。また、これまでさんざん共に銃じゆう火かの下をくぐっておきながら、いざとなれば平然と銃口を向けてくる同どう僚りようと剣けんを交えることなどもなかったかもしれない──

「じゃ、行こうか、相棒」

「ああ」

　若者の言葉に力強く頷くと、ユーグは立ち上がった。




「おや、どうされました、神父様？」

　外は相変わらず豪ごう雨うが続いていたが、そろそろ夜明けも近いはずだ。そんな時間に正面玄げん関かんをくぐって入ってきた影かげに、受付の警官は不ふ審しんげな視線をあげた。早番の警官たちが、ロビーの隅すみで談笑しながらコーヒーを飲んでいるのにちらと目を送り、繰くり返す。

「こんな時間に何のご用です？」

「……俺はノートルダム・デュ・サブロン教会の神父マイエルだ。実は、朝課前に礼拝堂を清せい掃そうしていたら、告解室でこのようなものを発見した」

　妙みように抑よく揚ように乏とぼしい声で、小こ柄がらな神父は答えた。ずぶ濡ぬれの頭から滴したたる雫しずくを拭こうともせず、大きなボストンバッグを警官の前に置く。

「中身が中身だったので、速すみやかに届けたほうがいいと判断して持参した──確認を」

「なんです、中身とは？」

　神父の差し出したボストンバッグに、警官は胡う乱ろんげな視線を落とした。忘れ物だか落とし物だか知らないが、夜が明けてから持ってくればよいものを──内心、毒づきながら、バッグを開ける。

「な、なんですか、これ！」

　バッグの中から現れたモノ──ベルトで結束された細長い筒つつ状の物体に警官の目が剝むかれた。筒の先から伸びた銅線は複雑に絡からみ合いながら、小さな懐かい中ちゆう時計に繫つながっている。

「ば、爆ばく弾だん──!?」

　かちりと小さな音をあげて、懐中時計の短針と長針が重なったのはそのときだった。同時に、太陽が地上に生まれたかのような白光が、轟ごう音おんとともに噴ふき上がる。

「!?」

　閃せん光こうと轟音は不幸な警官のみならず、ロビーにいたすべての人間に襲おそいかかった。スタングレネード──アルミ粉末と過塩素酸カリウムを瞬しゆん間かん的に燃焼させる非致死性の閃光弾だんは殺傷力こそないものの、光と音でその場の全員をなぎ倒たおすだけの力を有していた。それでもなんとか持ちこたえた警官もいたにはいたが、それは彼らにとってよりいっそうの不幸しか約束しなかった。閃光に続いて拡ひろがった催さい涙るいガスの靄もやに包まれ、涙なみだを流して咳せきこみ始める。

「戦域確保クリア──引き続き、対ター象ゲツトの検けん索さくを開始する」

　ほとんど視界すら奪うばってしまった濃こいガスの中、短く呟つぶやいたのはマスクもなしに平然と立っていた唯ゆい一いつの人物だ。僧衣の下から二挺ちようの拳銃を引き抜ぬくや、〝ガンスリンガー〟はもがき苦しむ警官たちの間を、エントランスロビーの奥に向けて歩き始めた。
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「で、これからどこに行く？」

　ユーグは昇しよう降こう機きのボタンを押すと、傍かたわらの検事に目を落とした。

「例の検察局のセーフハウスに戻もどるのか？」

「ああ、それがいいだろう。だが、あそこには君一人で行ってくれ。僕は幾いくつかこっちで用事が残っている。それを済ませたら合流するから、それまではあそこで休んでいてくれ」

　ローデンバックがてきぱきと答えたちょうどそのとき、澄すんだチャイムの音とともに昇降機が目の前に降りてきた。開いたドアの向こうから、五人ほどの警官が降りてくる。咄とつ嗟さに顔を俯うつむけたユーグを庇かばうように立ち位置を換かえたローデンバックの側そばを、警官の一団は無言のまま、通り過ぎた。入れ違ちがいに、ユーグとローデンバックは昇降機に乗り込もうとしたが──

「──待て」

　低く錆さびた声が、その背を打った。

　五人の警官たちの中でも図抜けて体格のいい、巡じゆん査さ部長のバッジを付けた大男が振り返ったのだ。

「そこのおまえ、ちょっと尋たずねたいことがある」

「……なんでしょう、巡査部長殿どの？」

　ことさら無愛想な声でユーグは答えた。顔が陰かげになるように光源を計算しながら、いつでも抜刀できるよう愛剣に手を這はわせる。万一にでも顔を見られればそれでおしまいだ。いざとなったら、血を流してでもここを斬り抜ける必要がある──だが、結局その危き惧ぐは杞き憂ゆうに終わった。大男の巡査部長は、ぶっきらぼうにこう尋ねた。

「例のテロリスト──ユーグ・ド・ヴァトーを拘こう置ちしているのは何番房ぼうだ？」

「奴やつでしたら、三番房──突つき当たりを右に曲がってすぐの角です」

「そうか。ありがとう」

　敬礼すると、巡査部長は鷹おう揚ように頷うなずいた。ユーグが敬礼を返すと、そのまま、部下たちとともに廊ろう下かを歩み去ってゆく。ほっと肩かたの力を抜くと、ユーグは昇降機に乗り込もうとして──

「──いかん、ユーグ！」

　ローデンバックの悲鳴じみた声が響ひびいたときには、剣士の腕うでは、それ自体がまるで独立した生き物であるかのように愛剣を鞘さや走ばしらせていた。ローデンバックの眼鏡めがねのレンズ──そこに映った映像だけを頼たよりに、白はく刃じんを背後に旋せん回かいさせたのだ。

　金属と金属の擦こすれ合う甲かん高だかい異音が、薄うす暗ぐらい廊下に響き渡わたった。

「……なかなかやるじゃないか」

　上背を利りしてぎりぎりと軍刀を押し込みながら、巨きよ漢かんの巡査部長──いや、それを装っていた男は長い舌で唇くちびるを舐なめた。そしてそのときには、警官たちが半円状に広がって二人を包囲している。

「このルチアーノ・リッジョの剣けんを受けてみせたのは、おまえさんが初めてだよ」

「ルチアーノ・リッジョ……〝黄グアン手テイ・袋ジヤツリ〟ルチアーノ！」

　特とく殊しゆな薬物強化チユーンによって黄き褐かつ色しよくに変色した両腕を持つ職業的暗殺者の名に、ローデンバックがうわずった声を漏もらした。〝黄手袋〟ルチアーノといえば、教皇庁の強化歩兵あがりの殺し屋で、その残ざん虐ぎやくな仕事ぶりでこの世界では知らぬ者とてない。仕事料は極きわめて高額だが、その軍刀に狙ねらわれて、生き延のびた者はないとか──そんな危険な男が、なぜこんなところに潜もぐり込んでいる!?

「なるほど……ダルザスの差し金か」

　ぎりぎりと押し込んでくる軍刀を、不利な体勢で凌しのぐユーグの顔は青白かった。

「吸血鬼に雇やとわれたのか、〝黄グアン手テイ・袋ジヤツリ〟？」

「金さえ出しゃあ、依い頼らい人にんが誰だれだろうと関係ねえ──たとえ悪あく魔まにでも雇われるし、神だって殺してやるさ」

　灰色にくすんだ顔の中で、そこだけは妙みように白い歯を覗のぞかせてルチアーノは笑った。その間にも、薬物強化された筋肉は刃やいばをユーグの金きん髪ぱつめがけて押し込んでいる。常人の膂りよ力りよくが、薬物強化された強化歩兵の力に敵し得ようはずがない。鋼はがねのような二の腕が大きく膨ぼう張ちようすると、得え物ものに一挙に力を加える。

「ま、まずい──ユーグ！」

「動くんじゃねえ！」

　咄嗟に飛び出そうとしたローデンバックが偽にせ警官たちに押さえられている間にも、ルチアーノの軍刀はユーグの長刀を勢いよく押し下げた。上背はあっても細身の体は、真っ二つに切り下ろされるかと見えたが──

「〝神でも殺す〟か──いい覚かく悟ごだな」

　だが、迫せまる白刃を前に、ユーグの表情は変わらない──いや、その歪ゆがんだ唇が形作ったのは、目の前の殺人鬼よりさらに禍まが々まがしい嗤し笑しようだった。

「だが、相手が死神ならどうだ？──それでも、おまえは殺せるか？」

「!?」

　次の瞬しゆん間かんに響き渡わたったのは、甲高い金属音──

「──ば、馬鹿な！」

　宙に巨体を吹ふき飛ばされたとき、ルチアーノの目は信じ難がたいものを見たように呆ぼう然ぜんと見開かれていた。当然だろう。神父の細腕が、体重にして二倍以上はあろう強化歩兵の巨体を勢いよく跳はね飛ばしたのだから。だが、その驚きよう愕がくから立ち直るより早く、彼の目の前には白い光が踊おどっている。

「あいにく、俺の腕は特別製でな……」

　薄く笑った剣士の顔には掲かかげた白刃が兇きよう悪あくな隈くまを作っている。死神を思わせる昏くらい声で、ユーグは驚きよう倒とうする強化歩兵に囁ささやいた。

「相手が悪かったな、〝黄グアン手テイ・袋ジヤツリ〟──死ね」

「ま、待て、神父！」

　しかし、長刀が一いつ閃せんする瞬前、響いた声は気死せんばかりに目を剝むいた強化ルチ歩兵アーノのものではなかった。ローデンバックに銃じゆう口こうを突きつけた偽警官が、主を助けんと怒ど鳴なったのだ。

「これが見えねえか!?　ダチの頭に風通しのいい穴を開けられたくなかったら、武器を捨てておとなしくしやがれ！」

「駄だ目めだ、ユーグ！」

　後頭部に拳けん銃じゆうを押しつけられながらも、若い検事の声は震ふるえてはいない。偽警官の恫どう喝かつに負けまいとするかのように、声を絞しぼり出す。

「僕にかまうな！　君だけでも逃にげて、ダルザスを──ぐっ!?」

「てめえは黙だまってろ！」

　殴なぐりつけた検事のこめかみに銃口を押し当てた偽警官が再度怒鳴った。

「さあ、どうするよ!?　迷ってるようなら、まず、耳の一つでも吹っ飛ばしてみるかい？」

「……やめろ」

　下げ卑びた脅きよう迫はくに応こたえたのは、静かな声だった。今しもルチアーノの心臓に擬ぎされていた白はく刃じんが、すっと引いた。そのまま鮮あざやかに宙で一転すると床ゆかに深々と突つき立つ。

「言うとおりにしてやる……だから、彼を放せ」

「ば、馬鹿！　何をしてるんだ、ユーグ!?」

　愛剣を手放した剣士の顔を信じられぬように見やり、ローデンバックは悲鳴をこぼした。

「僕のことなどかまうなと言っているだろう！　何をやってる！」

「…………」

　責めるような声に、ユーグは答えなかった。ただ苦笑の形に口元を歪めてみせただけだ──その眼前で、大おお柄がらな影かげが立ち上がった。

「この野や郎ろう……おどかしやがって！」

　あの世を覗き込んできた男の声は安あん堵どよりも怒いかりに震えていた。

〝黄グアン手テイ・袋ジヤツリ〟ルチアーノ──立ち上がった強化歩兵は勢いよく軍刀を振ふり上げた。黙もく然ぜんと立ち尽つくす剣士の頰ほおを、躊ちゆう躇ちよなく柄つか頭がしらで殴り飛ばす。

　頸けい骨こつが折れかねない打だ撃げきに、ユーグの体が大きくよろめいた。壁かべにあたってかろうじて踏ふみとどまったところに、ルチアーノの蹴けりが腹にめり込んだ。鳩尾みぞおちに加えられた衝しよう撃げきに体を折ると、剣士はその場に膝ひざをついた。酸素を求めて開いた口から、食道を逆流した血と折れた奥歯が滴したたり落ちる。

「あの、ルチアーノさん、お気持ちはわかりますが、さっさとずらかりませんと時間が──」

「わかってる！」

　手下に制止され、ルチアーノは怒鳴り返した。なおもさきほどの屈くつ辱じよくを晴らしたそうな顔をしていたが、さすがに時間がないことを悟さとったのだろう。軍刀を逆手に持つと、床で喘あえぐ剣士の頭上にかざした。

「あばよ！」

「ユ、ユーグ!!」

　勝ち誇ほこった哄こう笑しようと悲痛な悲鳴、そして軍刀の輝かがやきが剣けん士しに向けて炸さく裂れつしたとき──

　天てん井じよう越ごしに降り注いだ銃弾の雨は、今しもユーグを串くし刺ざしにしようとしていた暗殺者の胴どう体たいを撃うち抜ぬき、人質に銃口を押しつけていた偽にせ警官の頭部を撃げき砕さいしていた。その一方で彼らと体を密着させていたローデンバックに一筋の傷もつけなかったのは、まさに神かみ業わざと言うしかない。そして、そのような真ま似ねができるのは──

「〝ガンスリンガー〟！」

　蜂の巣のように弾はじけた天井を破って落下してきた小柄な影かげを、床にはいつくばったままのユーグは弱々しく見上げた。

〝拳銃ガンス使いリンガー〟──トレスは両手の拳銃を掲げると、平板な声で一同に警告した。

「全員、動かないことを要求する──武器を捨てて、その場に跪ひざまずけ」

「き、貴様あっ！」

　人間味を欠いた声にようやく呪じゆ縛ばくを解かれたものか、それまで呆ぼう然ぜんと口を開いていた偽警官たちが初めて動いた。手にした銃口を乱入者へと向けるや引き金を絞る。

「何者だか知らないが、ぶっ殺──」

「〇・三八秒遅おそい」

　二挺ちようの拳銃が、まるで冗じよう談だんのような鮮やかさで炎ほのおと硝しよう煙えんの花を咲さかせた。そのときには、トリガーに指をかけたままの警官たちは、頭部を血の塊かたまりに変えて後方に吹ふき飛んでいる。首のない死体がずるずると頽くずおれた壁には、おぞましいほど赤い花が咲いていた。

「──来い、ローデンバック！」

　最初の警告から殺さつ戮りくまで、その間、ものの数秒とはかかってはいまい──しかし、ユーグにとって、その時間は逃とう亡ぼうを図るに十分な猶ゆう予よだった。勢いよく立ち上がるや、床に刺さしたままだった愛剣を引き抜く。これまた魅み入いられたような顔をしている若者の肩かたを摑つかんで、扉とびらが開いたままだった昇しよう降こう機きに放り込む。

「先に行ってろ！」

　昇降機の格子戸を外から閉めながら、ユーグは怒鳴った。

「俺も必ず行く！」

「──わかった！」

　再び、自分が人質となって足を引っ張ることを恐おそれたのだろう。意外なほど素す直なおに検事は頷うなずいた。

「上で待っている……必ず来いよ！」

「ああ」

　昇降機が動き出したのを確認して、ユーグは再び廊ろう下かに目を向けた。赤く染まった廊下にはすでに己おのれの足で立っている人間は皆かい無むだ──唯ゆい一いつ、人の形をした機械マシーンがガラスの瞳ひとみを輝かせていたのを除けば。

「元派は遣けん執しつ行こう官かんユーグ・ド・ヴァトー──」

　硝煙の立ち上る二つの銃じゆう口こうをかつての同どう僚りように向けて、殺人キリング人形ドールは宣告した。

「武器を捨ててその場に跪け──抵てい抗こうするなら、射殺する」
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　銃声は雷らい鳴めいと同時に響ひびいた──金きん髪ぱつを数本引きちぎった弾だん丸がんが、直前までユーグの頭のあった背後の壁に拳こぶしほどもある大穴を穿うがつ。

　その残ざん響きようが消え去るよりも早く、ユーグは側方にダイヴしていた。この間合いでは、剣よりも銃のほうが絶対的に有利だ。たまたまそこにあった鉄てつ扉ぴを肩で押し開けるように開け放つと、そこに転がりこむ。

「──待て、ヴァトー」

　背後から平板な声が届いたような気がしたが、ユーグは振ふり返らなかった。ノブを切断して鉄扉を外から開けられないようにすると、非常階段を駆かけ上る──〝ガンスリンガー〟なら、鉄扉をこじ開けるのにそう時間を要すまい。だが、そのわずかな時間に、なんとか、地上まで出られれば！

　意外なことに、予想された背後からの銃じゆう撃げきは襲おそって来なかった。

　あるいは追撃を断念したのだろうか？　いささか拍ひよう子し抜けするような思いで、ユーグは階段を駆け上りきった。鍵かぎのかかっていた鉄扉を愛剣の一いつ閃せんで両断、蹴け破やぶるようにして飛び出すと、抜刀したまま、追っ手を迎げい撃げきしようと背後を振り返る──だがそこには、トレスの姿どころか、階段を駆け上がってくる気配すらない。

「……諦あきらめたのか？」

　鉄扉の向こうを睨にらみながら、そろそろとユーグはあとずさった。細い通路の向こうには、非常口らしい表示の描かれた灰色の扉がある。その向こうはもう警察署の外だ──後ろ向きのまま、出口を目指して慎しん重ちように歩を進める──

　すぐ傍かたわらの壁かべが火を噴ふいたのはその瞬しゆん間かんだった。もし跳ちよう躍やくのタイミングが半瞬と遅おくれていれば、下半身を吹き飛ばされていたに違ちがいない。裾すそをかすめるように擦さつ過かした銃弾は反対側の壁に大穴を穿った。

「壁越ごしに!?」

　舌打ちしたときには、宙で体を捻ひねったユーグは刺突の体勢をとっていた。着地するよりも早く、抜ぬき放った白はく刃じんを壁に向けて突つき立てる。

　恐おそるべき貫かん通つう力で薄壁を貫つらぬいた切っ先が何かを抉えぐる手て応ごたえがあった。同時に、壁越しにかすかな気配が揺ゆらぐ。それを目標に、再度、ユーグは手元に引き戻もどした長ちよう剣けんを壁に向けて突き刺さした──同時に、そのすぐ傍らの壁がまたもや火を噴く。

「ぐっ！」

　壁越しの銃弾はユーグの右側頭部をかすめさった。直撃こそ免まぬかれたものの、象ぞうをも即そく死しさせる五一二マキシマ弾の衝撃波はプロボクサーのパンチにも匹ひつ敵てきする。右の視界が大きく歪ゆがみ、ともすれば意識が飛びそうになるのを文字どおりユーグは歯を食いしばって堪たえた。再度手元に引き戻した剣を三度、壁に突き立てるべく刺突の体勢に入る──

〈ユーグ・ド・ヴァトー──〉

　壁越しに平板な声が聞こえたのはそのときだった。

〈ミラノ公は卿けいの安全を気き遣づかっている──このままローマにおとなしく帰き還かんしろ。これ以上、抵てい抗こうされれば、俺は本気で卿を射殺せざるを得ん〉

　壁に開いた穴の隙すき間まから漏もれてくるレーザーの赤い光を額に灯ともしたまま、ユーグは自じ嘲ちようするように唇くちびるを歪めた。

「……言ったはずだ、〝ガンスリンガー〟」

　研とぎ澄すまされた感覚は、視覚によらずして、敵手の位置を正確に捉とらえていた。このまま刺突を放てば、トレスの胸部をきれいに抉り抜くことができるだろう。

　もっとも、そのときには自分も眉み間けんに銃弾を喰くらって絶命しているはずだ。だが、それでもなお、剣士は己おのれの剣を下ろすことができなかった──〝剣にオムネよス・りエニてム・生クイく・アるケペ者リンはト・、グラ剣デイにム・よグラりデイてオ・滅ペリびぬブント〟。

「俺に帰る場所などない──俺を止めたければ、俺を殺せ」

　なぜか泣き笑いのように奇き妙みような表情でユーグはゆっくりと剣を握にぎる手に力をこめた。壁の向こうから撃鉄のあがる乾かわいた音を耳にしつつも、全身の筋肉を撓たわめ、渾こん身しんの刺突を壁の向こうに向けて放つ──刹せつ那な。

「ユーグ・ド・ヴァトオオオオオッ！」

　血に濁にごったダミ声が、剣士の動きを止めた。思わず振り返った視線の先、通路の向こうに立つ巨きよ影えいを捉えて、翠すい瞳とうを驚きよう愕がくに瞠みはる。

「ルチアーノ!?　あいつ、まだ生きて──」

　殺し屋は血に汚よごれた顔を凶きよう悪あくに歪めていた。その腹部には銃撃による大穴が開いたままであることを思えば恐るべき生命力だ──しかし、ユーグの顔をひきつらせたのはそんなものではなかった。吠ほえる巨漢が肩に構えた、筒つつ状の物体。あれは──

「グレネードランチャー……まずい！」

　この狭せきい通路では、グレネードの爆ばく発はつから逃のがれる場所もない。咄とつ嗟さに視線を彷徨さまよわせた剣士に向けて、ルチアーノが哄こう笑しようした。

「死ねいっ！」

　低いが鋭するどい声が壁の向こうから聞こえたのはそのときだった。

〈──その剣を動かすな、〝ソードダンサー〟！〉

　振り返る間もない。壁向こうから飛来した弾だん丸がんはユーグの剣を側面から捉えた。単分子結けつ晶しようの刃やいばはその直撃に耐たえ、弾丸を跳弾に変えて弾はじき返す。そのまま通路を直進した跳弾が吸い込まれるように消えたのは、今しも発射態勢にあったグレネードランチャーの砲口だ。

「……あ？」

　間の抜けたその一言が、ルチアーノの最さい期ごの言葉になった。グレネードの爆発は爆風と破片で彼の体を挽ひき肉にくへと変えた。いや、そればかりではない。突とつ風ぷうは狭い通路を荒あれ狂くるい、剣士の体を冗じよう談だんのように吹ふき飛ばす。

「!?」

　抗あらがいがたい大気の力にユーグの体は、さきほどまで目指していた非常口に背中から叩たたきつけられた。そのまま扉とびらを押し倒たおす形で、戸外に転がり出る。勢いよく倒れ込んだ先は、雨に濡ぬれた石いし畳だたみだ。

「ぐ……う……」

　どれほどの時が経たっただろう？　爆風による耳鳴りの中、ユーグは血と泥どろにまみれた顔をあげた。まだ外は暗かったが、目の前に白く靄もやがかかって見えるのは煙けむりだろうか？　それとも目がかすんで視力を失っているのか──

「ユーグ・ド・ヴァトー、おまえを拘こう束そくする」

　頭を振ふって意識を取り戻もどそうとする剣士の頭上から、平板な声が降ってきた。ともすればぼやける視線をあげれば、表情に乏とぼしい元同どう僚りようの顔がこちらを見下ろしているところだ。

「もはや、おまえに戦せん闘とう力はない──ローマに同行を」

　そう言って、トレスは倒れたままのユーグの傍かたわらに跪ひざまずいた。爆風でぼろぼろになった制服の上から自分の僧衣を着せかけると、その肩かたを担いで無造作に立ち上がる。そのまま歩き始めたところでふと、機械化歩兵は平板な声を継ついだ。

「なお補足しておく──アムステルダムの旧教会事件と〝四カウン伯ト・フ爵オー〟問題については、ミラノ公は別べつ途とに手を打つ予定だ。卿けいが一人ですべてを解決する必要はない」

「…………？」

　まだ視界はかすんでいたが、ユーグは思わずトレスの横顔を見やった。機械化歩兵に表情はない。その機能もない。だが、その声のどこか、かすかに自分をいたわるような響ひびきを聞いたような気がしたのはこの忌いま々いましい耳鳴りのせいだろうか──

「──ユーグ！」

　元同僚に向けて何か問おうとしたユーグの思考を遮さえぎったのは、道の向こうから聞こえてきた怒ど鳴なり声だった。と同時に、撃うち放たれた銃じゆう弾だんが、ユーグを支えていたトレスの脚きやく部ぶを直ちよく撃げきする。

「!?」

　大口径の銃弾に右みぎ腿ももを貫かん通つうされたトレスの体が大きく揺ゆらいだ。咄とつ嗟さに作動したバランサーが機体の体勢を立て直そうとするが、そこに飛来した第二弾が左脚に直撃する。今度はバランサーの許容限界を超こえていた。ユーグの腕を手放すと、機械化歩兵は大きくたたらを踏ふんでよろめいた。一方、自由になったユーグに、再度呼びかけたのは、道の向こうから水みず飛沫しぶきと爆音をあげて疾しつ走そうしてきた自動二モーター輪車バイクのハンドルを握にぎった若者だ。

「無事か、ユーグ……乗れ！」

「ローデンバック！」

　片手にライフルを構えた男の名をユーグは口に乗せた。若い検事はライフルを放り捨てると、剣けん士しに手を差し伸のべて再度怒鳴った。

「何をやっている──早く乗れ！」

「待て、ユーグ・ド・ヴァトー──」

　一方、躊躇ためらうように差し出された手を見やるユーグの背に、平板な声がかかった。傷ついた脚あしを操り、懸けん命めいに姿勢を立て直そうとしているトレスがこちらも手を伸ばしたのだ。

「俺はおまえをミラノ公に……」

「……すまない」

　迷った時間はどれくらいだったろう──傷ついた機械化歩兵から一歩後退しながら、ユーグは首を振った。ローデンバックの手を摑つかみながら、もう一度別れを告げる。

「すまん、神父トレス」

「待て、ヴァトー！」

　機械化歩兵の指が、一いつ瞬しゆん裾すそに触ふれたときには、〝ソードダンサー〟を乗せたバイクは弾かれたように石畳の上を走り始めていた。
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〈神父トレスから報告が入っております──〝ソードダンサー〟の拘束に失敗したと〉

　無表情に窓の側そばに立っていた主人に、泣きぼくろのある尼僧の立体映像ホロは困ったような顔と声で報告した。

〈トレスさんは、引き続き追つい跡せき続行の許可を求めてきてらっしゃいますけど……いかがいたしましょう、カテリーナさま？〉

「追跡は一時中断させて、神父トレスをただちにローマに帰き還かんさせなさい」

　さきほどから、一言も発さず読みふけっていた報告書から目も上げず、カテリーナは命じた。

「今は、〝ソードダンサー〟の処しよ遇ぐうに割さいている時間はありません……バルセロナで重大な問題が起こりました」

〈バルセロナで？　まさか、アベルさんたちに何かありまして？〉

　先月起こった〝ネバーランド島事件〟の後始末でカタロニアに向かった同僚の名をケイトは口に乗せた。バルセロナでは、確か、引退した派は遣けん執しつ行こう官かん〝ミストレス〟が彼のフォローにあたっているはずだ。アベルはともかく、ノエルがいれば、そうそう妙みようなことにはならないはずだが？

　しかし、報告書を閉じたカテリーナの顔色は優すぐれなかった。小さく固めた拳こぶしを口元に持っていきながら、ひび割れた声を絞しぼり出す。

「昨夜、バルセロナ全市が壊かい滅めつしました……おそらくシスター・ノエルは死亡したと思われます」

〈な、なんですって!?〉

　立体映像が大きくぶれたことも気づかず、ケイトは絶句した。

〝全市が壊滅〟とは何だ!?　いったいノエルの身に何が起こったのか!?　そしてアベルは!?

「とにかく、私は今から枢機卿会議にて報告してきます。シスター・ケイト、あなたはバルセロナの状じよう況きようを確認して。〝ジプシークイーン〟が確か、セビリアにいたはずね？　彼女を現地に至急向かわせなさい。それと、〝ダンディライオン〟を檻おりから出す手続きを」

〝鉄の女〟はてきぱきと尼僧に指示を与あたえると、外衣を手に取った。枢機卿会議の緊きん急きゆう開会までもう時間がない。枢機卿杖を手に、執務室をあとにしようとする。

〈あ、あの、カテリーナさま！〉

　その背中に向けて、慌あわててケイトは声をかけた。

〈それで、ユーグさんについてはいかがしましょう？　トレスさんを呼び戻もどすんでしたら、別に誰だれか、職員を──〉

「その必要はありません」

　縋すがるような、あるいは慈じ悲ひを請こうかのようなケイトの質問に対し、カテリーナは静かに首を振ふった。それだけではさすがに説明不足と考えたのか、穏おだやかにこう付け加える。

「ユーグ・ド・ヴァトーの僧そう籍せきを本日付で剝はく奪だつします。彼は──」

　声は甘やかだったが、片眼鏡モノクルの奥に輝かがやく瞳ひとみは鋼はがねの強度を保っている。〝鉄の女〟は怯おびえたような顔の尼僧に向けて、静かに──しかし、決然と告げた。

「彼は切り捨てます」


トリニティ・ブラッド外伝 ＧＵＮＳ Ｎ，ＳＷＯＲＤＳ（完）









　あとがき







　そんなわけで、『トリニティ・ブラッドＲレイ．ジ・Ａアゲイン．スト・ザＭ・ムー．ンズⅢ』でございます。

　毎度毎度、心臓に悪いあんなことやこんなこと、あまつさえそんなことまで編集サイドから言われ続けているので、こうしてあとがきを書いている現在でも、無事に本書が店頭に並ぶものかどうかいまいち疑わしいんですが、とりあえず今回もなんとか発刊の運びまで漕こぎつけました。毎回、悪あく魔ま的陰いん謀ぼうの数々にもめげずこうして本が出ているのも、ひとえに皆みな様さまの毎度のお買いあげ、アンケート、ファンレター、バレンタイン・チョコレート等々のお陰かげであります。本当に感謝の言葉もございません。




　ところで唐とう突とつですが、私は中ちゆう欧おうが好きです。

　モザイクのように多種多様な民族、屈くつ折せつしまくった宗教、闇やみ鍋なべじみて混こん沌とんとしている文化と通好みな魅み力りよく満まん載さいなところがたまりません。このＲ．Ａ．Ｍ．Ⅲも趣しゆ味みに走ってドイツ、チェコと中欧諸国を舞ぶ台たいにしてしまったほどです。

　でも、この辺の歴史を勉強すると、ほんと〝歴史とは勝者の記録である〟って言葉が身に沁しみるんですよね。

　古くは古代ローマに始まって、オスマン・トルコやハプスブルク王朝、最近ではナチスだのスターリンだのに至るまで、この魅力的な地域はしょっちゅう他所よそ者の軍ぐん靴かに踏ふみにじられてきました。もちろん、ときに英えい雄ゆう的な抵てい抗こうも起こるんですが、たいてい最後は力でねじ伏ふせられたあげくに大虐ぎやく殺さつでとどめを刺さされちゃう……そんなことの繰くり返しです。にも拘かかわらず、私たちの持ってる教科書ではたいてい、その手の記載は一行ですまされちゃってます。図書館や本屋に行っても中欧史のコーナーなんて申し訳程度しかありません（お陰で、いつも資料収集に苦労しております！）。ハプスブルク家の資料なんて、それこそ腐くさるほどあるのに……ほんと、弱肉強食こそがこの世のならいだと、あらためて確かく認にんさせられてしまいます。

　だけど〝一寸の虫にも五分の魂たましい〟という言葉があります。

〝小の虫〟はけっして〝大の虫〟に殺されるために生きているわけではありません。

　珍めずらしくも、そんなシリアスなことをつらつら考えながら、このＲ．Ａ．Ｍ．Ⅲは執しつ筆ぴつしました……お陰で、知ち恵え熱ねつが出て大変でした（笑）。




　では、またお会いできれば幸いです。





吉田　直　拝　　
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